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ＨＲ　正義くんの憂鬱







　鈴すず木き正まさ義よしは、校あぜ倉くらありすと手をつないで歩いていた。

　温かい小さな手が、きゅっと握にぎりしめてくる感かん触しよくは心ここ地ちよく、なごむ空気に満ちている。

「正義くん。私ん家、朝ご飯がステーキだったんだよ」

「すごい」

「今日って、お父さんとお母さんの結けつ婚こん記念日なんだけど、お父さんいつも帰りが遅おそいから、私ん家ではごちそうは朝に食べるの。おかげでお腹なかが重いのよ」

　笑えみを含ふくんで下がる瞳ひとみが、正義をじっと見つめてくる。ふわふわくるくるのロングヘアが、朝日に照らされて金色に輝かがやいている。

　ありすと一いつ緒しよに登校しはじめた頃ころに感じたおどおどした雰ふん囲い気きは、今はだいぶうすれてきたが、ウサギやリスを思わせるかわいい系の印象は健在だ。

　駅から高校へと続くこの道は、朝のこの時間、元もと千ち葉ば高校の生徒たちで埋うまる。同じ制服の女の子たちが何人いても、目の前の彼かの女じよがいちばんかわいい。

　学園の隠かくれマドンナだから、というだけではなく、ありすは自分をまっすぐに見て、笑いかけてくれるのだから。

「朝から食べ過ぎちゃった。私、お腹出てるかも」

　ありすが手をひっぱり、自分のお腹にタッチさせようとした。まるでセーラー服の裾すそから手を入れてるみたいになった。

　お腹に触ふれる寸前で、あわてて手を振ふりほどく。

　ありすは無防備で、平気でボディタッチをしてくる。健康な男子高校生としてはドキドキの連続だ。頬ほおが熱い。顔が赤くなっていることだろう。

　勢いよく振りほどきすぎたのだろうか。ありすは、いじめられたリスのような顔をした。瞳が大きく見開かれ、盛りあがった涙なみだでうるうると揺ゆれる。

「ふぇっ」

　――あ、やっちまった。

　ありすがえぐえぐと泣き出した。

　拒こばまれた気分になっているらしい。

「えぐっ、えぇんっ」

　唇くちびるを震ふるわせながらすすりあげている彼女は、かわいそうでかわいらしくておかしくて、いじめてやりたいような、頭ナデナデをしてやりたいような、相反する気持ちに駆かられてしまう。

「ご……」

　ごめんと言おうとしたとき、横を歩いていた三年の女子が、眉まゆ根ねを寄せてこちらを見ていることに気がついた。

「いじめなのかな？」

「違ちがうわ。痴ち漢かんよ。あの長ちよう髪はつ、胸を触さわろうとしたんだよ」

「あの子も悪いよ。ヤクザの息子むすこにまとわりつくから、そんな目に遭あってしまうのよ」

　聞こえよがしの悪口に、うきうきした気分が急速に冷えていく。

　寺の住職である父が保護司をしている関係上、コワモテのおじさんに、ぼっちゃんと呼ばれることがある。そのため生じた誤解だった。

　だが正義は、あえて誤解を訂てい正せいしなかった。

　子供の頃、寺の息子だから霊れいがついている、気持ち悪いと言われ、いじめられた。

　どうせ敬遠されるなら、「霊がついていてキモイ」と言われるよりも、「ヤクザの息子だから怖こわい」と言われるほうがいい。気持ち悪がられる不快感よりも、怖がられるほうがましだと思っていたからだ。正義はずっと敬して遠ざけられる存在だった。

　状じよう況きようが変わったのは、ありすと『友達』になってから。彼女が誤解を解いてくれた。今ではもう、正義を色眼鏡で見るクラスメイトはいない。

　だが、今でも、他の学年には誤解が継けい続ぞくしているようで、ふとした拍ひよう子しに悪意のある噂うわさ話ばなしにさらされる。

「校倉さんっ。鈴木くんに謝あやまりなさいっ！　失礼よっ!!」

　斜ななめ後うしろから鋭するどい声がかかった。

　柚ゆず木き篤あつ子こ。元千葉高校の誇ほこる有能生徒会長。

　セーラー服を着き崩くずすことなくきちんと着て、教科書でふくらんだ重そうな学生カバンを提さげている。スカーフは定規で測ったかのごとく、左右対たい称しように結ばれている。

　スッと伸のびた背中も、銀ぎん縁ぶちメガネの奥おくで光る理知的な瞳も、彼女の鋭えい利りな美び貌ぼうを引き立てている。印象こそ地味なのだが、才さい色しよく兼けん備びの女の子だ。

「きゃうっ」

　篤子に叱りつけられたありすが、頓とん狂きような声をあげて固まった。

「いくら仲良しだからって、往来でイチャイチャしないでっ！　痴ち話わ喧げん嘩かはやめなさいっ」

「はっ、はいっ」

　ありすが先生に叱しかられた小学生のように直立不動で返事をした。

　硬かたくてまじめできびきびとした篤子と、ふんわりふわふわマイペースのありすは、髪かみ型がたといい、見た目の雰囲気といい、性格といい、対照的だ。

「先せん輩ぱいのみなさん。誤解を訂正させてください。鈴木くんのお家うちはお寺です。暴力団ではありません。仮に暴力団だとしても、お家の仕事と鈴木くん本人は関係ありません。偏へん見けんの目で見るのはやめてください」

　ありすには、粗そ相そうをした子犬を叱りつける口調だったのに対して、三年生にはていねいにお願いする口調だった。

　篤子の将来の夢は検事だ。彼女が理路整然と話すとき、言葉で立ち向かえる生徒は、元千葉高校にはいないだろう。

　三年女子は顔を見合わせた。

「何なのこの子？」

「生徒会長よ」

「あ、そっか、見た顔だって思ってたのよ」

「い、いこうよっ」

「そ、そうねっ」

　三年女子は、人ひと混ごみを掻かき分わけてそそくさと走っていく。

　正義ははーっとため息をついた。

「ありがとう。篤子さん」

「お礼を言われるようなことはしてないわ。生徒会長として当然のことをしただけよ」

　篤子はつんと顎あごをあげ、メガネのブリッジを指先で押おしあげた。横顔が赤くなっていた。

　正義とありす、篤子の三人は、正義の実家である寺の前で待ち合わせて通学している。だが、篤子は、元千葉駅を降りると同時に二人と離はなれ、つかず離れずの距きよ離りで歩く。

　生徒会長としては、ひとりの生徒を特別扱あつかいすることはできないのだろう。

　ありすが泣きそうな顔で黙だまりこんだ。

　ありすと正義の間に立ちこめていたなごむ空気が消きえ失うせた。離したままの手が冷たい。手のやり場にこまってしまう。

「うちの両親も、もうすぐ結婚記念日なんだ。海外旅行に行くんだって」

　正義は言った。

　おかしくなった空気をなんとかしようとして、雑談をふっただけのつもりなのに、反応は激しかった。

「えええー。海外旅行ーっ!?」

　ありすが嬌きよう声せいをあげた。

「うん。懸けん賞しように当たったんだ。ヨーロッパ十日間。旅費はタダなんだって」

「お寺って、お坊ぼうさんがいなくなっても大だい丈じよう夫ぶなの!?」

　篤子も驚おどろきの表情で聞いてくる。

「うん。住職って、住む職だから、寺に住んでなきゃいけないんだけど、十日ぐらいなら平気だよ」

「お葬そう式しきとか、急に出たらどうするの!?」

「そういうときは、本山が同じ兄弟寺院の住職に留守を頼たのむんだ。うちの両親、ずいぶん迷っていたけど、せっかく当たったんだし、旅行に行けばいいよって勧すすめたんだ」

「で、でも、十日間、おばさんがいないのよね？」

　ありすががしっと手を握ってきた。

　温かい小さな手のふんわりした感触が心地よい。おもわず顔がほころんでしまう。

「わわわ私、料理、作りに行ってあげるっ」

「私、掃そう除じをしに行ってあげるわっ。校倉さんがちらかしそうだしねっ！」

　篤子が正義の左手を握ってきた。

「あ、ありがとう……」

　左右から二人に手をひっぱられて目を白黒させていたら、篤子がかっと顔を赤くさせ、自分の手をしげしげと見た。きゃっと悲鳴をあげ、ぱっと手を離す。

　手を握ってしまってから、ここが通学路であることに気がついて、あわてて手をほどいたらしい。

「わぁっ」

　いきなり手を離されて、よろめいてしまった。ありすの足を踏ふんでしまい、ありすがきゃんっと悲鳴をあげる。

　――やばいっ。

　驚いて足をあげるが、ありすの黒いローファーの上に、足あし跡あとがくっきり残っていた。

「うわっ。ごめん」

「ううん。いいの、私、正義くん、好きだから、痛くても我が慢まんする」

　仰のけ反ぞってしまいそうなセリフだ。エロい意味にも取れてしまう。

　妄もう想そうモードに入っているのかと思ったが、ありすはいまだに涙目で、いじめられたリスのようにこちらを見ている。足を踏んだのが本気で痛かったらしかった。

　横を行く男子生徒が、ぎょっとした表情でありすを見ている。これは絶対誤解されている。エロいほうへ想像されている。ありすと正義は公こう認にんの仲というよりも、バカップル扱あつかいされているのだから。

「ふしだらだわっ。なんてことを言うのっ。校倉さんっ」

　耳元で篤子に怒ど鳴なられ、耳がキーンッとなった。

「違うっ。俺おれ、ありすの足を踏んでしまったんだよっ」

「誤解されるようなことを言う校倉さんが悪いわっ」

「でも、私、正義くん好きだもん。だから、だから、痛くても平気だもんっ」

「好き好き言わないでっ。恥はずかしいじゃないっ！」

　冷静沈ちん着ちやくな生徒会長が顔を真っ赤にして両手をバタバタさせている様子はただひたすら珍めずらしく、生徒たちの注目が集まる。

　篤子はもう、かーっとなってしまって、周囲の視線にも気づいていない。

　ありすがさささっと正義の背中に回りこみ、あかんべをした。

「ふんだ。篤子さん、うらやましいんでしょ!?」

「ちょっ、校倉さんっ！」

「きゃーっ。暴力反対っ。正義くん助けてーっ」

　もう少しで校門だというのに、正義の周囲を鬼おにごっこのようにぐるぐる回られ、立ち止まるしかない。

　通り過ぎていく生徒たちの奇き異いの視線をたっぷり浴びながら、篤子とありすが正義を挟はさんではしゃぎあう様子を眺ながめている。

　タイプは違うが、いずれ劣おとらぬ美少女二人にかまわれて、くすぐったくて心地よい。

「あの三人、仲いいよなー」

「だよな。篤子さんがあんな顔するの、校倉にだけだよな」

「篤子さんって、校倉が好きなんだろうな」

　クラスメイトの松まつ田だ健けん一いちと奥おく野の光みつ輝てるがあきれた口調で話している。

　二人とも中肉中背だが、少林寺拳けん法ぽうの初段でがっちりした体型の松田に対し、ルービックキューブ三面揃ぞろえの特技を誇る奥野は、銀縁メガネの理数系な雰囲気の少年だ。

「おーいっ。鈴木ーっ。俺ら、先に行くワ」

　奥野が片手をあげて通り過ぎていった。

「おはよー」

　松田と奥野に声をかけたつもりだったが、さわやかな男性の声が返ってきた。

「おはよう！」

　スーツにネクタイの青年が、正義のすぐ横を、片手をあげて通り過ぎていく。

　大学生ぐらいの男性だ。まっすぐに元千葉高校に向かって歩いていく。彼かれの後ろ姿は校門の奥へと吸いこまれた。

「あいつ……」

　正義は顔を青くして立ちすくんだ。横顔に見覚えがある。というより、忘れようとしても忘れられない顔だ。

　ずっと逢あわずにすんでいたのに、ずっとずっと逢わなかったのに、十年ほども逢わなかったのに、どうしていきなり学校に現れるのだろう。教育実習生だろうか。

　篤子も気づいたのだろう。眉根を寄せ、校門の向こうの後ろ姿を見つめている。メガネの奥の瞳が不ふ愉ゆ快かいそうにひそめられていた。

　正義がいじめられるきっかけになったあの事件。

　十年近く前の春。

　公園で、死んだ小鳥を埋まい葬そうしようとした正義を、「霊がついている」とはやし立て、いじめた上級生がいた。

　その彼が、青年に成長し、スーツにネクタイで元千葉高校の校門をくぐる。おそらくは教育実習生として。

　嵐あらしが来る。このおだやかな日常を吹ふき飛とばす。くすぐったくって居い心ごこ地ちのよい、なごむ空気が変わってしまう。そんな予感にぐるぐるする。

　正義はギリッと唇を噛かんだ。

　ありすが正義の詰つめ襟えりの裾を持ち、つんつんとひっぱった。黒目勝ちの大きな瞳が不安そうに見上げてくる。

「平気だよ」

　正義はありすの頭に手を置いてぽんぽんした。

　何よりも自分自身が安心したくてやった行動だが、ありすの表情からこわばりがほどけていく様子を見ていると、少しだけ気持ちがなごんだ。

　大丈夫だ。落ち着け。動どう揺ようするな。あの青年が教育実習生だとしても、正義のクラスを担当するとは限らない。







一時間目　さわやか教育実習生、現る







　二年Ｂ組の朝は、数学の小テストではじまる。

　担任の数学教師、須す藤どう先生が吟ぎん味みに吟味を重ねて作っている手書きの小テストは、Ｂ組の平均点を押しあげて、生徒たちの数学嫌ぎらいを解消した。

　先生の熱心さに引きずられる形で、ああまたテストかと思いながらも、みんなまじめにとりくんでいる。

　だが、その朝は、いつもと少し違っていた。

　出席を採ったあと、先生はドアを見てぼうっとしている。

「先生、テストは？」

「もうすぐ来るはずなんだが……」

「来るって何だよ？」

「教育実習生に印刷を頼んだんだが、なんか時間がかかってるんだよな」

　元もと千ち葉ば高校の印刷機は、リソグラフという印刷機械だが、コピーより早く大量に印刷できる。しかも割安なのだという。

　正まさ義よしも使ったことがあるが、あれは使い方がコピー機と違う。慣れてないととまどうだろう。

　いつもなら「俺が見てきます」と先生に言って席を立つところだが、教育実習生という言葉にどきっとして、机をじっと睨にらんでしまう。

　例のいじめ男だろうか。

　まさか、そんな偶ぐう然ぜんあるわけない。元千葉高校に来るだけでも驚きなのに、同じクラスの担当なんてありえない。

　廊ろう下かを走ってくる気配がして、ドアががらりと開いた。

　スーツをぎこちなく着こなした大学生が、プリントの束を手にして息を弾はずませている。

　正義のいる位置からでは、首からＩＤカードが下がっていることしかわからなかったが、あの中には名札が入っているのだろう。

「須藤先生、プリントできあがりました」

　生徒たちの視線が、プリントを持って教きよう壇だんにあがってきた若い先生に集まる。

　ビンゴだった。「霊がついている」とはやし立て、正義をいじめた上級生。

　顔からさっと血の気が引いた。指先が冷たくなる感じがして、心臓が大きな鼓こ動どうを刻んだ。

　いちばん逢いたくない人の出現に、胸の奥がぐるぐるする。叫さけびだしてしまいそうだ。吐はき気けまでもこみあげてくる。

「すいません。遅おくれました。リソグラフって、使い方わかりにくくて」

　あのとき、正義をはやし立てたとき、醜みにくく笑っていた顔は、さわやかな笑え顔がおに彩いろどられ、どこから見ても感じのいい先生に見える。

「すまん。ありがとう」

「がんばって覚えます！」

　スーツ姿の若い先生は、担任に向かっておじぎをした。

「みんな。教育実習生の芝しば辻つじ透とおる先生だ」

「芝辻透です。数学を担当します。二週間ですがよろしくお願いします」

　先生は白い歯を見せて笑った。

　だれからともなく拍はく手しゆが起こった。

　――さわやかな先生だよね。

　――サニーズみたいだな。なんか歯は磨みがきのＣＭみたい。

　――うん。イケメンだけど、イヤミがないってか、感じいいよな。

　生徒達のささやく声が聞こえてくる。

　渋じゆう面めんをつくり、身体をこわばらせているのは正義だけだ。

　いや違う。篤あつ子こもメガネを光らせて芝辻先生を見つめている。というより睨んでいる。

　隣となりの席の女子が、正義を見て、びくっと身体を震わせた。きっと正義は、陰いん気きオーラを発散しているのだろう。

「テストするぞー。芝辻先生、配ってくれ」

「はいっ」

　――芝辻先生って、須藤先生のパシリ？

　誰だれかがささやいた。

「あはは。まぁそうだな。僕ぼくは君たちに授業を教える先生だけど、須藤先生から『先生』を教わってる最中でもあるんだ。須藤先生みたいに上手な授業はできないけど、一いつ生しよう懸けん命めいがんばるから、わかりにくいところがあれば、どんどん突つっこんでくれ」

　芝辻先生がすかさず言った。生徒の噂話に的確に反応し、真しん摯しに言葉を返す彼は、頭の良さと真しん剣けんさを感じさせた。

　芝辻先生の笑顔はさわやかで、なんの毒も感じない。

　ただ正義だけが長髪に隠かくされた顔をしかめ、椅い子すの上で硬こう直ちよくし、陰気オーラを発散している。

　担任は、目を細め、腕うで組ぐみをして、うんうんとうなずいている。まるで、歩きはじめた子供を見るような表情だ。

　教師としてはベテランの須藤先生には、若い教育実習生は、かわいい部下に見えるらしい。

「芝辻先生、プリント、印刷が半分だけです。これではテストになりません」

　篤子が手をあげて発言した。篤子が高く掲かかげた手に握にぎられているプリントは、左半分が白いままだ。印刷するとき、紙がずれてしまったのだろう。

「ああ、ごめん。これと代えよう」

「芝辻先生も先生の卵なら、印刷ぐらいきちんとやって欲ほしいですね」

　先生の卵、という言葉がやたら大きく響ひびいた。

　篤子の辛しん辣らつな言葉に、教室中がシンと静まりかえった。

　お堅かたいがほがらかで抜ぬけたところがあり、人望篤あつい生徒会長が、教育実習生の小さなミスをあげつらい、イヤミを言う様子は、はっきりと異常だった。

　――生徒会長、どうしたんだろ？　こんなこと言う人じゃないのに。

　――だよね。印刷なんてたいしたことじゃないよね。

　誰かがささやく声が聞こえてきた。

　篤子の横顔がかっと赤くなる。

　担任がパンパンと手を叩たたいた。

　音につられるようにして、篤子に集まっていた視線が前を向く。

「テストはじめるぞーっ」

　白けた空気があっというまに普ふ通つうになる。

「柚ゆず木き、プリントはこっちを使え。十分間だ。用意いいかーっ」

「わー、先生、ちょっと待ってっ」

　教科書を机にしまう生徒たちの物音がガコガコと響く。

「いつも言ってることだが、わからない問題があれば、いつでも職員室に聞きに来い。芝辻先生が教えてくれるぞ」

「須藤先生じゃないのかよー」

「もちろん先生でもいいが、芝辻先生にも聞いてやってくれよー」

「先生もがんばるから、みんなもがんばろう」

　須藤先生が腕うで時ど計けいを睨んだ。

「スタート」
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　正義は問題用紙に鉛えん筆ぴつを走らせた。

　集中しようとしても、桜の花が舞まい散ちる公園で死んだ小鳥を埋うめたときの情景が蘇よみがえり、数字がかすむ。

　上級生にキモいと言われ、霊れいがついているとはやしたてられたときの、指の先が冷たくなるような不快感が思い出されて胸の奥おくが痛くなる。

　目の裏に桜の花びらがちらつく。

　桜の花は、不思議に濁にごった色合いをして、おばけのように舞い落おちている。




　　　　　☆




　正義は、窓の外を眺めていた。鉛筆は持っているものの、机の上のノートは白いままだ。

　金色の銀杏いちようの葉が千葉特有の強い風に煽あおられて、花びらのように散る。落ち葉の乱らん舞ぶは美しく、胸の奥でつかえている苦い粒つぶを忘れていられる。

「この公式を使って、ＸをＹに代入します」

　教育実習生が数学の授業をしている。芝辻先生の顔を見ると胸がふさがる気分になるので、ノートは白いままで板書を書き写すことさえもしていない。

　教育実習生の行う数学の授業は、須藤先生のように流ちょうではないものの、よく考えられた授業だった。

　須藤先生が後ろに立って芝辻先生の授業を聞いている。

「先生、その公式はおかしくないですか？」

　篤子が言った。

　生徒たちの視線が、篤子と教壇の教育実習生、教室の後ろに立ち授業を見ている担任の数学教師を行き来した。

「ええ？　そうかな。えっと」

　教育実習生は、困った犬のような顔をすると、自信なさそうに頭を掻かいた。

「柚木、すごいな。その通りだ。間ま違ちがいではないが、この公式を当てはめるにはまだみんなには難しい。それに、もっと簡単なやり方があって、こっちのほうが解きやすい」

　須藤先生がフォローを入れた。机の間を通って教壇に移動し、チョークを持つ。

「ちょっと解説しよう。芝辻先生の解き方だが……」

　須藤先生が説明している間、芝辻先生は教壇の隅すみでじっと担任を見ている。

　――芝辻先生、困った顔をしてるね。カワイイ。

　女子生徒からくすくすと笑い声が漏もれた。

「芝辻先生、見習いとはいえ、しっかりして貰もらえませんか」

　篤子が辛辣な口調で言った。

　銀ぎん縁ぶちのメガネが光り、瞳ひとみを隠す。

　生徒たちがざわめいた。篤子は、人望篤い生徒会長だ。成績のいい優等生だが、先生の間違いをあげつらい、イヤミを言って恥はじを掻かせるようなタイプではない。

　――篤子さんらしくないねー。

　――柚木さんって、芝辻先生が嫌いなのかな？　朝からずっと、目の敵にしてるよね。

　――逆じゃないの？　好きだからつっかかるんだよ。

　――ああ、そっか。一ひと目め惚ぼれかぁ。なるほどねー。なんか篤子さんって、そういうタイプだよね。

　――はいはい。ツンデレツンデレ。

　――ふぅん。生徒会長が、芝辻先生が好きだとはねー。

　感心する気配が渡わたっていく。

「……っ！」

　篤子が絶句し、顔を歪ゆがめると、ぷいっと顔を背そむけた。

　篤子の気持ちはわかる。

　篤子は、正義がいじめられるきっかけを作ったことを後こう悔かいしていた。だが、はやし立て、いじめたのは彼だ。

　その彼が先生になろうとしている。公平を旨むねとする篤子には、許せないのだろう。正義感の強い篤子らしい。

　担任が解説を終えて教壇を降りた。

「……だそうです。みんなわかったー？」

「芝辻先生、頼たよりないなー」

　ルービックキューブ奥おく野のが言った。理数系が得意な優等生だが、大人を舐なめているというか、大人っぽい話し方を好む生徒だ。

「あはは、そうだな。須藤先生ありがとうございます。一生懸命がんばります。柚木さん。教えてくれてありがとう」

　悪びれないところはさわやかで、おおーっと感心の声が響いた。

　――かわいいーっ!!

　――ほんとだっ。かわいいよねーっ。

　頼りないけど、熱心で、いい先生。

　篤子のイヤミがいいほうに作用して、教育実習生は、そんなキャラを確立しつつあった。

　正義はノートをとらずに窓の外を眺め、篤子はメガネを光らせて教育実習生を睨みつけ、ありすは何を考えているのか底が抜けたようにニコニコしている。
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「あんがい早く終わったね」

　正義の手を、ありすの小さな手がきゅっと握っている。

　放課後のおだやかな空気の中で、仲良さそうな二人はほほえましく映るのか、手をつないで廊下を歩く二人に、すれ違ちがう生徒たちは温かい視線を送る。

「うん。やっぱ、文化祭も体育祭も終わってしまうとヒマだよな」

　クラス委員は、月に一度、放課後に行われる生徒会の会議に出席しなくてはならない。文化祭や体育祭などイベント前は忙いそがしいが、今は生徒会活動の端は境ざかい期き。

　クラス委員を集めての定例会議は、文化祭の生徒会費の収支報告書を渡しただけ、わずか五分で終わってしまった。

「篤子さんはまだ生徒会の用事あるんだよね」

「うん。よくあれで、いい成績取れてるよな。感心するよ」

「そうだ。篤子さんのことだけど、今日の篤子さん、何だか変だよね」

　どきっとした。

　ありすはマイペース少女の不思議ちゃんで、空気を読んで周囲に合わせたり、人の顔色を見たりすることが苦手だ。その彼かの女じよでさえ異状を感じるなんてよほどのことだ。

「何が？」

　とぼけると、ありすは正義の顔をちらっと見て、唇くちびるを尖とがらせた。どこか不満そうな表情を浮うかべている。

「私、篤子さんは、正義くんが好きなんだって思ってたんだ。だからびっくりしているんだ。篤子さん、芝辻先生を意識してるよね。あんな顔で睨むんだもん。芝辻先生に一目惚れしたのかな？　……私としては、そのう、ライバルが減ってうれしいけど……。なんか、複雑なのよね」

　逆だ。篤子は、教育実習生が嫌いなのだ。篤子の正義感が許せないだけだ。

　だが、ありすは、いじめのいきさつをしらない。思い出したくもないし、説明したくない。

　正義は、ごまかすことにした。

「ありすって篤子さん、好きだよな」

「うん。私、篤子さん好きだよ。でもね。私、正義くんは大好きなの！　好きと大好きは違うんだからねっ」

　放課後の廊下の真ん中で明るく元気に言い切られ、顔がかーっと熱くなった。

　髪かみが長くてよかった。赤くなった頬ほおを隠してくれる。

　思わず立ち止まってしまい、テレテレしている正義に、ありすが身体をよせてきた。

　腕うでを抱だき、詰め襟の肩かたに側頭部をすりすりしてなつく。

「ふふっ。こうしてると幸せー。正義くんが大好きだよ」

　恥はずかしくて顔があげられない。なのに、視線が感じ取れてしまう。廊下を行く生徒たちが、あっけにとられた表情で二人を見つめているのがわかってしまう。これはいじめられた体験による後こう遺い症しよう。

　ありすは見られていることにも気がつかず、正義に身体を寄せて甘あまえてくる。

　――まただよ。仲いいよなー。あの二人……。

　――でもよ。不思議だと思わないか。なんで校あぜ倉くらって、鈴すず木きがいいんだ？　鈴木って、髪もあんなだし、陰気だし、モテるように思えないんだが。

　ささやき声が聞こえてきて、さらに照れくさくなった。

　――そりゃ、不思議ちゃんだしな。

　ありすは、空気を読まないうえに、妄もう想そうにふけって奇き矯きような言動を取ることが多く、不思議ちゃんと呼ばれている。

　華はなやかに輝かがやく人気者ではなく、そっと眺ながめて楽しむかわいい小動物のような存在で、学園の隠れアイドルとして、ごく一部で有名だ。

　ゴツッという音がして、ありすの悲鳴が続いた。

「きゃんっ」

　ありすが頭をおさえて首をすくめている。

「こらっ。ありすちん。聞いてるほうが恥ずかしくなるだろっ」

　但たじ馬ま結ゆ花かだった。ありすの頭を叩いたらしい。

　ありすの友達で、姉あね御ご肌はだの女の子。バスケ部の途と中ちゆうなのだろう。体操服を着ている。

　手足が長くて、体操服が良く似合う女の子だ。

「仲がいいのはけっこうだけどさ、周り見なよ」

「ゆっか、痛いよ。くすん」

「まぁいいか。ありすちんに空気読めなんて無理だよね。鈴木くん、苦労かけるね。ありすちんはのんびりした子だけど、合わせてやってね」

「あ、ああ」

　正義はあいまいに返事をした。

　但馬は知らない。いざというときのありすの行動力を。彼女はとろい子あほの子不思議の子ではない。

　妄想にふけるヒマがないほど緊きん迫ぱくした状じよう況きようのとき、驚おどろくほどの集中力と行動力を発揮する。

「私、部活の途中なんだ。道具倉庫の鍵かぎを取りに行くの。じゃあね」

「うん。ゆっか。バイバイ」

　但馬と別れ、二年Ｂ組の教室に向かって廊下を歩いていたときのことだった。

　わーっと騒さわぐ声が聞こえた。

「もう、先生、バカだなぁ」

「ごめんごめん。ゴミ捨て場、どこにあるのかわからなくて」

　廊下にゴミが散乱していた。

　コンビニの袋ふくろ、ストローを刺さしたままの空っぽの牛乳パック、丸めたプリント、シャープペンシルの空きケース、学校で出るさまざまなゴミが放射状に散ったその中央に、やぶけたゴミ袋ぶくろを下げた芝辻先生が、困った表情で立ちすくんでいる。

　生徒たちがしゃがみこみ、散乱したゴミを拾ってる。

「だからってさ、ゴミ袋、なんで破くんだよー」

「ひっかかったんだよ。ドアの金具のところに。べりって」

「先生ーっ。新しいゴミ袋、持ってきたよー」

「おーっ。ありがとう」

　クラスメイト数人が、ゴミ拾いにいそしんでいる。

「大変。手伝わなきゃ」

　ありすが、ゴミ拾いに参加する。

　だが、正義は、顔をこわばらせて立ち止まっていた。

「ゴミ捨てなんて、先生のする仕事じゃねぇよ。先生は授業をすりゃいいんだから」

　奥野光みつ輝てるが言った。彼かれは、理知的で理り屈くつっぽいところがあり、老成した会話を好む生徒だ。

「うーっ。その通りなんだが、ゴミ箱がいっぱいだったから。……いつもは、誰が捨ててるんだ？」

「掃そう除じ当番が捨てることになってるんだけど、わりとみんな忘れるんだ。よく鈴木と校倉が捨ててるよな」

　松まつ田だ健けん一いちが正義のほうを見ながら言った。

「はい。私、校倉ありすです」

　ありすが挙手をし、にこにこしながら名乗る。

「校倉さんだな。髪の毛けがふわふわな女子だ。よし覚えた。鈴木って君か？」

　芝辻先生が、正義を見ながら言った。先生は、正義をいじめたことを、覚えているのだろうか。

「はい」

　正義は、先生をじっと観察した。

　先生の瞳には、生徒を覚えようとする熱意しか感じられず、さわやかな表情からは何の翳かげりも読みとれない。なつかしさもなければ、うしろめたさもなさそうだ。

　――覚えてないのかな……。

　覚えてないなんてありえない。あんなにひどいことをしたくせに。

「鈴木がクラス委員で、校倉が副委員なんだ。鈴木ん家、寺でさ。みんなのためになること、すげぇがんばってやってるんだ」

　少林寺拳けん法ぽう松田が説明する。

　寺という言葉にどきっとする。

「僕ん家、寺だから」と答えたとき、少年だったこの青年はこういった。

　――やっぱ霊がついてんだよ。キモッ。

「そうなのか。寺の息子むすこなんてすごいな。よしわかった。委員長が鈴木、副委員が校倉。……みんな名前教えてくれ」

　――俺おれのこと、やっぱ、覚えてないんだろうな。

　正義はあの一件で、人相が変わるほどの衝しよう撃げきを受け、えんえんと引きずったのに、この青年は、記き憶おくにさえ留とどめてないのだろうか。だとしたら、正義が苦しんだ十年間は何なんだろう。

　いじめられたほうは忘れられないのに、いじめたほうは忘れてしまう。

　胸の奥が痛い。痛くて痛くてたまらない。鼻がつんとして、泣きそうになった。

　正義は教室へ入って、ロッカーから学生カバンを取り出だすと、昇しよう降こう口ぐちへと向かった。

「えっと、えっと」

　ありすがとまどった声をあげた。

　見なくてもわかる。ありすはミーアキャットのように顔を巡めぐらせながら、廊ろう下かに散ったゴミと正義を見比べている。こういうとき、まっさきに手伝う正義が、さっさと帰ってしまったことにとまどっている。

「ま、正義くんっ。待ってぇっ」

　正義は振ふり返かえらず、後ろ手を伸のばした。

　ありすがとことこと駆かけ寄よってきて、正義の手をきゅっと握った。

　彼女の温かい小さな手を握っていると、少しだけ気持ちが落ち着いた。

「正義くん、どうかした？　何か変だよ」

　ありすが小さい声で聞いていた。

　寄せた眉まゆの下で、茶色に輝く大きな瞳が、不安そうに曇くもっている。ありすは空気を読むのが苦手な不思議ちゃんだが、彼女なりに正義の不ふ愉ゆ快かいを感じ取ってるらしかった。

「急いでるんだ。今日は、その、両親がパスポートをとりに行く日だから、寺を留守にしたくなくて、早く帰りたいんだ」

　苦しい嘘うそだったが、単純なありすは、あっさり信じたようだった。不安そうに見上げていた表情が、ぱっと明るくなる。

「そうなんだー。じゃ、早く帰ろっ」

　ありすが正義の手を引いて駆けだした。ありすにひっぱられるようにして走る。前を走る彼女の、ふわふわくるくるの髪がなびき、フローラルシャンプーの甘い香かおりをふりまく。なごむ香りだった。

「あっ」
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　ありすがふいに立ち止まった。

　正義は、彼女にぶつかりそうになってたたらを踏ふんだ。

「カバン、忘れちゃった！」

「あははっ」

　なるほど、ありすは学生カバンを提さげてない。いかにもありすらしいアクションに笑ってしまった。緊きん張ちようがほどけ、憂ゆう鬱うつが少しだけ消きえ失うせて、気持ちが明るくなる。

「やだもーっ。笑わないでよっ。私、取りに戻もどってくる！　正義くん、先に帰っててっ」

「いいよ。待ってる。電車、どうせ、今からじゃ二十分のになるし」

「うん。五分で戻ってくるからっ。やだやだ、もー、恥ずかしいっ。私ってばぁっ」

　ありすがにぎやかに騒ぎながら廊下を走っていく。

　おっとりゆっくりな不思議ちゃんが全力疾しつ走そうをする様子は珍めずらしいのだろう。廊下を歩く生徒たちがおもしろそうに彼女を見ている。

　正義が笑っていたときのことだった。

「鈴木くん。今、帰り？」

　背後から声をかけられて振り返ると、篤子がファイルを胸に抱いて立っていた。

「うん。篤子さんはまだ用事なんだ？」

「あと、これだけして終わり」

　篤子はファイルを目の高さに掲かかげた。事務処理があるらしい。

「手伝おうか？」

「いいわよ。説明するより自分でしたほうが早いから。……校倉さんは？」

「うん。あいつ、カバン忘れたって、教室にとりに戻っている」

「校倉さんらしいわね」

　自分を追いかけようとして忘れただけだと言いたかったが、篤子の口調には非難する響ひびきはなかった。

　少し前まで、篤子はありすを毛け嫌ぎらいしていたのだが、今はそれほどでもないらしい。ずいぶん軟なん化かしたものだ。

「芝辻先生のことだけど……、鈴木くん、どう思う？」

　篤子は声をひそめて話しかけたが、周囲を見み渡わたして表情をつくろうと、困ったようにメガネのツルを押おしあげた。

　人目がありすぎる。微び妙みような話はできない。

　篤子の言いたいことは予想できるが、正義はとぼけておいた。

「いい先生だよな」

「うーん」

　篤子はメガネを光らせて正義を見た。

　嘘でしょ、とでも言いたそうな表情だ。

　髪が長くてよかった。本音を隠かくすことができる。鬱うつ々うつした自分の心を隠すことができる。

　そうだ。正義はそうやって過ごしてきた。髪を伸ばして顔を隠し、本音を押さえこみ、周囲との間に膜まくを作って生きてきた。それ以上傷つかずにすむように。正義はすでに傷ついて、じゅうぶんすぎるほど傷ついていて、膜が必要だったのだ。

　髪は仮面であり、自分を守る防ぼう護ご壁へきでもあった。

「電話するね。さよなら」

「わかった。じゃあ、電話待ってる」

　篤子があっさりと去っていき、入いれ違いに学生カバンを肩からかけたありすが戻ってきた。

「ただいまーっ」

「ただいまかよ？」

　こういうときは、「ごめんね、待った？」が定番だと思うのだが、不思議ちゃんの不思議会話に顔がほころぶ。

「だって、正義くんのところに戻ってきたんだし。……ああ、私って、冒ぼう険けんしてきたみたいだわ」

「教室から戻ってくるのが冒険かよ」

「そうね。親おや指ゆび姫ひめなら、冒険になるよね。親指姫……冒険……蛙かえるの王子様……」

　ありすの瞳どう孔こうが開き、ぼうっと虚こ空くうを見つめている。彼女はふとした瞬しゆん間かんにスイッチが入り、妄想にふけってしまう。不思議ちゃんと呼ばれるゆえんだ。

「早く帰ろうぜ」

　正義が手をつなぐと、ありすが大きな瞳をぱちくりさせた。妄想から戻って来れたらしくはにかんで笑う。ありすが肩を寄せてきた。

「日曜、遊びに行ってもいい？」

「いいよ。両親が朝に出発するから、えっと、そうだな。午後一時ぐらいなら」

「ほんと。うれしいなー」

　くっついているところから、彼女の温ぬくみが伝わってきてドキドキする。

　ありすと篤子というガールフレンドがいて。

　正義のことをハブにせず、普ふ通つうに友達として接してくれるクラスメイトがいて。

　今は昔からは考えられないぐらいに楽しいのに。

　突とつ然ぜん現れた教育実習生は、心ここ地ちよい空気を切きり裂さいて、正義を陰いん気きないじめられっこに戻してしまう。

　正義はギリッと唇を噛かんだ。
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　ケータイが着信音を奏かなでた。

　勉強机に向かい、数学の宿題を解いていた正義は、反射的にケータイを持った。

　ありすは、頻ひん繁ぱんにメールをよこす。「おはよう」「おやすみ」「晩ご飯何食べた？」「今ね、ゆっかとかおりんとカラオケなの」「風か邪ぜひいちゃったよ」「早く朝になって、正義くんに逢あいたい」顔文字がいっぱいのショートメールが、一日に十本ほども送られてくる。

　女子高生のメール好きは、知識としては知っていたが、これほどだとは思わなかった。

　てっきりありすからのメールだと思い、ケータイを持ちあげたのだが、篤子からの電話だった。

「柚木です。芝辻先生のことだけど、私、あの人、好きなわけじゃないから。誤解しないでね」

　怒おこってるような口調だった。篤子にとっては、いじめ男に気があるとささやかれたことが、よほど無念だったのだろう。

「うん」

「鈴木くんは、芝辻先生のこと、気がついていた？」

　教育実習生をいじめ男だと気づいていたか？

　直球の質問だった。

　少し考えて、そのまま答える。

「うん。気づいていた。先生、すごく変わったな」

「鈴木くんはどう思った？」

「どうって、うーん、そうだな」

　正義はどう答えるべきか迷った。

　もやもやする。あの男は嫌きらいだ。ようやく見つけた自分の居場所を荒あらされそうで嫌いやだ。なんで元千葉高校なんだ？　あの男は先生にふさわしくない。アイツはいじめのことを忘れている。

　だが、それでも、口に出したくはなかった。マイナスの言葉を口に出すと、陰気なままで感情が固定されてしまいそうだった。

「まさか先生になってるなんて思わなかったわ。あの人には先生の資格がない」

　篤子があまりにも憤いきどおっているので、正義は逆に冷静になった。

「子どものままじゃいけないけど、改心して、立派な大人に成長しているんならいいんじゃないか？」

　なんというキレイなセリフ。

　キレイゴトとはまさにこれだ。自分の内側は、どす黒い感情が渦うず巻まいているというのに。

　篤子が絶句した。沈ちん黙もくのあとでしみじみと言う。

「鈴木くんすごいね。許せているんだ」

　違う。正義は芝辻先生を許していない。いやな記憶を、思い出したくないだけだ。

　許せないからこそ、触ふれないようにしたいのだ。今も疼うずく古傷だから。

　つつかれると、せっかく癒いえかけていたキズが痛み出す。

　大量出血するようなことのないように、このままそっとしておいてほしい。

「許せるとか許せないってものじゃなくて、今がどうなのかが大事だろ。過去は過去だと思うんだ」

　これは嘘だ。

　思ってもいないことを言って、内心を覆おおい隠している。

　髪で顔を隠すようにして。

「私は鈴木くんみたいに大人になれない。芝辻先生を見てると、複雑な気分になるの。あれは私も悪かったけど、アイツはもっと悪いわ。だって、おもしろがってはやし立てたんだから」

　自分は大人ではない。習ならい性しようになってしまった逃とう避ひ癖へきが頭をもたげているだけだ。だが、言えない。そんなこと。

　そっとして欲ほしかった。

「二週間だし、別にいいと思うんだ」

　そうだ。たったの二週間だ。やりすごそう。

　今までがそうだったように、嫌なことに目をつぶっていればいい。長い髪が、不快と苦痛から守ってくれる。
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　――鈴木くんって、やっぱりすごい。

　篤子はケータイを耳に当てながら、胸の奥おくのきゅんきゅんを感じていた。見えない小鳥が身体の内側で羽ばたくようにざわざわして、頭の中がぼんやりするぐらいに興奮する。

　――今がどうなのかが大事だろ。

　――過去は過去だと思うんだ。

　――子どものままじゃいけないけど、改心して、立派な大人に成長しているならいいんじゃないか。

　篤子なら、正義のようには思えない。

　恨うらんで憎にくんで怒りまくり、醜みにくい言葉を吐はくだろう。やり返してやろうとするだろう。

　正義はそういう感情を超ちよう越えつしている。篤子にはとてもマネできない。

「私、鈴木くんの、そういうところ、好きかもね」

　本音がぽろっと出てしまった。

　言ってしまってから、あわてふためく。

　――私ってば、好きだって、言っちゃってる！

　――わぁああっ。恥ずかしいっ。恥ずかしい、恥ずかしいぃーっ。

　好きだと告白するのは、タイミングを見計らい、きっぱりとする。人間はあいまいな生き物だから、あいまいに伝えてはダメだ。

　でも、きっぱり告白なんて、篤子にできるわけもなく、結局何も言えないまま、時間だけが過ぎていた。

　なのに、言ってしまった。はずみとはいえ、好きだと口に出してしまったのだ。

「ありがとう」

　正義はあっさりと言った。

　――それだけ？

　――私、好きだって言ったのよ。好きだって。ありがとうってどういう意味？

　身体の内側が沸ふつ騰とうした。一世一代の告白のはずだったのに、あっさりとかわされたことに動どう揺ようし、頭の中がぐらぐらと煮にえたぎる。感情が溢あふれだしてしまいそうだった。深呼吸して気持ちを落ち着かせる。

　篤子は、鈴木くんの『そういうところが』好きだと言ったのだ。条件付きの好きは対象を限定する。条件をつけずに、『鈴木くんが好き』だと言うべきだったのだ。

　なんというもったいないことをしてしまったのだろう。好きだと言えるチャンスは、そんなにないはずなのに。言わなければ。今。今すぐ。何かを。でも、何を言えばいいのだろう。

「お寺に遊びに行ってもいい!?」

　あせったあげくに出てしまった言葉は、デートの約束。

　――うわぁ。私ってば。大だい丈じよう夫ぶなの？

「いいよ。日曜、来る？」

　意外な反応に驚いてしまう。こんなにあっさり承しよう諾だくが得られるなら、もっと早く言えばよかった。

「ほんとうにいいの？」

「いいよ。両親は海外旅行で留守してるけど、ありすも来るって行ってるし」

　校倉ありすに負けるわけにはいかない。

「絶対行くわっ！」

　つい、大きな声が出てしまった。

　正義が、うっ、とうめいたのがケータイ越ごしに聞こえてきた。耳が痛くなったらしい。

「じゃあ、日曜の午後一時に」

「楽しみにしてるね」

　電話を切り、ケータイを閉じる。

「きゃーっ。デートの約束、取りつけちゃったーっ」

　ケータイを握にぎりしめたまま、ベッドにぽすっとうつ伏ぶせになった。そしてベッドの上をゴロゴロする。
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「きゃああぁっ。鈴木くんの家に行けちゃうんだ。わぁいっ」

　条件付き好きのせいで、せっかくの告白が失敗に終わってしまったのは残念だが、悪いことばかりではない。日曜に、正義の家に遊びに行く。

　ご両親の留守中に！

　ありすというお邪じや魔ま虫もついてるけど。

　――どんな服を着ようかな？　ああ、どうしよう。何を持っていけばいいのかな？　鈴木くんしばらくひとり暮らしになるんだから、食べるものがいいのかな？

「きゃーっ、きゃあきゃあっ、きゃあっ」

　興奮して悶もだえ転がっている篤子は、正義の声に張りがないことに気づかなかった。







二時間目　日曜日は正義くんの部屋で







　篤あつ子こはぼうっとしながら授業を受けていた。いよいよあさってだ。あさって、正まさ義よしの家に遊びに行く。

　ありすが一いつ緒しよなのがうざったいが、正義と二人きりだと心臓が持たないだろうから、いいことなのだと前向きに考えよう。

　目の前で、大だい嫌きらいな芝しば辻つじ先生が数学の授業をしていることさえ気にならない。

　うふっ、うふふ、うふっ……。

　お腹なかの底から笑えみがわき起こってにまにまが止まらない。

　いつも冷静沈ちん着ちやくな優等生が、教育実習生を見つめて笑み崩くずれている様子はひたすら不気味で、周囲の生徒たちが気味悪そうに篤子のほうを眺ながめているが、本人はまるで気がつかない。

「柚ゆず木きさん。答えてください」

　篤子は先生に指さされてはっとした。

　ノートは白紙だ。何を質問されているのかもわからない。

「すみません。聞いてませんでした」

　はーっというようなため息と、声をひそめたおしゃべりが、教室を渡わたっていく。

　――やっぱ生徒会長、おかしいよね。聞いてないなんてありえないよ。

　――だよね。数学の問題なんて、柚木さんの得とく意い技わざじゃん。

　――アツイ瞳ひとみで先生を見てるよね。やっぱ、芝辻先生が好きなんだよ。

　――意外だねー。篤子さんって、恋れん愛あいとかしないタイプだと思ってたよ。

　篤子はかっと顔を赤らめた。

　そんな気は毛頭ないのに、誤解されて迷めい惑わくだ。

　だが、正義が好きだと気付かれるのも恥はずかしい。

　篤子は結局、否定も肯こう定ていもせず立ちすくむばかりだ。

　生徒会の運営ならてきぱきできるのに、自分のことになると何もできない。それは自分でもわかっているが、どうしていいかわからない。

「わかりました。じゃあ松まつ田だくん。お願いします」

「えっと、……です」

「はい。正解。じゃ、少し難しくなるけど、八十七ページの問題はどうかな？　松田くんの後ろの席の、えっと、宝ほう珠じゆ院いんさんでよかったよね。Ｘには何が入るか答えてください」

　芝辻先生は、学校三日目、授業二回目にして、生徒の名前をだいぶおぼえているようだった。授業はまだまだつたないが、熱意は伝わってくる。

　――子どものままじゃいけないけど、改心して、立派な大人に成長しているならいいんじゃないか。

　正義は電話でそう言った。

　その通りかもしれない。

　昔はどうあれ、今の芝辻先生は、一いつ生しよう懸けん命めいな教育実習生だ。

　正義が例のことを整理し、心の中でケリをつけているなら、篤子が怒る必要はないのかもしれない。

　そっと正義のほうを見る。

　長い前まえ髪がみに隠されて、表情は読みとれないが、ひょうひょうとして見える。

　かつて自分をいじめた先生から授業を受けながら冷静でいられる彼は、篤子の目にはとても大人に見えた。
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「じゃあね。正義。気をつけてね」

　スラックスにトップス、それにコートを着た軽装の母は、髪かみを結ゆわずに首の後ろでくくって流しているせいか、いつもの着物姿と違ちがって若々しく見える。

「気をつけるのはそっちだろ。海外旅行なんて新しん婚こん旅行以来だし」

「正義をひとりにするの、心配なのよね。校あぜ倉くらさんが来てくれるそうだけど」

「ほぉ。そうなのか？」

　父が感心した表情を浮うかべた。

「だってお母さんはね、校倉さんとメル友なのよ」

「ありすだけじゃなくて、篤子さんも来てくれるよ」

「あらそうっ。篤子さんも来てくださるの。まぁすごいっ。柚木病院のお嬢じようさんでしょ。あの、仕事のできるＯＬみたいな女の子よねっ。……ところで正義は、どちらのお嬢さんが好みなのっ!?」

「どっちも大事な友達だよ」

「正義も言うようになったわねぇ。二ふた股またはダメよ。どちらかに決めなさい」

「だからそういうんじゃないんだって」

「帰ってきたらどちらかのお嬢さんとラブラブになっていたりしてね。楽しみだわ」

「僕ぼくはローマが楽しみだ。キリスト教の貫かん主ずがいるところだしな」

　貫主とは仏教用語で、総本山の住じゆう持じ職しよくのこと。その宗派のトップ僧そう侶りよのことをいう。会社でいうところの代表取とり締しまり役やく社長にあたる存在だ。

「それを言うなら、ローマ法王」

「そう、その、法王だ。法王の説法、聞きたいな。英語ならわかるんだが、やっぱイタリア語で説法するのかな。ガイドさんに通訳してもらうわけにはいかないかな」

　父もジーンズにプルオーバーという洋装だが、スキンヘッドはいかんともしがたい。私服を着ていてなお、僧侶にしか見えない。

「父さん、いったい何をしに行く気なんだよ？」

「そりゃもちろん、観光だ。でも、キリスト教がどんな風に檀だん家かさんや一いつ般ぱんの人と向き合ってるのか知りたいんだ」

「キリスト教徒に檀家はないと思うけど。職業意識を忘れてさ、普通に観光してきなよ」

「ああっ。ドキドキするわ。フランスにイタリアにイギリスよっ。でも、外国って、治安が良くないんでしょ。日本人なんてカモよね。スリに遭ったりしないかしら」

「大丈夫だ。父さんがアチョーッて叫さけんでポーズを取ったら、少林寺の僧そう兵へいだと思って逃げていくよ」

　父がジャッキー・チェンのようなポーズを取った。

「中年太りの僧兵だな」

「あら、お母さんの恋こい人びとをバカにしないでっ。お父さんは最高にステキなんですからねっ」

「わかった。わかった。早く駅に行けよな。成田まで一時間はかかるんだから。集合時間は飛行機の出る二時間前だろ。そろそろ行ったほうがいいと思うよ。今日は日曜だし、成田は混こむぜ」

「だな。行ってきます」

「気をつけろよな」

「正義、私たちの留守中、校倉さんと柚木さんに手を出しちゃだめよっ。高校生のあいだはベビーは困るわよ」

　正義は顔を赤らめ、ごほっと空から咳せきをした。

　お裏さん（住職の妻）のくせに、なんという恥ずかしいことを言うのだろう。

「母さん、参道でそういうことは言わないでくれよ。うちの息子が誤解される」

「そうね。おみやげ買ってくるからねっ。いまどきのお嬢さんにさしあげるのは、どんなのがいいのかしら。フランスのかわいいアクセサリーとか雑貨とか買いたいわ」

「かわいい雑貨は母さんが欲しいんだろ」

　十八年ぶりの海外旅行に興奮している両親の、背中を押すようにして送り出だす。

「もう、早く行けってば」

「待って、スーツケースが動かないのよーっ」

　参道は砂じや利りが敷しき詰つめられているため、スーツケースの車が転がらず、引いてあるくことができなくて母が苦労している。

「持ってやるからさ」

　ひょいと持ちあげて、長い参道を運び、門の前のアスファルトに置く。

「ありがとう。行ってきます」

「留守は橋はし本もとさんに頼たのんであるから、何かあったら電話するんだぞ」

　橋本さんというのは、本山が同じ兄弟寺院の住職だ。

　福ふく鳳おう寺じという大きなお寺で、父より少し年ねん輩ぱいの、どっしりしたイメージのおじさんだ。

「わかった。わかった。行ってらっしゃい」

　スーツケースを引く音が、駅に向かって移動していった。肩かたを並べて歩く二人が、恋人同士のように見えて微笑ほほえましい。

　縁えん廉れん寺じから姉あねケが屋や駅までは、すぐ近くだ。

　千葉特有の強い風が吹ふき抜ぬけ、首をすくめる。千葉の冬は温暖だが、冷たい風が落ち葉を舞まい散ちらせ、もう秋は終わりだと伝えてくる。

　いったん家に帰って、お茶ちや漬づけで昼ごはんを食べてから外に出る。

　そして竹たけ箒ぼうきを持ち、参道の掃そう除じをはじめた。落ち葉の掃除はきりがなく、掃はいても掃いても落ち葉が舞う。ひたすらに箒ほうきを動かしていると、自分と箒と落ち葉しか世の中にはいない気分になる。

　無む我がの境地で掃除に集中していたら、ありすと篤子がやってきた。

「正義くーんっ。来たよー」

「鈴すず木きくん、来たわよ」

　ありすは、ラビットファーのイヤーマフがかわいいダウンのミニコート姿、篤子もマフラーを首に巻いたコート姿だ。

「待ち合わせたんだ？」

「まさか。偶ぐう然ぜん一いつ緒しよになっただけよ」

　篤子はぷいっと顔を背そむけた。

　ありすは篤子を身近な目標と定めているフシがあるが、篤子は、ありすをライバルだと思っていて、二人の仲はあまりよくない。
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「篤子さんも来たんだ？　うれしいっ。私、篤子さん大好きなのよ」

　ありすは篤子に抱だきついた。

「きゃーっ」

　篤子がばーっと飛とび退のいた。

　顔を赤くしてはぁはぁしている。

「掃除なの？　手伝わせて」

「私も手伝うわ」篤子がメガネのツルをクッと押しあげた。

「いいよ。キリがないんで、終わりにするから」

　ゴミ袋ぶくろの口を縛しばってゴミ置き場に置き、竹箒を掃除用具入れに納める。

「入って」

　本堂へと通じる表おもて玄げん関かんではなく、お勝手口のドアを開けて二人を誘さそう。

「お邪魔しまーすっ」

「ううっ。き、緊きん張ちようするぅっ。失礼しますっ。……なんだ、案外、普通なのね」

　篤子がキッチンを見み渡わたして、驚おどろきに目を丸くした。

「普通だよ。寺だからって、変わったことなんかないし」

「正義くん、私、おかず作ってきたんだ。肉じゃがだよー。入れておくから食べてね」

　ありすが言った。カバンから出したタッパーを、うきうきと冷蔵庫に入れている。

　いつも母が立つキッチンに、私服のクラスメイトが立っている様子は、どこか不思議な光景だ。

「わわわ私ねっ、果物を持ってきたのっ!!」

　篤子が負けじとスーパーの白いポリ袋を差し出した。

　オレンジに林りん檎ご、グレープフルーツがもりもりに入っている。

「二人ともありがとう」

　この二人が同時に来たのは、まずいのではないか。

　ありすにしろ篤子にしろ、家に二人きりだと緊張しそうなので、三人だとベストなのではないかと思っていた。

　だが、この二人が張り合うと、あいだにはさまれた正義がうろうろするのは目に見えている。想像するだけで胃が痛くなりそうだ。

「篤子さん、コーヒー大丈夫だよな」

　正義は戸と棚だなからコーヒーの缶かんを出しながら聞いた。

「おかまいなく」

　篤子は大人のような返事をした。

「エスプレッソマシンあるけど」

「正義くん。私、カプチーノ。甘あまくしてね」

「わ、私もカプチーノをちょうだいっ。……それにしても、キレイにしてるのね。ご両親がお留守だと大変でしょ？　手伝えることない？」

「いいよ。遊ぼうぜ。ゲームでスキーとか、本堂カラオケでもいいぜ」

「勉強しましょう！」

「勉強はいやっ。私、正義くんと遊びたいから来たんだもん。勉強するぐらいなら、正義くんの顔を見ているほうがいいっ」

　ありすが正義の横にちょこんと立ち、にこにこと笑み崩れながら、腕うでを絡からめて甘えてきた。

「ねぇ。知ってる？　正義くん。横からだと正義くんの顔が見えるんだよー」

　側頭部を肩にスリスリしてなつかれる。

　エスプレッソマシンに粉をセットしようとしていた正義は、粉を零こぼしそうになってあわてふためく。

「校倉さんっ。鈴木くんが迷惑してるじゃないのっ!?」

「篤子さん、カラオケもゲームも苦手なんでしょ？」

　ありすがにまにまと笑いながら、イジワルを言った。

　前言撤てつ回かい。ありすが篤子を、身近な目標としてなついていたのは昔のこと。

　例の事件のあとからは、より正確には「見直したでしょ」と言ってからは、篤子を友達ライバルとして、からかって楽しんでいる。

　篤子がまた激しく反応するので、イジりがいがあるのだろう。

　ありすにこういうところがあるとは思わなかった。

「うっ。そ、そうよ。悪かったわねっ」

「あ、ごめん。篤子さんってカラオケ苦手だったよな。じゃ、じゃあ、トランプとか」

「大貧民しようよ」

「ごめんなさい。私、ルール、知らないのよね」

　篤子は、メガネのツルを押おしあげながら言った。

　横顔が赤くなっていた。

　――そうか。篤子さんって……。

　篤子は生徒会長だ。検事になりたいという夢があり、多た忙ぼうを極きわめているにもかかわらず、学年一の成績をキープしている。

　三学期に生徒会長選をして、新生徒会長に引ひき継つぎをしたら引退だが、それからあとは、わきめもふらずに塾じゆくに通い、いい大学をめざして勉強するのだろう。

　篤子は小学生からずっとこんな感じで、友達と遊んでいるところを見たことがない。

　同じように友達がいなかった正義だが、夫ふう婦ふ仲なかの良い両親や、兄弟寺院の若い僧侶に遊んでもらった。

　だが、篤子の両親は離り婚こんしている。遊びを知らなくても仕方がない。

「じゃあ、神経衰すい弱じやく」

「それなら私、できるわ！」

「わかったわ。神経衰弱しよう」

　トランプが女の子たちの手で、テーブルの上に広げられていく。緊張した空気が、食しよく卓たくを支配する。

「負けないわよ」

　篤子が銀ぎん縁ぶちメガネを光らせた。

「私も負けないから」

　ありすが腕まくりをした。

「そのう、カプチーノ、淹いれてるんだけど……」

「勝負が先よ」

「そうよね」

　ありすは、妄もう想そうする隙すき間まもないほど緊きん迫ぱくした状じよう況きようのとき、キャラが変わったのかと思うぐらいにしっかりする。

　赤面症しようで口が重い、おっとりのんびりの不思議ちゃんから、てきぱきした女の子へとクラスチェンジが起こるのだ。

　篤子は本気モードだし、ありすものんびり少女からしっかり少女へチェンジ済みだ。

「校倉さん。私、強いわよ。記き憶おく力りよくなら、元もと千ち葉ば高校一ですからね」

「私も強いからね」

　ありすが返した。

　篤子は知らない。ありすが真しん剣けんになったときの集中力を。

　ありすは集中力がありすぎるから妄想にふけってしまい、とろい子あほの子不思議の子だと言われるのだ。

　記憶力の篤子と、集中力のありすの勝負だ。

　いい試合だと思いながらも、火花を散らして見つめ合う二人のあいだで正義はひたすら冷ひや汗あせを掻かくばかりだ。

　カプチーノの香かおりが、まるで勝負を応おう援えんするかのように、香こうばしく流れている。

「篤子さん、何を賭かける？」

「当然、アレよね」

「そうよ。アレね」

　二人の瞳が、正義の顔をじっと見た。

　正義はどきっとして、腕で顔を隠かくしながら仰のけ反ぞった。

　――賭けの対象は俺おれかよ？

　ドナドナされる牛の気分だ。

「お、おい、ありす……。篤子さん……」

「じゃんけんよ。最初はグーでいくわよ」

　二人とも真剣な表情だ。緊張がふくらむ。

　タイプは違うが、いずれ劣おとらぬ美少女二人が、向き合ってにぎりこぶしを構える。殴なぐり合あいがはじまりそうでどきどきする。

「最初は」

　ブーッとブザーが鳴った。

　玄げん関かんベルののどかなリズムに、二人の緊張が一気にほどけた。

　ありすと篤子は拍ひよう子し抜ぬけして前のめりになり、二人ともきょとんとした顔をしている。

「来客だ」

　天の助けとばかり玄関へと向かう。

　墨すみ染ぞめの法ほう衣えに輪わ袈げ裟さを掛け、左手に数珠じゆずを掛けた壮そう年ねんの僧侶がいた。

「橋本のおじさん。こんにちわ」

「おお、正義くんか。大きくなったなぁ」

　縁廉寺の兄弟寺院である、福鳳寺の住職だ。おだやかな表情に満面の笑みを浮かべている。

　正義はあがり框がまちに膝ひざをついて座すわり、住職に対たい峙じした。

　――あれ、おじさん、顔色が悪いみたいな……。

　光の加減でそう見えるだけだろうか。

「鈴木くんたちはもう旅行に行ったのかね？」

「はい。そろそろ成田に着いてる頃ころです」

「あのお嬢さんたちは何かね？」

　おじさんの視線の先を追っていくと、キッチンの開き戸が開いたままになっていて、二人がのぞきこんでいた。

　巣穴の上で斥せつ候こうに立つミーアキャットみたいだった。

　ありすは、好こう奇き心しんの固まりのような女の子だから仕方がないとはいえ、篤子まで一緒になってのぞかなくてもいいようなものだ。

「きゃっ」

　ありすの悲鳴が聞こえ、篤子がばっと背中を向けた。

「校倉さんのせいで、のぞいてるのバレてしまったじゃないのっ」

「篤子さんだってのぞいてたくせに」

「行ぎよう儀ぎが悪い。恥ずかしいわ」

「恥ずかしいのは私も同じよっ」

　言い争う声が聞こえてくる。

　正義は内心、頭を抱かかえた。

　おじさんの目には、両親の留守中に女の子二人を家に入れる正義が、どう見えているのだろう。

「友達です」

「寺に若い人がいるのはいいものだね」

「そうですね」

　ゴホン、と咳せき払ばらいする声が聞こえてきてつい振ふり向むくと、篤子がスッと歩いてきて、正義の横に正座した。

　そして、両手をつき、ていねいなおじぎをする。

「同じクラスの友達です。柚木篤子と言います」

　ありすもとととと寄ってきて、正義を挟はさんだ反対側にちょこんと座った。

「私は、校倉ありすです。正義くんの友達です。えっと、えっと、おばさんとはメル友です」

「お嬢さんたちは恋人なのかね？」

「友達です！」篤子が言った。

「友達からはじめてますっ」ありすが言った。

「私も友達からはじめているわよっ」篤子が返す。

　これが漫まん画がなら、フキダシにトゲがついているだろう。間に挟まれた正義は、照れたような困ったような表情で、あいまいに笑うばかりだ。

「正義くんはモテるんだなぁ。いいなぁ。ウチは嫁よめに出て行かれてしまって。寺なんて嫌いやだって言うんだよ」

　――知らなかったな。そうだったんだ。

　福鳳寺には、何度か遊びに行ったことがあるが、おばさんに相手をしてもらった記き憶おくがない。たまたま留守なのかと思っていたが、そもそも寺にいなかったのだ。

　両親も兄弟寺院のウワサなんかしないから、いままでまるで気がつかなかった。

「正直、私だけだとキツくてなぁ」

「忙いそがしいのに、留守をお願いしてすみません」

「いや、違うんだ。鈴木くんがうらやましくてな。鈴木くんの奥おくさんは一生懸命なお裏さんで、檀家さんの評判もいい。あととり息子むすこの正義くんは気持ちの優やさしい男の子に育ったし。うちなんか、離婚してから、長男と逢あうのもたまでなぁ」

「若いお坊ぼうさんが何人かいらっしゃいましたが……」

　お兄さんのような僧侶に、カードバトルやベイブレードで、遊んでもらった記憶がある。あのお坊さんは、跡あと継つぎではないのだろうか。

「見習い僧侶だよ。お山で教えてくれることは限られているからね。お山を下りたあと、一年間だけ預かって、門徒さんの応対とか、葬そう儀ぎの手順とか、法話とか、実務的なことを覚えてもらうんだ。若い人たちは覚えが早くてね。一年なんてあっというまで、すぐに出ていくよ」

　正義は沈ちん黙もくを返した。

　おじさんのことを住職と呼んで慕したっていた若い僧侶たち。子供の頃、カードゲームや携けい帯たいゲーム、鬼おにごっこで遊んでもらった。

　福鳳寺は庭が広いので、隠れるところがたくさんあって、鬼ごっこは楽しかった。

　おじさんは彼かれらに、手取り足取り教えていた。

　彼らは、赤の他人だったのだ。

「見習い僧侶がいないときは、全部私がやってる。私もトシだなぁ。だんだん大変になってきて……」

　おじさんは弱気になっているのだろうか。こんなことを言う人ではなかった。

　気のせいか痩やせて老ふけこんで見える。おじさんはいくつだろう。父よりも年上だから、五十代の後半だろうか。まだ老いる年ではないのに。

「お山って？」ありすが遠えん慮りよがちに聞いた。

「僧侶になるための修しゆ行ぎよう場のことだよ」

「山やま籠ごもりするんだ？　すごいねぇ」

　橋本のおじさんは、優しげに目を細め、うんうんとうなずいた。

「作さ務むもおじさんひとりでやってるのですか？」

「ああ」

「それは大変ですね」

「作務って何？」ありすが正義の袖そでをつんつんした。

「掃除のこと」

「正義くんが掃き掃除してたのも作務なの？」篤子が聞く。

「うん」

「でも、落ち葉がすごくて、キリがないから終わるって言っていたよね。掃除って、あんがい適当なのかなって思ってた」

「作務は修行なんだ。自分のためにするんだ。掃除すればさっぱりして気持ちがいいだ
ろ？　心を磨みがくために作務をするんだ」

「ふうん。鈴木くんが、自分からすすんで教室のゴミ捨てとかしてるの、だからなのね」

　ありすが感心した。

「そうだ。その通りだ。自分の修行のためなんだから、作務が大変なんて言っちゃいけないよなぁ」

　橋本のおじさんが大きくうなずく。

　とはいうものの、福鳳寺は規模の大きい寺院だ。緑の多い庭園だけでも、縁廉寺がすっぽり入る。掃除をおじさんひとりでするのは、体力的に大変だ。

「おじさん。俺、手伝いに行きましょうか？」

「あはは。いいよ。手伝いより、跡あと取とり息子が欲ほしいな。寺っていうものは、跡継ぎがいないと、廃はい寺じになるからなぁ」

「じゃあ、じゃあ、正義くんがあとを継ついでも、子供がいないと廃寺になっちゃうの？」

　ありすが不安そうに聞いた。

「そういうときって、本山が住職を派は遣けんしてくれるはずですよね」

　たとえ跡継ぎがいなくても、廃寺にはならないはずだ。跡継ぎがいない寺には、本山から僧侶がくるはずだから。

「もちろんそうだが、そうなると、私の福鳳寺ではなくなるな」

　たしかにそうだ。住職が変わると、寺の雰ふん囲い気きは一変する。その寺が独自に行っていたイベントはなくなって、元の寺とは違ってしまう。その寺に産まれ、おじさんが一生をかけて守ってきた福鳳寺は、違う寺になるのだ。ある意味、廃寺になるとも言えるだろう。

「そうですね」

「住職にとって、寺は自分の分身のようなものだからな。息子にあとをつがせたい、というのが本音だな」

　ありすが正義の手をきゅっと握にぎってきた。

「わ、私、結けつ婚こんして、子供を産んであげるっ。そそそ、そしたら、縁廉寺は、あああ、安あん泰たいよねっ!!」

「なんて恥はずかしいことを言うのよ。校倉さんっ。はしたないわっ！」

　耳元で怒ど鳴なられ、キーンと来た。

「そそそそれなら、私のほうが校倉さんよりいいと思うわ。私に似て頭のいい子が産まれるものっ」

　自分に似て頭がいい子が産まれると言い切るところがすごすぎる。

　篤子はありすに張り合うあまり、自分が何を口走っているのかわかっていないようだ。

　あとで気づいて赤面するのだろう。

「ふーんだっ。頭のいい子を産みたかったら、芝辻先生と結婚すればーっ!?　だって、篤子さん、芝辻先生が好きなんでしょ？」

「ななななんで芝辻先生なのよっ!?」

「照れてるね。篤子さんらしいや」

「あんな先生、最低じゃないのっ!?」

「えー。そんなことないと思うけど。だって、芝辻先生、クラスのみんなの名前、ほとんど覚えてるみたいだよ。さわやかだし、熱心だし、いい先生だよ。そりゃ、授業はまだ下手だけどさ。みんな熱心な先生でよかったねーって言ってるよ。篤子さんが好きになるのもわかるねっ」

　――あれ？

　おじさんが顔をほころばせて二人を見ている。

　何かうれしいことでもあったのだろうか。

「今は来客中よっ。黙だまりなさいっ、校倉さんっ!!　私は芝辻先生なんかなんとも思ってないわ。がんばってるところがいいと思ってるだけよっ」

　頭がいい篤子だが、動どう揺ようのあまり主語を抜かしていることに気付いていない。

　篤子は、教育実習生が好きではない。がんばっているところがいいというのは、芝辻先生ではなく、たぶん正義のことだろう。

　うぬぼれではない。増長しているわけでもない。

　篤子はずっと正義を見てくれたから。

　正義は気づかなかったが、篤子はずっとずっと正義を気にかけてくれていたから。

「そうか……」

　橋本のおじさんは、幸せそうに目を細めると、大きくうなずいた。

「人気があるのはいいことだ……がんばってるんだな……。そうだ。がんばらなくてはいけないな」

　やっぱりだ。おじさんは、まるで自分が誉ほめられたように喜んでいる。さっきの会話に、おじさんを喜ばせる何かがあったらしい。

「そろそろ失礼するよ」

「あ、すみません。こんな玄げん関かん先さきで、立ち話で終わってしまって」

「いや、様子を見に来ただけなんだ。何かあったら呼んでくれ。十日間ほどのことだし、何もないと思うんだが」

「おじさんのほうも、何かあったら呼んでください。俺で役にたつなら、飛んでいきます」

　福鳳寺は自転車で二十分ほどの距きよ離りだ。

「ありがとう。そのときは頼むよ。あ、そうだ。せっかく来たんだし、ご本尊に手を合わせておかないと」

「どうぞおあがりください」

「うむ」

「私も行っていいのですか？」篤子が聞いた。

「もちろんだよ。お嬢じようさん。お寺というものは、葬儀をするだけのところではない。いつでも気楽に来て、ご本尊を拝んで、僧そう侶りよと雑談したまえ。生きた人間に向き合うのも、僧侶の仕事のひとつだからな。……すまん。正義くん、ついいつもの調子が出てしまった」

　おじさんは、僧侶の仕事に一いつ生しよう懸けん命めいで、熱いところがある。厳しいとも言えるのだが、おじさんのそういうところはすばらしい。

「いえ、おじさんのおっしゃる通りだと思います」

　おじさんは本尊の前に座ると、頭ず香こうを手にすりつけ、勤ごん行ぎようの所作をしたあと、手をあわせてお経きようを詠よみはじめた。

「我れ昔より造る所のもろもろの悪あく業ごうは、みな無む始しの貪とん瞋じん癡ちによる、身しん語ご意いより生ずる所なり、いっさい我いま、みな懺さん悔げしたてまつる」

　懺さん悔げ偈げと呼ばれる、日常の読ど経きように広く詠まれるお経だ。

　正義も一いつ緒しよになってお経を詠む。

　篤子とありすはきょとんとして正義をみつめている。

　チンとリンの音がして、般はん若にや心しん経ぎように移った。

「がんじーざいぼーさつぎょうじんはんにゃはらみた」

　おじさんと正義の声に、ありすのつたない暗唱が重なる。

「ぎゃーてーぎゃーてはらそーぎゃーて、ぎゃてーそわか、はんにゃしんぎょう」

　読経が終わり所作をしたあと、おじさんは二人に向かい合った。

「お嬢さんは般若心経を覚えているのかね？」

「はい」

　篤子が目を白黒させて動揺している。

　負けたとか出だし抜かれたと思っているのだろう。

「正義くんが好きだから暗記したのかな？」

「はい……」

　ありすは消え入りそうな声で答え、自分の両手で頬ほおを覆おおってうつむいた。顔が真っ赤になっていて、小動物的かわいさが際きわだつ。

「いいね。青春だ。うらやましいな」

「わ、私だって、暗記は得意なんですからねっ。暗記するわよっ。般若心経」

「すばらしい。お嬢さん。般若心経は、短いが大乗仏教の神しん髄ずいが詰まっているといわれるすばらしいお経だ。覚えるのはいいことだね。……では失礼するよ」

　おじさんは立ちあがると、玄関から出ていった。

「ありがとうございました」

　門のところまで送り、おじぎをしてから家に戻もどる。

　ありすと篤子が、リビングの食卓で、神経衰弱をはじめていた。

「これよっ！　七が出たわっ。ふふっ。取ったね」

「まだはじまったばっかりじゃないの!!」

　ありすが笑い、篤子がムキになる。

　カプチーノのいい香りがして、くつろいだ雰囲気を演出しているにもかかわらず、二人のあいだには緊張感が立ちこめている。

　正義はカプチーノをマグカップに注ぐと、床ゆかに座ってずずっと飲んだ。

　――どっちが勝つかなー。

　すでに観戦モードに入っていた。

　おどおどビクビク、小動物的かわいさのあるありすなのに、篤子と一緒だとしっかりせずにはおられない様子で、篤子に負けじと立ち向かっていく。

　しっかりもので、理知的な印象のある篤子なのに、ありすと一緒だと平常心を保てない様子で、ありすにいじられてムキになり、子供のように張り合っている。

　――まだ終わらないのかなー。

　神経衰弱は、二人でするとびっくりするほど時間がかかる。二人とも正義をそっちのけにしてゲームに夢中になっている。

「うーん。負けちゃったかー」

「ふふ。元千葉高校一の才さい媛えんを舐なめないでね」

「自分で才媛って言う？」

「校倉さんといると調子が狂くるうのよね。あほの子とろい子不思議の子のくせにさ」

「ふん。私、篤子さんが自分のことでテンパったとき、パニックを起こすこと、知ってるよ」

「なによっ」

「もう一度勝負よっ！」

「勝負ねっ」

「えーとその……。俺も……参加したいんだけど……」

　正義はおそるおそる挙手したが、ありすの目にも、篤子の目にも入っていない。

　正義は二杯はい目のカプチーノをカップに注ぎ、ため息をつきながら椅い子すに座った。

　――楽しそうだなぁ。二人とも。




　　　　　☆




　四試合めの勝負が終わった。

　シーソーゲームで、二勝二敗の引き分けだ。

　神経衰弱は、地味にプレイヤーを消しよう耗もうさせる。ありすは顔を汗まみれにして髪かみを乱れさせているし、篤子に至ってはメガネがズレて、ぜいはあと息を荒あららげている。

　正義はキッチンタイマーを操作して電子音を鳴らした。

　二人はびくっと身体を震ふるわせると、周囲を見み渡わたした。食卓に立ちこめていた緊迫した雰囲気が消きえ失うせる。

「そろそろ終わりにしよう。二人ともそれだけ遊んだら満足だろ」

「いやよ。私、まだ帰らないもんっ。篤子さんと神経衰弱してただけだもんっ。正義くんと遊んでないもん。正義くんと一緒にいたくて来たんだもんっ」

　ありすが正義に抱だきついた。

　ありすのふわふわくるくるの髪が首筋をさらさら撫なでて、ぬくぬくの感かん触しよくが密着する。

「わわわ私だって帰らないわっ！　鈴木くんと校倉さんを二人きりにしたら、何が起こるかわからないからっ」

　篤子が負けじと言った。

「でも、もう暗いし。寺って、夜になると真っ暗になるんだぞー。怖こわいんだぞーっ。オバケ出るぞーっ」

「きゃーっ」

　篤子が正義の背中に抱きついてきた。

　背中に顔を埋うずめ、ぶるぶると震えている。

　正面にありす、背中から篤子に抱きつかれた正義は、女の子のしっかりと重いのにふわふわした感触と甘あまい匂においに挟まれてどきどきしながらも、篤子の意外な反応に面食らっていた。

「篤子さんって、怖いの、だめ？」

「だ、だめ……っ。だめなのっ。暗いのとか、怖いのがだめっ」

「オバケなんて非科学的よ、とかいいそうなのに。あ、そっか。血がだめで、スプラッター映画が怖いって言ってたよな」

「そ、そうよ」

「へー。篤子さんって、オバケが怖いんだーっ。だったら、お寺さんのお嫁さんにはなれないよねー」

「校倉さんだって怖いのはだめなくせにっ」

「わ、私は、も、妄想しなきゃ平気だもんっ。それに、正義くんがいるもんっ。私、正義くんと一緒なら大だい丈じよう夫ぶだもんっ。嫁になって正義くんの子供産むんだもーんっ」

「どきなさいよっ。恥ずかしいこと言ってっ!!　鈴木くんが迷めい惑わくしてるわ。お嫁さんには私がなるんだからっ」

　あいだに挟まれた正義は、おろおろするばかりだ。

「えーと」

　――どうしてこうなった？

　二人とも、「友達からはじめましょう」で恋こい人びと未満の関係のはずではないか。まだつきあってさえもいないはずなのに、いつの間に嫁だの子供だのという話になってしまっているのだろう。

　いや、こうなることは予測できた。ありすの前では平常心を失う篤子と、篤子には張り合わずにおられないありすが一緒にいるのだ。

　モテてうれしい。今までモテたことどころか、友達さえもいなかったので、すごくうれしい。

　だが、困る。ものすごく困る。

　間に挟まれてうろうろするばかりだ。

「篤子さんは、検事になるんじゃなかったの!?」

「検事しながらだって嫁はできるわ！　ねっ。鈴木くんっ」

「正義くん。私のこと好きだよね!?」

　――うう、どうすりゃいいんだ……？

　モテたことがない正義には、こういうときの対処方法がわからない。まして普ふ段だんから口が重く、コミュニケーション能力の乏とぼしさを自覚している正義のことだ。

　いや、どんなモテ男だって、こうなったときにうまく立ち回ることは難しいだろう。

　恋れん愛あい経験値どころか友達経験値の低い正義は、なすすべもなく立ちつくすばかりだ。

　困ったことが起こった。下半身が元気になってしまったのである。

　ありすと篤子が、ふんわりふわふわしたムネを、スリスリスリスリ、こすりつけてくるものだから、当然といえば当然の成り行きだった。

　――まずい……。

　ありすに泣かれる。

　篤子に軽けい蔑べつされる。

　絶体絶命のピンチだった。二人の平手が同時に飛んできそうで怖い。

　火を噴ふきそうなほど顔が熱いのに、顔から血の気が失せる感触は、なかなか体験できるものではない。

「そそその、ははは離はなれて、ほほほ欲しいんだけど」

　声がうわずり、噛かみまくっていた。

「やだっ。泊とまるっ。私、お寺に泊まるもんっ」

「私も泊まるわ！　お寺の夜平気だってこと、証明するからっ!!」

　――泊まる……。そうだ。

「泊まれるけど？」

「えっ？」

　篤子とありすが抱ほう擁ようをほどいた。

　ぴとっとくっついていた二人が同時に離れ、ぬくぬくふわふわがなくなったことで、一気に平常心が戻ってくる。

　正義は気付かれないように、ふーっと深呼吸をして、下半身に行った血液を身体からだ中じゆうに行いき渡わたらせる。

「泊まっていいの!?」

　二人の声が綺き麗れいにそろった。

「夏とか、子供たちを集めて合宿やってるんだ。宿題をしてもらったり、カレーをみんなで作って食べたり、勉強を見てあげたり、花火をしたり。朝の勤行と作務をしてもらうけど」

「勤行って？」

「さっき、おじさんが本堂でやったような、ご本尊の前でお経を詠むこと」

「般若心経を詠めばいいのよね？　私、できるよ」

「般若心経だけじゃなくて、いろんなお経を詠むんだけど、経きよう本ほんがあるから暗記してなくても大丈夫だよ。難しい漢字にはルビふってあるし」

「合宿、行くっ！　泊まるっ。泊まるっ!!　絶対泊まるっ」

　ありすが正義の襟えり首くびをつかんで前後にゆさぶった。顔がガクガクと前後して、息が苦しくなってくる。

　正義はゴホゴホと咳せきこんだ。

「私も泊まるわっ」

　篤子がつんと顎あごをあげ、メガネのツルを指先で押おさえた。

「わ、わかった。創立記念日な」

　水曜日は、元千葉高校の創立記念日で休みだ。

「二人とも、もう帰ったほうがいい。そこまで送るから」

「私、自転車だから平気だよ」ありすが言った。

「私はバスだから大だい丈じよう夫ぶよっ」篤子が言った。

　二人はようやく納なつ得とくしてくれたらしく、いそいそと帰り支じ度たくをした。

「お邪じや魔ましました」

「ありがとうございました」

　誰だれもいない家に向かって、ありすがちょこんとおじぎをし、篤子がふかぶかとおじぎをする。

　勝手口の鍵かぎを閉め、玄げん関かんの引き戸を閉めただけで出ようとすると、篤子が、不思議そうに聞いた。

「玄関の鍵、閉めないの？」

「うん。夜八時までは開けとくんだ。誰か来るかもしれないだろ。門を閉じて鍵をかけるのは八時以降」

「不用心じゃないの？」

「大丈夫だよ。罰ばち当あたりなことするやつ、いないって」

「真っ暗だね。まだ六時半なのに」

　篤子が怖そうに肩かたをすくめた。

「えぐっ。こ、怖くなんか、ないもんっ」

　ありすが自転車を押しながら歩こうとしてよろよろしている。

「代わってやる」

　ありすに代わって自転車を押す。ありすは正義のコートの裾すそを持ち、こわごわと歩く。

「ふ、ふんっ。平気よっ。暗いからってオバケが出るわけじゃないわ」

　暗い参道をきゃあきゃあ騒さわぎながら歩き、ようやく門のところに到とう達たつすると、二人は安あん堵どのため息をついた。

「よかった。着いたぁっ」

　ありすは花が零こぼれるような笑え顔がおを浮うかべた。

「じゃ、さよなら」

　ありすは自転車にまたがると、なごりおしげに笑いかけてから走っていった。彼かの女じよの家は、自転車で十分ほどの距離だ。

「篤子さん、バス停まで送ろう」

「いいの？」

「うん。暗いし」

　二人で肩を並べて歩くが、篤子はありすのように密着してこない。

　そういえば、さっき参道を歩いていたときも、怖がって震えながらも、手を握ったりはしなかった。

　つんとして歩いている横顔は涼すずしげで、生徒総会で演台に立つときの生徒会長そのものに見える。

　ついさっきまで、ありすと張り合って、子供のように正義を取り合いしていたのが嘘うそのようだ。

「きゃっ」

「ど、どうかした？」

「つ、つまずいただけよっ」

　やっと気付いた。篤子は膝ひざを曲げずに下か肢しを動かしている。正義を意識しすぎるあげく、ぎくしゃくした歩き方になるらしい。

「篤子さんって、かわいい」

　篤子がひくっと喉のどを鳴らして立ち止まった。

　――うわ、俺おれ、なんてこと、言ってしまったんだ！

　正義も自分の失言に気付いて立ち止まる。

　二人は夕ゆう闇やみの落ちた姉ケ屋駅のすぐ前で、見つめ合った。

　篤子の横顔がみるみるうちに赤くなっていき、耳たぶまで真っ赤に染まった。

　なにか言いたそうに口を開くが、言葉にならない様子で酸欠の金魚のようにぱくぱくしている。

　照れくさくて恥ずかしい空気が立ちこめる。

「ねー。お母さん。あの人たち何をしてるの？」

　ふいに子供の声が聞こえ、じりじりと熱い空気を破った。

「きゃっ」

　篤子は悲鳴をあげると、一メートルほども飛びすさった。

「かわいそうじゃないの。指差しちゃいけません」

　三歳さいぐらいの女の子の手を引いたお母さんが通り過ぎていく。

「子供がごめんなさいね。青春ねぇ。いいわね。がんばんなさいよー」

「あっ。バス来たわっ!!　じゃ、さよならっ!!」

　篤子がバタバタと走っていき、停車中のバスに飛び乗った。青葉台行きと書いてある。そのバスは、篤子の乗るバスとは違ちがうのではないか。

「篤子さんっ、その……」

　ドアが閉まり、バスが発車した。

　正義はあっけに取られて、目の前を通り過ぎていくバスを漫まん然ぜんと眺ながめるばかりだ。

　バスの中で、おろおろしている篤子の様子が見える。乗り間ま違ちがえたことに気付いてあわてているらしい。

　正義はケータイを取りだし、篤子に電話をした。篤子はすぐに出た。

「はい」

「篤子さん、大丈夫？」

「だだだ大丈夫っ」

「バスのことだよ」

「わ、わかってるっ。次のバス停で降りて、父に迎むかえに来てもらうわ。そ、その、し、心配してくれてありがとっ。えっとえっとそのそのその、さっき、私をその、何て、言ったの？　聞き間違えたのかな、って思ってて。ももも、もう一度、言って欲しいな」

　あわてふためいて噛みまくってる篤子はかわいい。

　微笑ほほえましい気分のままに、再び恥ずかしい言葉を紡つむぐ。

「かわいいって言ったんだよ」

　電話の向こうの篤子が、ひゅっと息を呑のんだ。

　そしてそのまま沈ちん黙もくする。沈黙はびっくりするほど長く続いた。バスのドアが開き、また閉まる音をケータイが拾った。

　篤子さん、大丈夫か、と言おうとしたとき、ケータイから篤子の声が聞こえた。

「うれしい……っ」

　すすりあげる声が聞こえてくる。

　――え？　篤子さんが、泣いてる？

「そんなこと、誰にも、ひくっ、……言われたこと、なかったの」

　篤子はしゃくりあげながら言った。

　しっかりものの篤子さん。まじめで理知的だが、どこか抜ぬけている優等生。有能で、人望篤あつい生徒会長。仕事のできるＯＬみたいな女子高生。それが柚木篤子の枕まくら詞ことばだ。

　かわいいという言葉には、相手を対等に見る響ひびきがある。篤子には、もっとも遠い形容詞だろう。

　そして、篤子がありすに関かかわる理由はきっとこれ。ありすは篤子を対等な存在として張り合ってくるのだから、篤子にとっては競きそいがいがあるのだろう。

「はじめて言われたわ。すごくうれしい……」

「篤子さんはかわいいよ」

　お世辞ではなく、心からの言葉だった。

　かわいいという言葉ひとつで動揺し、バスを乗り間違え、喜んで泣く篤子はけなげでかわいい。

「やだっ。バス、またドアが閉まったぁっ。恥ずかしいっ。みみみ、みんな見てるぅっ。じゃあねっ」
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　電話が切れた。

　正義はしばらくのあいだ、切れたケータイを見つめていた。

　お腹なかの奥から愉ゆ快かいな衝しよう動どうがこみあげてきた。

「ははは」

　――かわいい。篤子さん。すげぇかわいい。

　正義はにまにま笑いながら駅に向かった。トイレに行きたくなったのだ。カプチーノを三杯も飲んだからしかたがない。

　駅のトイレで小用を終わらせ、幸福な気分を胸の中で転がしながらそぞろ歩く。身体の内側がほこほこして、晩秋の寒さも気にならない。

　姉ケ屋駅は、内うち房ぼう線の中では比ひ較かく的てき大きな駅だ。駅の周りは居酒屋や喫きつ茶さ店てん、花屋やケーキ屋が立ち並んでにぎやかだ。

　――ん？

　渋しぶ谷やにあってもおかしくないような洋よう菓が子し店のオープンカフェのテーブルに、見知った顔を見つけ、あわてて郵便ポストの裏側に回りこむ。

　悪いことをしているわけではないが、せっかくいい気分でいるときに、いやな人間に気付かれたくない。

　芝辻先生が、同年ねん齢れいの女性と向かい合って座すわっていた。しゃれたデザインのコートを着た、ボブカットの女の人だ。二人の間に流れる親しげな雰囲気は、恋人同士のそれだ。コーヒーを飲みながら話し合っている。

　千葉は温暖だが、冬が近くなった最近はかなり冷える。まして夕闇が濃こく落ちた逢おう魔まが時ときだ。オープンカフェに好んで座る人はあまりいない。

　さっぱりしたイケメン青年と、優やさしそうな美人女子大生のカップルなので、かなり目立つ。道行く人はちらちらと眺めながら歩いていく。

　雑ざつ踏とうのざわめきにかき消されて、彼かれらが何を話しているのかは聞こえない。

　教育実習生が恋人と一緒にカフェにいても関係ない。正義が動揺するようなことではない。

　だが、自分をいじめた青年が、幸せそうにしている様子を見ていると、胸の奥が抉えぐられるように痛む。

　強い風が吹ふき、正義の身体を冷やす。

　篤子にもらった幸せな気分はとうに冷え、いらいらと不ふ愉ゆ快かいに駆かられてしまう。

「きゃっ」

　横を歩くＯＬ風の女性が、正義を見て怖そうに首をすくめた。陰いん気きオーラが出ているらしかった。

　長ちよう髪はつのせいか、ヤクザの息子というウワサのせいか、怖いとか暗いとか言われることが多く、親しい友達もいないままに小中高と過ごしていた。

　正義のことを、芝辻先生は覚えているのだろうか。

　もしも先生が覚えていたら……。

　少しでもいいから罪の意識を感じていたら……。

　少しは救われる気がする。

　でも、先生は、きっと正義のことを忘れている。

　治りかけの膝ひざ小こ僧ぞうのキズを、掻かきむしる子供にも似て、先生に面と向かって聞きたい誘ゆう惑わくに駆られてしまう。

　早く家に戻ろう。

　ありすと篤子の気配が残っているうちに。

　明日になれば、また芝辻先生の顔を見なくてはいけないが、今だけはいやなことを忘れていよう。







三時間目　怒りのありすさん







　校あぜ倉くらありすは、正まさ義よしと手をつないで歩くのがいちばん好きだ。

　正面からだと髪に顔が隠かくされて、何を考えているかわからず不安になったりもするのだが、横からだと髪の隙すき間まから顔が見えるから、表情の動きがわかる。

　彼の手をにぎにぎすると、正義が手を握り返してくる。体温が伝わってきて、ほこほこと温かいのがいい。

　二人で図書館やハンバーガーショップにいるのも好きだ。

　ありすはいつも、正義の横に座ろうとするのだが、遵じゆん法ぽう精神の発達している彼は、四人掛がけのテーブルを二人で独どく占せんするのは悪いことと考えているフシがあり、小さいテーブルを選んで座る。

　正義と一緒にいられるだけでうれしいが、彼の横にいて彼の顔を見ているともっとうれしい。

　彼のことをもっと知りたい。同じクラスだったのに、仲が良くなったのは秋の日のちょっとしたきっかけから。友達からはじめるようになってからそんなに時間が経たっていない。

　ありすが正義の横にいるときはいつも、うっとりと彼の顔を眺めてしまう。

　だからありすが正義の異状に気がついたのも、たまたま彼の横にいたときだ。




　　　　　☆




「……だから解答は、……となります。どうかな？　難しくないよね？」

　黒板に向かって数式を書いていた芝しば辻つじ先生が、生徒たちに向き合ってにこっと笑った。

　ありすは、この先生って、お風ふ呂ろ上がりみたいだなと思う。笑顔に清潔感があり、頬を紅潮させながら話すからだ。

　教育実習生の芝辻先生の授業は、はじめはつたなくてはらはらしたが、回を重ねるごとになめらかになってきた。

　篤あつ子こさんが間違いを指し摘てきして、後ろで聞いている須す藤どう先生が前に出て解説をすることもなくなった。

　篤子さんが芝辻先生が好きというウワサが出たが、篤子さんは正義くんを今も好きだ。昨日の神経衰すい弱じやくでよくわかった。

　たぶん篤子さんは、教育実習生の頼たよりなさが我が慢まんできないだけなのだ。

「鈴すず木きくんは問一を、校倉さんは問二を、宝ほう珠じゆ院いんさんは問三を、奥おく野のくんは問四を前に出て解いてください」

「えーっ。ナニコレ？　出席番号順？」

「ランダムだよ」

　先生が、名前を書いたカードをトランプのように広げて見せた。

「だって君たち、当たりそうなときだけ真しん剣けんに解いて、当たりそうにないときは気をゆるめてるだろ。カードを作ってきたんだ」

「えーっ。やだぁっ」

「芝辻先生って、変なところで熱心だよね」

　あちこちでブーイングが起こったが、芝辻先生は涼しそうな表情で問題を黒板に書いて教室の後側へと移動した。

　差された生徒たちは、緊きん張ちようと照れくささとうんざり感を漂ただよわせながら教きよう壇だんに行き、黒板に向かって解答を書いていく。

　――正義くんの横だぁ……。

　問題の解答を黒板に書くという難易度の高いイベントの最中なのに、正義くんの横に立てるのがうれしくて、うきうきと胸が弾はずむ。

「おーい。奥野くん。そんな小さい字じゃなくて、もっとはっきり書いてください。うしろのほうじゃ見えないぞー」

「あー、そうですねー。すみません」

「先生、私の字は読めるかな？」

　宝珠院さんが身体を斜ななめにしながら聞いた。

「読めるよ。うーんそうだな。鈴木くんの文字はわかりやすくていいね。はっきり見える」

　正義くんはその一いつ瞬しゆん、苦しそうに顔を歪ゆがめた。

　――あれ？

　ありすの好きな正義くんは、誉ほめられて照れこそすれ、いやがるような人ではない。

　人の見えないところで親切な行こう為いをして、見返りを求めたりしない、気持ちのいい男の子だ。こんな反応、彼らしくない。

　――正義くんは、芝辻先生が嫌きらいなの？

　正義くんはほんとうは篤子さんが好きで、篤子さんが好きな芝辻先生を嫌きらっているのだろうか。

　いいや、それはありえない。日曜の神経衰弱がなければ、そう妄もう想そうしていたかもしれないが、篤子さんも正義くんが好きなはず。

　だって、正義くんを賭かけて真剣勝負をしたぐらいだから。

　ありすと篤子さんの二人に好かれて、正義くんがちょっぴり困っているのは、ありすだってわかっている。

　ありすは解答を書き終えて机に戻もどってからも、正義くんを観察した。

「問一、正解です。完かん璧ぺきですね」

　芝辻先生が大きくマルを書いた。

　やっぱりだ。気のせいではない。芝辻先生が話しかけるたびに、正義くんから陰気オーラが強く出る。ありすの座る席からは正義くんの表情は見えないが、彼が苦しそうに顔を歪めているのが目に浮かぶ。

　芝辻先生が赴ふ任にんした当初、篤子さんが妙みようにつっかかっていたことといい、芝辻先生と正義くんと篤子さんの三人には、なにか因いん縁ねんがあるのだろうか。

　――正義くんに聞いてみようか。

　――聞いていいの？　聞かないほうがいいんじゃないの？　正義くんにとって嫌いやなことだよね。

　ありすは迷った。

「問二は、うーん、残念、間違いですね。ここまではよかったんだけど、ここで間違えたんですね。……を……と考えてしまったのが敗因です。これはこのように解くべきでしたね」

　ありすは、正義くんを見つめるのに一いつ生しよう懸けん命めいになっていて、先生の解説をほとんど聞いていなかった。




　　　　　☆




　正義は、ありすがじーっと正義を見つめてくることにとまどっていた。

　放課後一緒に宿題をしたい、数学を教えてと言ったのはありすなのに、図書室の自習机で、横に座ったありすは、ぼうっと正義を見つめるばかり。

　妄想中なのだろうかと思ったが、ありすはまっすぐ正義を見ている。

　陰気だとかヤクザの息子むすこだとか怖いとか言われ、敬遠された経験を持つせいか正義は視線に敏びん感かんだ。見られているかどうかはいやおうなくわかってしまう。

　ノートの上に置かれたありすの鉛えん筆ぴつは少し動いては止まり、止まっては動きの繰くり返かえしで、ぜんぜん先に進まない。

「どうした？　ありす、宿題は？」

「あ、そうだね。うん……」

「熱でもあるのか？」

「ないよ」

　ありすの小さな手が正義の手首をつかみ、手のひらを自分のおでこにつけさせた。手の甲こうに彼女の髪がさらさら触ふれてくすぐったい。

「ね、普ふ通つうでしょ？」

「おまえらあいかわらず仲がいいなぁ」

　ルービックキューブ奥野が、本の角で正義の頭を軽く叩たたいた。

　痛くはなかったが、ありすが大きな声をあげる。

「痛ぁいっ」

「私はね、大好きな正義くんの顔を見ていたいのよ」

　少林寺拳けん法ぽう松まつ田だが、声こわ音ねを使って身体をくねらして言った。図書整理の最中なので、十数冊もの本を胸に抱かかえている。

　二人は図書委員で、図書整理のために週に二度ほど図書室に残っている。

　図書館の自習机が混雑するのはテスト前だけだ。

　今は正義とありす、奥野と松田の四人だけで、他に誰もいないから、雑談タイムになってしまう。

「私、正義くんが好きだけど、好きだから見つめているんじゃなくて、見たいから見てるの」

　ありすに言われ、正義は顔を赤くしてそっぽを向いた。

　ありすの好意はいつもいつもまっすぐで、照れくささのあまりどうしていいかわからなくなってしまう。

「意味わかるか？」

「わかんねぇ」

　不思議ちゃんの不思議会話に奥野と松田は首をひねっている。

「まあ、とにかく、校倉は鈴木がものすごく好きだってことだな」

　強ごう引いんに話をまとめてしまった奥野は、首をひねった。

「しかし、なんで鈴木がいいんだろう？」

「鈴木くんは鈴木くんだから好きなのよ」

　再び松田に声音を使われ、居い心ごこ地ち悪さが頂点に達した。

「恥はずかしいんで、そろそろやめて欲ほしいんだけど」

　正義は遠えん慮りよがちに申し出た。

「集中できないみたいだから、篤子さん誘さそって一緒に帰ろうか？　生徒会室にいるだろうし」

　そういえば、まだ、合宿のしおりを渡していない。

　創立記念日はあさってだ。

　帰りの電車の中ででも、持ってくるものとタイムスケジュールについて、説明しておくほうがいいだろう。寺の朝は五時起きだと釘くぎを刺しておかなければ。

「おまえらよく篤子さんとつるんでるよな」

「帰る方向が同じなんだよ。電車の中で一緒になることが多いんで、なんとなく三人で登下校するようになったんだ。三人とも生徒会だしさ」

「そっか。クラス委員と副委員って、生徒会の部下ってことになってるんだよな」

「部下……。有能課長の部下が課長を……」

　部下という言葉が妄想スイッチを押したのか、ありすがぶつぶつとつぶやきはじめた。瞳どう孔こうが開き、ぼんやりと中空を見つめている。

　ＢＬの妄想がはじまっているらしい。いや、ＢＬよりノーマルカップリングが好きだと言っていたから経済小説だろうか。いやいや経済小説はありすらしくない。女性課長と部下の男性社員でポルノ小説だろうか。いやいやいや東景スポーツな官能小説はありすらしくない。だとしたら……。

　――うわぁ。俺、何を一生懸命考えているんだ!?

　ありすの妄想が移ってしまったのだろうか。正義はありすの目の前でパンッと手を叩いた。ありすがまばたきし、きょとんとして正義を見つめる。

「（妄想から）戻ってこれたか？」

「うん。戻ってこれたよ。えへへ。やりての女性上司が男装の麗れい人じんで、王宮の近この衛え兵へいなの。部下のたよりない騎き士しの青年とラブラブになるの」

「おもしろそうな話だな」

　松田と奥野が、おもしろそうにありすと正義を見比べている。

「おまえら、お似合いだよな」

「そういや、篤子さんが、教育実習生に一ひと目め惚ぼれしてるって、あれほんとか？　お似合いだとは思うんだが、なんか信じられないんだけど」

「篤子さんって、意外とメンクイだったのかな？」

「呼んだ？」

　篤子に声をかけられ、松田と奥野が飛びあがった。

「うわっ。あ、篤子さんっ!!」

「し、芝辻先生もっ!!　な、なんでっ？」

　篤子と芝辻先生が、ツーショットで立っていた。

　ウワサの主がいきなり現れたのだ。おろおろするのも無理はない。

「先生、図書の利用者の資料なら、貸し出し記録を調べるのがいちばんだと思うんです。図書館のパソコンで調べられると思うんですが。生徒会に来て頂いても、生徒会では図書館の利用者数は把は握あくしていません」

「ああ、なるほど、その通りだな。ちょっとパソコン、使わせてもらってもいいか？　ここって、職員室とはネットでつながっていないんだよな」

「いいですけど……。なんで先生が図書の利用者数を調べるんですか？」

　松田が聞いた。

　たしかにそうだ。芝辻先生は数学の教育実習生のはずではなかったのか。

「国語の先生に頼たのまれたんだよ。職員会議で使うから資料を探してくれって」

　芝辻先生は、パソコンのモニターの前に立ちながら言った。

「パシリかよ」

「部活でも、下したっ端ぱってパシリだろ？　教育実習生ってのは、部活に仮入部している新一年生みたいなもんだ」先生が解説する。

「なるほどなー。先生の仮入部なんだ」

「そうだ。おーい。パソコンの使い方、教えてくれーっ」

「数学の先生のくせにわかんないのかよ？」

「わからないんだ。すまん」

「俺もわかんね。図書委員は、図書コードの読み方がわかったら、それで充じゆう分ぶんなんだよー」

「鈴木、わかるだろ？　教えてやってくれ」

　奥野に言われ、しぶしぶ腰こしをあげる。

　二人がまめに図書整理をしてくれるようになるまでは、正義がほとんどひとりで図書整理をしていたこともあり、パソコンの使い方はわかる。

　芝辻先生とは話したくないのだが仕方がない。

　先生に場所を譲ゆずってもらい、パソコンの前に立つ。

　芝辻先生といじめられた記き憶おくはワンセットだ。芝辻先生と話しているだけで、いやな汗あせが噴ふき出でて、頭に血が上る。

　髪かみが長くてよかった。表情を隠してくれる。正義の心の奥おくで荒あれ狂くるう、醜みにくい気持ちを覆おおい隠してくれる。

　そうだった。この髪は、いじめられて以来、伸のばすようになったのだ。

　泣き顔を見られたくなくて。

　自分の周囲に壁かべを作って生きてきた。

　いまは仲間はずれにされているわけではない。

　ありすと篤子という、恋こい人びとに近い女友達がいて。

　クラスの皆みなは正義に普通に接してくれて。

　松田と奥野は友達で。

　みんなでファストフードショップに行ったり、カラオケに行ったりするのに。

　なのに、髪を切れないでいるのは、あの事件がまだ正義の中でわだかまっているせいだ。

　正義は荒れ狂う気持ちを押し殺ころし、教育実習生に使い方を説明する。

「今は貸出返へん却きやく画面になっているんで、いったんホームに戻って、管理画面に入って、貸出業務の中から、貸出数をクリックすると……ほら出てきました。あとは印刷するだけです」

「おぉーっ、出てきたぁっ!!　すごいな。鈴木。月別利用者数とかもできるのか？」

　ありすがじっと正義を見ているが、不快感と戦いながら先生と話している正義は気がつかない。

「それは俺もしたことないけど、管理画面で選べばできるはずです」

「わかった。あとは自分でがんばってみる。ありがとう！」

　正義は軽くうなずいた。

　そして無む理り矢や理りに話題を変える。

「篤子さん、俺ら、そろそろ終わるんだけど、一いつ緒しよに帰らないか？」

　篤子に話しかけたのは、芝辻先生と話したくなかったから。

「いいわね。そろそろ切りあげようかな」

「今って生徒会、ヒマな時期なんだろ？」

「新しい会長が決まるまでに、整理したり片づけたり、申し送り書を作ったりしておきたいの」

「大変だ」

「あ、先生、そこ押しちゃダメですよ」

　篤子が芝辻先生から、マウスを取りあげた。先生が何か操作ミスをしたらしく、画面がグレイアウトしている。

「うわっ、どうすんだこれ？　真っ白になっちまったじゃないか。奥野、なんとかならないか？」

「だから知らねーって言ってるんだよ」

「おーい。鈴木ーっ」

　いやだ。もう帰りたい。芝辻先生と一緒にいたくない。

「ままま正義くぅんっ」

　ありすが詰つめ襟えりの裾をつんつんした。

「こっち来てっ！」

　ひっぱられるままに廊ろう下かに出る。

　ありすは周囲を見み渡わたして人気がないことを確かく認にんすると、つま先立ちで両手をメガホンにし、耳打ちしてきた。

「正義くん。芝辻先生と何かあったの？」

　――気付かれた!?

　顔が青くなった。

　芝辻先生をうとましく思う気持ちは、押し殺していたつもりなのに。気付かれないようにしていたはずなのに。

「何もないよ。ＢＬじゃあるまいし。男同士で何かあってたまるもんか」

　正義は笑ってごまかそうとした。言いたくなかった。ありすは正義を立派な人と思っている。いじめられた体験なんてありすの前では口が裂さけても言いたくない。

「ううん。正義くん、変だよ。芝辻先生の前にいるとき、なんか緊張してる。芝辻先生が苦手なんでしょ？　私、わかるもんっ」

　ありすはとろい子あほの子不思議の子ではない。芝辻先生と話すとき、正義の態度が硬かたくなることに気付いたのだろう。正義の変化を敏感に察知したのだ。

「篤子さんも変だった。正義くんと篤子さんと先生で、昔に何かあったんでしょ。芝辻先生、正義くんにひどいことしたんでしょ」

　当たらずとも遠からじだ。

　正義はありすのカンの良さに舌を巻くばかりだ。

　正義はあいまいに答えた。

「うん。まぁ。昔に、ちょっとな」

「正義くんが言いたくないなら、言わないでいいよ。でもね。私がいるから。私は正義くんの味方だから」

　うるうるする大きな瞳ひとみで見上げられてぐっと来た。

「世界中のみんなが正義くんを嫌っても、私だけは正義くんの味方でいてあげる」

　ありすの好意はまっすぐで、いつもいつもまっすぐで、黙だまっていることができなくなる。口が裂けても黙っていようと思っていたのに。

「いじめられたんだよ」

「え？」

「子供の頃ころだ。芝辻先生にいじめられた」

　治りかけの傷を掻きむしるみたいで、痛いのに心ここ地ちが良い。触れたくないところだったからこそ、口にするのはいい気分だった。疼うずく傷口を無理矢理に絞しぼり出だして、もっと痛くしているみたいで、自じ虐ぎやく的てきな快感がある。

「いじめ……？　な、なんで……？」

「小鳥が死んでたんだ」

「？」

「公園の桜の木の下に、死んだ小鳥を、埋うめようとしたんだ。小学校二年の頃だったんだけど。そしたら、六年生が寄ってきて、キショイって。寺の息子だから、霊れいがついてるって、俺といると霊が移るって、はやし立てられた」

「六年生っていうのが、芝辻先生？」

「そうだ」

　ありすはひどく驚おどろいているようで、目を見開いて沈ちん黙もくしている。

　さっぱりした好青年で、熱意ある教育実習生と、顔を醜く歪めて霊コールをした六年生。別人かと思うほどに印象が違う。

　ありすがとまどうのも当然だ。

　正義が嘘うそをついていると思うかもしれない。

「正義くん、お家がお寺だってみんなに知られるの、すごく嫌がっていた。お家がヤクザだって思われてたのに、訂てい正せいしなかった。私、なんで誤解を訂正しないのか不思議だった。お家がお寺なんてステキなのにって思ってた。そんなことがあったから、なのね？」

　正義は無言でうなずいた。

　お寺の息子だから気持ち悪いと言われるより、ヤクザの息子だから怖こわいといわれるほうがいい。

　キモイといじめられる苦しさより、敬して遠ざけられる寂さびしさを選んだのだ。

　だから、あえて誤解を訂正しなかった。

「そのとき、公園に、篤子さんが、いたんだ？」

「うん。俺の持ってる小鳥に気付いて、死んでるの？　って聞いたのが篤子さんだった。それで公園で遊んでいた六年生がなんだなんだって寄ってきた」

「篤子さんが、ごめんなさいって言ってた、十年前のことって、それだったんだ？」

「そうだ。篤子さん、自分のせいだって、ずっと気にしていたらしい」

　ありすの瞳がうるうると揺ゆれ、涙なみだの滴しずくをぽろっと零こぼした。

　真しん珠じゆのようにきらめきながら、次から次へと落ちていく。

「う、うぇ……ひぃっくっ……」

「終わったことだよ」

　ありすをなだめようとして、彼女の頭をよしよしと撫なでる。

　――違う。まだ、終わっていない。

　あのいやな体験は、まだ正義の心の奥でわだかまっている。

　だから正義は、髪を切れずにいる。理容室に行くときも、目が隠れる長さで髪を揃そろえてもらうのは、あのことが尾おを引いているからではないのか。

「ありすが泣くようなことじゃない」

「だって、……えぐっ、鈴木くんが泣かないんだもん」

　そうだ。正義は泣かない。

　髪で顔を隠すことで、感情を遮しや断だんしてきたから。苦しくないようにしているから。傷つかないための防ぼう御ぎよをしているから。壁を作って生きてきたから。ありすだけが正義の壁をぽーんと飛とび越こえて近づいてきた。

　この長い髪は、自分の弱さの現れだ。

「だから、私が、代わりに、泣いてるの。泣けないなんて、つらいもん」

　ぐっと来た。

　ありすは内部進学せずに友ゆ梨り女子大附ふ属ぞく中学から元もと千ち葉ば高校にやってきた変わり種だ。ありすも女の子たちに「ぶりっこ」「誰だれにでもシッポを振ふる」といじめられた体験を持つ。

　しゃくりあげるありすは、小動物的かわいさが増して愛らしい。

　泣くありすの頭を撫でるとき、いつもなら彼女は正義に抱だきついて泣きじゃくる。

　だが、ありすは意外な行動に出た。

　手の甲で涙をぐいっと拭ふくと、眉まゆ根ねを寄せて決然とした表情を浮うかべ、足音も高く図書室の中へと入っていったのである。

　正義はあわててありすを追って図書室に入った。

「鈴木、ありすが泣いてたけど、どうかしたの？」

　誰かが声をかけたが立ち止まる余よ裕ゆうもない。ハスキーな女の子の声だ。

　後ろ手でドアを閉めたとき、ありすの友達の佐さ々さ木き香か織おりが、心配そうな表情でこちらを見ているのに気がついた。

　図書室のカウンターでは、篤子と奥野、松田に芝辻先生がパソコンを取り囲んで大おお騒さわぎをしている。

「やったっ。画面がホームに戻ったわ！」

「さすが生徒会長だ。助かったよ。ありがとう」

「助かったよじゃないよ。先生、しっかりしなよなー。数学の先生が、パソコンが苦手なんてカッコワルイぞ」奥野が大人のような口調で言う。

「それもう聞いたって」

「おーっ。月別利用者数の一覧が出たなー」

「図書室のパソコンって飾かざりじゃなかったんだなー」奥野が感心する。

「飾りじゃないのよ。涙は、はははんっ」松田が歌いはじめた。

「なんだよそれ」

「カーチャンがカラオケで歌ってるんだ」

「懐なつメロだな」

　ありすは図書室の入口で叫さけんだ。

「ししし芝辻先生っ」

　裏返った小さな声は、カウンターの内側で騒さわいでいる四人には届かない。

　ありすは頭から湯気が出そうなほどに興奮していた。頬ほおは真っ赤に染まり、泣いたせいで瞳は濡ぬれて赤くなり、眉み間けんにアオスジが浮かんでいる。

　身体の横で作った握にぎり拳こぶしは小刻みに震ふるえている。

「芝辻先生っ！」

　ありすは再度叫んだ。今度は甲かん高だかい、大きな声が出た。

　みんなが一いつ斉せいに振り向むいた。

　ありすが泣くのはしょっちゅうだが、ありすは泣きながら怒おこっていた。身体がぶるぶる震えている。

　ありすは決然と顔をあげると、きっぱりした足取りで歩き、芝辻先生の前で向かい合った。

　――おい、ありす、何をする気だ？　まさか……。まさか……。芝辻先生に、直接言うつもりじゃないだろうな？

「芝辻先生！　ままま正義くんに、謝あやまってください!!」

　そのまさかだった。正義は頭を抱えた。

　こうなることは予想できた。

　ありすは赤面症しようの不思議ちゃんで、人前で何かをすることが苦手だが、正義のためなら一生懸命に行動する。
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　正義の誤解を解きたいと、お寺と縁えんのない女子高生が、般はん若にや心しん経ぎようを暗記し、文化祭で暗唱をしたのだ。あのときのがんばりはすごかった。

　実にありすらしい行動といえるだろう。

　篤子がひゅっと息を呑のみ、ほんの一瞬、痛そうな表情を浮かべたあと、メガネのツルを指先で押おさえた。

　松田と奥野が、ぽかんと口をあけてありすを見ている。

　ありすの背後に、ドアを開けて入ってきた佐々木が見えた。ありすの友達でギャルっぽい感じの大人びたクラスメイト。彼かの女じよは眉根を寄せ、腕うで組ぐみをしてありすの背中を見つめている。

「何のことだ？」

　芝辻先生は、不思議でならないとばかりの表情で聞いた。

「子供の頃、公園で、正義くんをいじめたことです！」

　ありすは、はーはーと息を荒あらげている。

「おい、ありす、もう黙れ。先生に失礼だ」

「だめっ。言うの!!　正義くんが言わないから、私が言うの!!」

「芝辻先生、ありすが失礼なことを言ってすみません」

「なんで謝るのよっ。正義くん！」

　ありすがさらに激げき昂こうした。

「何で芝辻先生が鈴木をいじめなくちゃならないんだ？」

「芝辻先生って、鈴木と同じ小学校だったのか？」

　事情を知らない奥野と松田がひそひそとささやきあう。

「ごめん。何のことかわからない」

　先生がとまどった口調で言った。

　正義には、芝辻先生がとぼけているのか忘れているのかわからなかった。

　サニーズの歌手のような造作の整った顔には不思議そうな表情が浮かんでいるだけで、それ以上の感情は読みとれない。

「先生が、子供の頃、死んだ小鳥を公園の隅すみに埋めようとした正義くんを、霊がついてるといじめたことです！」

　ありすが言った。

　ぽろぽろと涙をこぼし、泣きじゃくっている。

　松田と奥野は、顔を見合わせて黙りこんでいた。

「すまない。ほんとうに知らないんだ……。誰か別の人間と、間ま違ちがえているんじゃないのか？」

　ありすが唇くちびるを震わせながら正義を見た。

　正義は何も言えなかった。

　忘れているのか。やっぱり忘れているのか。先生は。

　正義は、あの一件で、人相が変わるほどに衝しよう撃げきを受けたのに、忘れたことなどなかったのに、この教育実習生にとって、あのいじめは軽い遊びにすぎなかったというのか。

　怒りがめらっと燃え上がる。

「芝辻先生、子供の頃、姉あねケが屋やにお住まいでしたよね」

　篤子が銀ぎん縁ぶち眼鏡を光らせながら言った。整った顔だちに緊張と決意の色が浮かぶ。こういうときの生徒会長は、冷たいほどに美しい。

　篤子にとっては、思い出したくない記憶のはず。

　黒歴史と向き合おうとして、厳しい顔になっている。

「ああ。住んでいた。今は千葉駅の近くにある大学の学がく生せい寮りようだけど」

「私も鈴木くんも姉ケ屋小学校なんです。小学校の近くのきりん公園で、春のことです。覚えてらっしゃいませんか？　小鳥の死し骸がいを埋めようとした鈴木くんを、先生は、寺の息子だから霊がついてる、キモイってはやし立てて鈴木くんを泣かしました。私達が小二、先生が六年ぐらいのときです」

　松田と奥野が沈黙した。

　佐々木も腕組みをしてじっとこちらを見つめている。

　ありすは声を殺して泣きじゃくり、正義の詰め襟の裾すそを持っておでこを押しつけている。

　正義はありすの頭をよしよしと撫でた。

「きりん公園は知ってるけど、そんなこと覚えていないなぁ。君たちの勘かん違ちがいだよ」

　いじめられたほうは忘れないが、いじめたほうは忘れてしまう。知識としては知っていたが、現実に体験すると胸が痛い。

　だが、正義は泣かなかった。

　ありすが正義の代わりに泣いているから。

　髪が内心を隠してくれているから。

　ありすがしゃくりあげるたび、正義はありすの頭をなでなでする。

　いじめ体験を明らかにするのは、胸が痛くてならないのに、その痛さが心ここ地ち良よい。誰にも言えなかったことを口に出して、心が少し軽くなった気がする。

「いいえ、先生ですよ。私、はっきり覚えています。だって、その小鳥死んでるの、って悲鳴をあげて、公園で遊んでいた六年生を呼んでしまったのは私ですから。私も悪かったんですが、もしも先生がほんとうに忘れていらっしゃるとしたら、先生失格だと思います」

　篤子はきっぱりと言い切った。

「あはは。先生失格か。ほんとうにその通りだ。俺おれは先生にはなれないから」

　ありすがひくっと喉のどを鳴らし、先生の顔を見た。

　みんなの視線が教育実習生に集中する。

　俺は先生になれないから。

　そう言ったのか。芝辻先生は？

　こんなに熱心に授業をしているのに？　クラス全員の生徒の名前を、三日で覚えてしまったほどなのに。

　ありすと篤子が先生を糾きゆう弾だんしたときにも増して、居心地の悪い沈黙が落ちる。空気が凍こおりつき、誰も何も言わなくなった。

　先生は涼すずしげな顔をして、マウスを操作している。

　ふいにびーがこがこと間の抜ぬけた音がして、たちこめていた緊きん張ちようを破った。図書室のプリンターはめったに使わないからか、旧式のものが置いてあるらしく、やたらと大きな音がする。

　プリンターが紙をぺっと吐はき出した。

「君たち、早く帰れよーっ」

　教育実習生はプリントした紙を手に取ると、もう片方の手をひらひらさせながら図書館を出ていった。

　なんの毒気もない、さわやかな笑え顔がおを残して。

　ドアが閉まり、先生の後ろ姿を隠す。

「ありす」

　佐々木がありすに声をかけた。

「わぁーんっ。かおりんっ」

　ありすは佐々木に抱きつくと、号ごう泣きゆうしはじめた。

「がんばったね。ありすってほんとに鈴木が好きなんだね。えらいぞ」

　ハスキーな声が優やさしく響ひびき、爪つめにネイルを塗ぬった手がありすの背中をぽんぽんする。

「すげぇ。俺、佐々木が話している声、はじめて聞いた」

「俺もだ」

　松田と奥野がひそひそと話している。

　佐々木は化け粧しようとピアス、茶ちや髪ぱつが目立つ女の子で、無口でクールな女子生徒だ。姉あね御ご肌はだでかまいたがりの但たじ馬まと、不思議ちゃんのありす、それにギャルっぽい佐々木の三人は、タイプが違ちがうのによく気が合い、三人でつるんでいる。

「篤子さん。そのう、先生がいじめたってホントかよ？」

　奥野が聞いた。

「なんか信じられないんだ。あんなにいい先生が、そんなことするのかな。人ひと間ま違ちがえじゃないのか？」

「私はホントだと思う」

　佐々木がハスキーな声で言った。

「何でだ？」

「あの先生、何のことかわからない、って言ったとき、声が自信満々だったの。ウソを吐つこうと覚かく悟ごしてウソを言うとき、あんなふうに自信ありげになるよ。ま、私のカンにすぎないけどさ」

「本当のことよ。人ひと間違えじゃないわ」

　篤子が言った。

「篤子さんが言うなら、本当なんだろう」

「だな。鈴木だけじゃなくて、篤子さんまでそういうんだしな」

「忘れてくれ」

　正義が言った。

「え？」

「聞かなかったことにして欲しいんだ」

「ど、どうしてよ？　鈴木くん」

「いじめなんかなかった。先生とは逢あってない。そういうことにして欲しい。昔のことだ。先生の名めい誉よが傷つく」

　――俺は嘘つきだ。

　先生の名誉なんて、カケラも思っていないくせに、髪が本音を隠してくれて、キレイなセリフがつるつる出る。

　本音を言えばうらめしい。いじめのせいで人間関係がうまく結べず苦しんでいた間、幸せに暮らしていた先生が憎にくらしい。

　辛つらい悔くやしい悲しい苦しいうらめしい。胸の内側は黒々した感情でいっぱいになっているくせに、息が止まりそうなほど腹立たしいのに、口から出るのはキレイゴト。

「十年前の先生がどんな人間でも、今の先生が一いつ生しよう懸けん命めいないい先生なら、それでいいんじゃないのか」

　皆が正義を見る目がはっきり変わった。

　佐々木がはーっとため息をついた。

「私さ、正直、ありすが何で鈴木を好きになったのかわからなかったんだ。鈴木なんて陰いん気きなやつなのにどこがいいのかなって思ってた。でも、今日やっと、ありすが鈴木を好きになった理由、わかったよ」佐々木が言う。

「さすが、寺の息子だな」松田が言う。

「名前負けしてねぇな」奥野が言う。

「こういうところって、鈴木くんの偉えらいところよね」篤子が言う。

　ありすだけが何も言わず、不安そうに眉根を寄せて正義を見ている。

「篤子さんって、芝辻先生が好きだってウワサが流れてたけど、実際は逆だったんだな」

「そうよ。鈴木くんが気にしないようにしてるみたいだから、私も突つっかかるのやめたのよ」

「いいいくらかかか」

　ありすが噛かみまくりながら言った。

「いくら？」

「いくらかおりんでも、ままま正義くんはあげないからねっ」

「あははっ。ありすらしいやっ。わかったわかった。鈴木は取らないよ。安心してよ」

　佐々木が笑い出した。

　そしてポケットを探さぐると、財さい布ふの中からチケットを取り出した。

「カラオケ行こうか？　私、半額券持ってるよ。みんなで行こう！　なんか暗くなったし、歌って気分を変えようよ」

「行くっ。ねぇ。かおりん。正義くんも一緒でいいよね」

「いいよ」

「わーっ。ゆっかにおいでってメールしとこ。いつものとこだよねー」

「俺らも行っていいか？」

「もちろん。もうこのさい、みんなで行こう。篤子さんもだよ」

「そ、そうねっ。でででも、私、歌下手だから、覚悟してねっ」

　篤子がメガネのブリッジを押しあげながら、つんとした口調で言った。




　　　　　☆




　佐々木がレディーガガの「ボーン・ディス・ウェイ」を歌っている。

　カラオケの画面には、カタカナ歌詞が流れているとはいえ、ハスキーな声で歌う英語の歌はとても上う手まい。マイクの持ち方も堂に入っていて、歌い慣れていることがはっきりわかる。

「これ、合宿のしおりだけど」

　ヘンなウワサが流れないようにと考えて、あえてみんなの前で篤子とありすに差し出すと、松田と奥野がのぞきこんできた。

「なんだこれ？　おやつは三百円まで。バナナはおやつに入りません。持ち物、パジャマ、歯ブラシ。着き替がえ。タオル、費用千円」

「おーいっ。お泊とまりかよーっ!!」

「篤子さんも一緒だ。宿しゆく坊ぼうていうほどじゃないけど、寺の中には泊まるところがあるんだよ。食事代もシーツのクリーニング代も有料だよ」

「私の夢は検事だから、宗教における犯罪抑よく止し力りよくと心の安定について考察して、将来の仕事に役立てたいのよ」

　篤子がしれっと言った。

　口からでまかせをさらっと言えるところはやはりすごい。

「ハーレムだっ。ハーレムだっ」

「どこがだよ。寺合宿だ」

「そっか。三人だけじゃなくて家の人もいるんだもんな」

　両親は旅行中で、まさしく三人だけなのだが、正義はあえて訂正しなかった。

「楽しそうだな。俺らも来ていいのか」

「いいよ。朝五時起きで作務と勤ごん行ぎようだ」

「ちゅうい。さむ、そうじのことです。ごんぎょう、おきょうをよんでざぜんをすることです。なんでこれひらがななんだよ？」

「寺合宿って、小学生向けのイベントなんだ」

「篤子さんは勉強のためだしがんばるだろうけど、校倉、おまえ、マジでこれするのか？　朝五時起きで掃そう除じだぞ」

「うん。だって、正義くんと同じお寺の中で一泊ぱくできて、正義くんと同じコトできるんだもん。楽しみだよー」

「すげぇな。俺、五時起きで掃除なんてまっぴらだワ。恋こいのパワーって強いよなぁ」

「不思議ちゃんがよ、先生につっかかっていくんだもんな」

「だって私、正義くんが好きだもん」

「校倉さんっ！　好き好き好き言わないでっ。恥ずかしいでしょっ。校倉さんには恥じらいってものがないのっ」

「ふーんだ。篤子さんこそ、好き好き好き言ってるくせにっ」

　ありすがべーをすると、篤子の顔が真っ赤になった。

「次、『みかんの花はな咲さく丘おか』だよー。生徒会長だよーっ」

　佐々木がマイクに向かって言う。篤子があわてて前に出てマイクを受け取る。

「ふうん。合宿か。やったね。ありす、お泊まりだね。がんばれっ」

　佐々木が合宿のしおりを見ながら、ありすの頭をナデナデして応おう援えんする。

「うん。がんばるっ。お邪じや魔ま虫がいるけどねっ」

　そのお邪魔虫は、マイクを持ってカチンコチンに緊張している。

　前奏が終わり、歌詞が画面に表示された。篤子はコホンと咳せき払ばらいしたあと、直立不動で歌い出した。

　前にも篤子と一緒にカラオケに行って心の準備ができている正義とありすはまだしも、他のみんなには衝撃だったようで、みんなの動どう揺ようぶりは派手だった。

「うっ」松田がうめいた。

「すげぇっ」奥野がのけぞった。

「篤子さんがこんな人だったなんて……」佐々木があきれた。

　篤子の歌はすごかった。音おん痴ちというレベルを超ちよう越えつして、破は壊かい力りよくのある歌だ。

　画面に流れる文字の通りに発声すればいいだけなのに、どうしてこんなにも調子が外れるのだろうと不思議になる。

　だが、それでも、カラオケは楽しい様子で、篤子はだんだんノリノリになってきて、楽しそうに歌っている。

「ぷっ」

　悪いとは思いながらも、正義はついに吹ふき出してしまった。

　それが誘さそい水みずになり、ぷるぷるしながら我が慢まんしていたみんなが一斉に笑い出す。

「私カラオケ下手だって言ったでしょーっ。もー、笑わないでよーっ！」

　伴ばん奏そうのタイミングでマイクに向かって話すものだから、爆ばく笑しようがさらに激しくなった。

　曲が終わり、エグザイルの「ライジングサン」に変わった。

「あーっ。次、俺だっ」

　正義は篤子からマイクを受け取り、歌い出す。

　そのとき、但馬結ゆ花かが息を切らせてやってきた。

「遅おくれてごめんっ」

「わぁんっ。ゆっか。待ってたんだよ」

　ありすが但馬に抱きついてぴょんぴょんした。

　バスケ部の部活で忙いそがしい但馬に、『みんなでカラオケ行くから、部活のあとで来れたら来て』と、ありすがメールしておいたのだ。

「ごめんごめん。部活が長引いてさー。……おぉっ。鈴木、歌、うまいっ。すげぇっ」

　但馬が手を叩たたいた。

「正義くんって、本堂カラオケで練習してるんだって」

「本堂カラオケ？　マジでぇ？」

「本堂にカラオケセットを持ちこんでカラオケすると、音が反はん響きようして歌が上手に聞こえるんだって」

　ありすが解説したものだから、皆みながまたドッと沸わく。

　恋こい人びととは言えないまでも、正義のことを何より大事にしてくれる女友達がいて、仲間がいて、楽しい時間を過ごしているのに。

　正義をいじめる人は、いまはもう誰もいないのに。

　それでも正義は、まだ髪かみを切れない。

　胸の奥でわだかまるどろどろとした感情が、いつかすとんと落ちるまでは、髪を切れない。

　時間は薬になるというけれど、十年経たってもキズはいえない。

「ライジングサン」は、希望にあふれたアップテンポな明るい歌。

　なのに正義は、胸に広がるせつない気持ちをもてあましていた。







四時間目　合宿in縁廉寺







「きゃーっ。ついにこの日が来たぁっ。お泊まりだぁっ」

　ありすのはしゃいだ声が、内うち房ぼう線千葉発姉あねケが屋や行き各駅停車の車内に響いた。

　夕方四時の下り電車は静かなもので、ぽつぽついる乗客が、興奮するありすを珍めずらしそうに眺ながめている。

「恥はずかしいから電車の中で叫ぶのやめてよ。校あぜ倉くらさん。元もと千ち葉ば高校生徒会長として言うんだけど、制服を着てるあいだは、学校の品格を落とすようなこと言わないでねっ」

「篤あつ子こさんこそ、そんな大きなバッグ持っちゃってさー、やる気まんまんじゃないの」

「下品なこと言わないでっ。校倉さんのカバンだって大きいじゃないのっ!?」

　怒った篤子が勢いよく身体をひねったものだから、肩かたから下げた学生カバンが振り回まわされ、すぐ横でつり革かわを持って立っている正まさ義よしの後頭部を直ちよく撃げきした。

　顔をバッグで叩かれた正義は、頭を抱かかえてうめいた。

「うっ」

　篤子の学生カバンは、教科書でぱんぱんにふくらんでいてかなり重い。はっきり言って凶きよう器きだった。

「鈴すず木きくん、ごめんねっ。大だい丈じよう夫ぶ？」

「篤子さんが正義くんをノックアウトしたぁっ。暴力反対ーっ」

　やっぱりこの二人が一緒というのは危険なのではないか。タイプが百八十度違う天敵同士だ。二人の間に挟はさまれた正義が、苦労するのは目に見えている。

　だが、それでも、篤子とありすと一緒に泊まるなんて、考えるだけでうきうきする。遠足に行く前日の小学生のように胸が弾はずむ。

「だから電車の中で騒がないでって言ってるでしょっ!?」

「騒いでるのは篤子さんのほうだと思うけど」

「校倉さん、ちゃんとご両親にお泊まりだって言ってきた？」

「もちろんよーっ。お寺でみんなで泊まるんだって言ったら、簡単にオッケーでたもん。お寺を知るために行くんだもーんっ。正義くん。お寺のこといっぱい教えてねっ。正義くんの好きなものを、私も好きになりたいの」

「もちろん私もよ。お寺を知るための合宿だもの」

　二人はさかんに「お寺を知るため」を強調している。

「遊ばないぞー。宿題して、勉強して、みんなでカレー作って食べて、朝五時起きで作務と勤行だぞー。寺の夜だぞーっ。怖いんだぞーっ」

「篤子さんと一緒だから平気だもんっ」

「校倉さんと一緒だから平気よ」

「仲いいよな。二人とも」

　自分と一緒だから怖くないと言われなかったことにわずかな落らく胆たんを感じながら言うと、二人が同時に言った。

「仲良くないっ！」

　内房線千葉発姉ケ屋行き各駅停車は、うきうきした空気と期待と不安を一緒に運びながら、姉ケ屋駅に向かって走っていく。
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　正義は家につくなり、来客用の部屋に彼女らを案内した。

「ここが合宿の部屋。布ふ団とんとかは昨日干しておいたから。シーツのクリーニング代と、朝と晩の食事代千円は、あとで徴ちよう収しゆうするから」

「なぁんだ。正義くんと一緒の部屋じゃないんだぁ……」

　ありすががっかりした口調で言った。力無く下げた腕うでから、ぽすんと音を立てて学生カバンとお泊まりバッグが畳たたみに落ちる。

「すすす鈴木くんっ。ここここの部屋、おおおお墓が後ろにあるんだけど……っ」

　篤子が声を震わせて言った。

「寺に墓地はつきものだろ？」

「篤子さん、何を怖がっているの？　こんないい天気で、まだ明るいのに」

　ありすが言った。

「でででも、こここ怖いものは怖いのよっ」

「あーっ。篤子さんっ。後ろにオバケがーっ!!」ありすが言った。

　とろい不思議ちゃんとして有名なありすだが、妄もう想そうに浸ひたるスキマがないとき、彼女は意外な度胸を見せる。本気で怖がっているのは篤子のほうで、ありすは篤子をイジって遊んでいる。

「きゃーっ」

　学生カバンを肩から下げたままで、篤子が抱きついてきた。予想を裏切らない行動に苦く笑しようする。

　一方ありすは、自分がからかったせいで正義と篤子の抱ほう擁ようを目の前で見せられてあわてていた。

「きゃーっ」

　ウソっぽい声で悲鳴をあげ、正義の背中に抱きつく。

　正面に篤子、背中にありすに抱きつかれた正義はおろおろするばかりだ。

「ちょっ、篤子さんのカバンがジャマよっ。困るんだけどっ」

「やだ校倉さんっ。腕が触ふれるんだけどっ」

「正義くんにくっつかないでよっ」

「痛いでしょっ。ひっかかないでっ」

　正義の身体の脇わきで、篤子とありすが腕の剥はがしあいをしはじめた。

　ありすはほっそりして見えるくせに意外に豊満で、抱きつかれると背中にムネのふくらみが当たってたまらない。

　彼女らがいさかいをするたび、四つの胸乳が背中と胸むな板いたをこすってくる。

　髪から漂ただようシャンプーの甘あまい匂においにムズムズする。

「ちょっ、ちょっと待ってくれっ。わかった。部屋を変えよう。俺の部屋だと墓地は見えない。俺がこっちで寝ねる」

　ありすがぱっと抱擁をほどいた。

「わーっ。正義くんの部屋ーっ!?　うれしいっ」

「えええ？　いいの？　悪くない？」

　篤子も抱擁をほどいた。

　サンドイッチの具状態から解放され、恥ずかしくて照れくさいヌクヌク感が引いていく。

「狭せまいから布団ひとつしか入らないけど、ひとりは俺のベッドを使ってくれ」

「私、正義くんのベッドで寝るーっ」

「もうもうもう信じられないっ!!　校倉さんには恥じらいってものがないの!?」

「篤子さん、いったい何を考えてるの？　べッドで寝ることの、どこが恥ずかしいの？」

「そ、そうよね。そその、わわわ私、いつもベッドで寝てるのよね。だから、えっと、そのう、ベッドで寝たいなーって思うの。ほら、枕まくらが変わると寝られないって言うでしょ？　べ、別にね、鈴木くんが好きなわけじゃないからねっ」

「ツンデレだわーっ。篤子さんってわかりやすいわーっ」

「ふんっ、ふんふんっ、校倉さんはアホみたいに素す直なおよねっ」

　ありすと篤子がいさかいを起こしている。

　霊がついている。キモい。正義に触さわられると霊が移るとささやかれたことさえあったのに、ありすと篤子に取り合いをされて胸の奥がムズムズする。

「いいよー。私、篤子さんにベッド譲ゆずるね。私、正義くんと一緒に寝ちゃうっ」

「きゃーっ、な、なんてことを言うのよーっ」

　篤子が興奮して身体をひねった。

　篤子が肩から下げている学生カバンがぶーんとうなり、再び正義の顔面を襲おそう。

「うっ」

　教科書がいっぱいに入ったカバンで顔を叩かれ、文字通り目の前で火花が散る。

　正義は顔面を押さえてその場に座すわりこんだ。

「きゃあっ。鈴木くんっ」

「ま、正義くぅーんっ。しっかりしてぇ」

　――俺、合宿が終わるまで、無事だろうか……。

　前ぜん途と多た難なんであった。
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「うん。いい味っ。いいできよね」

　髪を首の後ろで縛しばり、セーラー服にエプロン掛がけのありすが、小皿にとりわけたカレーを味見して、幸せそうに笑えみ崩くずれる。

　ふああんっとした柔やわらかい笑みは、見ているだけでほんわかして、幸せな気分になってくる。

「正義くん、タッパー使っていいかな？　カレー、いっぱい作ったから、タッパーに入れて冷れい凍とうしておきたいの」

「ありがとう。あれっ、ありす何してるんだ？」

　正義は、リビングのテレビの前に座りこみ、ＤＶＤを選びながら言った。

　ありすはタッパーの上でスプーンを動かしている。

「じゃがいもをつぶしてるの。じゃがいもって、固まりのままで冷凍すると、ばすばすして美味おいしくなくなっちゃうの」

「掃除、終わったわよ。鈴木くん、部屋、散らかってるじゃないの。ゴミぐらい捨てなさいねっ」

　篤子が掃そう除じ機きを持って階段を降りてきた。篤子もセーラー服にエプロン掛けだ。

　作務があるから汚よごれてもいい服装で来てほしいと言ったところ、エプロンを持参したのである。篤子は若妻風サロンエプロンで、ありすはフリルいっぱいの白いメイドエプロンだ。

「だいたい、鈴木くんってさ、教室のゴミはまめに捨てるくせに、どうして部屋のゴミは捨てないのよっ」

「その通りだよな。母さんがいないから、自分でご飯作って洗せん濯たくしてると、部屋の掃除まで手が回らないんだよ。本堂や庭の掃除もしなきゃいけないし。……だから、掃除とカレー、すげぇ助かる」

「ふんっ。たいしたことはしてないわ」

「私は正義くんの役に立ててうれしいな」

　篤子がつんとして胸を張り、ありすが花が零こぼれるように笑う。

　ここまでくるまでが大変だった。

　じゃんけん勝負をして篤子が勝ち、ベッドで眠ねむる権利は篤子がゲットした。

　正義の部屋に入った篤子が悲鳴をあげ、ほこりまみれじゃないの、掃除機はどこにあるのと、大おお騒さわぎをした。

　じゃあ私料理するねーっとありすがさっさとキッチンに立ち、流し台に溜たまっていた汚れた食器を洗い始めた。

　正義はすることがなく、漫まん然ぜんと立っているだけだった。

　食事をしながらビデオでもかけようと、ＤＶＤをあさっている最中だ。

「ありすも篤子さんもありがとう」

「どういたしまして。私は、私が寝るのに、部屋が汚れてると嫌いやだから掃除機をかけただけよ」

「どういたしまして。私は正義くんに食べて欲ほしくて、カレーを作っただけよ」

　ありすが篤子の口調を真ま似ねて返した。

　照れて憎まれ口ぐちを利きき、好意が曲線を描えがいてやってくる篤子と、まっすぐに好意を寄せてくれるありす。二人ともがかわいい。

「正義くん、味見してくれない？　あーんっ」

　ありすが、小皿によそったカレーを、スプーンですくって差し出だす。

「味見は、いいよ。ありすの料理がうまいことは、ちゃんとわかってるから」

　ドオンと音がした。

　篤子が掃除機を床ゆかに投げ捨てたのだ。みけんにアオスジが寄り、怒ど気きが放たれてる。

　――篤子さん、怒おこってる？

　篤子が正義を押しのけた。そして、スプーンをぱくっとくわえる。

「あーっ」

　ありすが不満の悲鳴をあげる。

「はいはい。おいしいおいしい。これでいいっ!?」

「ひっどい。篤子さんっ。嫉しつ妬としないでよぉっ」

「誰だれが嫉妬ですってぇっ!!」

　つかみあいのケンカになりそうな二人の間に、正義は無む理り矢や理りに割りこんだ。

「宿題して、夕方の勤行してから、ごはんにしようぜー」
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「おいしいっ。あー、私って料理の天才ねっ」

「うん。カレー、すっげぇうまい」

「悔しいけど、おいしいわ」

「えへへ。チョコとコンソメが隠かくし味あじになってるんだよー」

　料理好きのありすの作ったカレーはおいしかった。家庭料理ならではの、さっぱりした優しい味だ。母の作る辛いカレーとは違って、かなり甘めのカレーだが、チョコとコンソメの隠し味のおかげなのか、こくがあっておいしい。

「それにね。私の愛情もいっぱいつまってるからねー。……きゃあきゃあっ。私ってばー、恥ずかしいコト言っちゃってるーっ」

「校倉さんって恥じらいってものがないのっ!?」

「ビデオかけるよ」

　正義は、リモコンを操作し、父が撮さつ影えいしたＤＶＤを再生した。

　東京ボーズコレクションという手書きの文字が画面に映り、次に築地本願寺の映像になった。

「東京ボーイズコレクション？　お寺でファッションショーなの？」

「ボーイズじゃなくて、ボーズ」

「坊ぼう主ずっ!?」

「ちょっと前に東京でやったイベントなんだ。父さんがホームビデオで撮影してきた」

「ふうん」

　宗派を越こえて仏教界が一丸となって法要を行った歴史的イベントなのだが、若い僧そう侶りよが企き画かく立案したために、大人たちが顔をしかめ、一いつ般ぱん人じんが抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうし、マスコミが大挙して押し寄よせるお祭り騒さわぎになったという。

「わーっ。何これっ。おっきな仏ぶつ壇だんね」

「仏壇じゃないよ。本堂に舞ぶ台たいを作ったらしいよ」

「般はん若にや心しん経ぎようロック？」

「わーっ。踊おどってるっ、踊ってるよぉっ！」

「お経きようでラップだぁっ」

「お坊ぼうさんのファッションショーみたい」

「声しよう明みようだよ。お経を唱えながら歩くんだ」

「花はな吹雪ふぶき撒まいてるよー」

「散さん華げっていうんだ。花びらに見立ててるんだ」

「すごーいっ。綺き麗れいーっ。楽しそうっ。お坊さんの服装がカラフルなのね。青とか赤とか紫むらさきとかあるんだね。黒一色かと思っていた」

「法ほう衣えって、宗派によっていろいろみたいだ。カフェ・ド・シンランが開かれていて、坊さんがウエイターをしたそうだ」

「親しん鸞らん!?」

　二人が笑い転げた。

　お寺のことを知りたいと言われるのはうれしいので、なるべく柔らかいビデオを選んだのだが、柔らかすぎたらしい。

　真ま面じ目めなイベントなのだが、ここまでウケるとは思わなかった。

「お坊さんって、いったい何をやってるのよー」

「うーん。何だろう？　作務して、お経を詠よんで、木魚叩いて、葬そう式しきして、法要とかのイベントして……あ、仏前結けつ婚こん式しきとかもするんだよ」

「ふーん。お寺ってお葬式するところって感じなのに、結婚式までやっちゃうんだねー」

「鈴木くんと結けつ婚こんすると、仏前式になるのかしら？」

　篤子がメガネを光らせながら言った。

　ぶっきらぼうな口調だが、頬が赤く染まって、前のめりになっている。

「うん。福ふく鳳おう寺じのおじさんが式をやってくれると思うよ。運命の赤い糸ってあるだろ。仏教の結婚式って、生まれる前から決まってる運命の恋人と出で逢あうことができました。一いつ緒しよに暮らしますので見守ってくださいねって、ご先祖様と仏様に報告する儀ぎ式しきなんだそうだ。因いん縁ねんっていうんだって。たしかどっかに両親のときのビデオがあるはずだけど……」

「運命の赤い糸……ロマンチックだわ……」

　ありすが左手をひろげて目の前に掲かかげた。そのまま妄想モードに入りぼうっとする。ありすの目には、赤い糸が見えているのだろうか。

「ステキな考え方ね」

　篤子もカレースプーンを持ったままでうっとりしている。

　妄もう想そう癖へきのあるありすはまだしも、クールな篤子まで、こんな反応をするなんて思わなかった。

　仏前結婚式のビデオをかけるのはやめておいたほうがよさそうだ。このまま何時間も経過しかねない。

「あーっ。カレーがおいしいなぁっ」

　正義はわざとらしく大きな声をあげた。

　ありすと篤子がはっとして見つめ合った。

「負けないからね」

「私もよ」

「正義くんの赤い糸は、私だからっ」

「私よっ」

　ありすが宣戦布告し、篤子が受けて立つ。

　二人の間で火花が散る。

　――うう、胃が痛ぇ。

「わあぁ。カレー、すっげぇおいしいーっ」

　緊きん迫ぱくの食しよく卓たくに、正義の声がわざとらしく響く。

　胸むな騒さわぎの夕べが過ぎていく。
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　――はー、なんか疲つかれた……。

　正義は客間の布団の中で寝ね返がえりを打った。

　眠いのに、妙みように気が立って眠れない。

　少しばかり期待していたラッキースケベなイベントはまるでなく、半脱ぬぎの彼女とバッタリといったラブコメ展開も皆かい無むだった。

　デート気分で楽しかったというよりは、ツノつき合わせて火花を散らす二人の間でオロオロするばかりという、気の休まるところのない半日だった。

　朝五時起きなのだから、早く寝なくてはと思うのに、なかなか睡すい魔まはやってこない。

　目を閉じると、まなうらに篤子とありすのパジャマ姿が浮うかんできてドキドキする。

　二人ともお風ふ呂ろ上がりでほかほかに上気して、いつもと違う魅み力りよくがあった。

　ありすはピンクのクマさんパジャマで、濡ぬれた髪をルーズにアップして、瞳ひとみを寄り目にしながらお肌はだのお手入れに余念がなかった。

　篤子はメガネなしで髪を結ゆわえず、ブルーのチェックのシンプルなパジャマを着て、寝る前のひととき、ハードカバーの純文学を読んでいた。

　メガネのない篤子は意外に子供っぽい顔をしていて、ありすはクマさんパジャマの打ち合わせのあいだから、胸の谷間の白い素す肌はだがのぞいていた。

　ありすと篤子は、今いま頃ごろ正義の部屋で寝ているはずだが、正義はなかなか眠れない。

　篤子のいう、枕が変わると寝つけないというのは、意外と本当なのかもしれない。正義はパジャマの上にはんてんを羽織って廊ろう下かを歩き、リビングに入る。

　キッチンで水を飲もうとしたのだ。

「きゃっ。お、オバケ!?」

　廊下の向こうから歩いてきた人ひと影かげが悲鳴をあげて、びくっとすくんだ。

「なんだ。正義くんかー」

　ありすだった。クマのぬいぐるみを胸に抱だいている。クマさんパジャマを着てクマのぬいぐるみを抱くありすは、十七歳さいという年ねん齢れいよりも幼く見えた。

「なんだじゃないだろ。やっぱ、寺の夜は怖こわいのか？」

「ダルフィーがいるから大丈夫よ」

「それ、家から持ってきたんだ？」

　ありすのお泊まりカバンが大きかった理由がやっとわかった。

　ぬいぐるみまで入れてきたら、かさばって大変だ。

「うん。いつも一緒に寝てるの。でも、この子抱きしめてるのに、なんか眠れなくて。いつもはダルフィーを抱きしめると、すぐに眠くなるんだけどな」

　ありすはクマのぬいぐるみを抱きしめて頬ずりした。

「篤子さんは？」

「ぐっすりよ。『鈴木くんのベッドだー、鈴木くんの匂いがするぅー』ってオオハシャギして、すぐに寝ちゃった。……あ、正義くん、顔、真っ赤になった!!」

　正義はゴホッと咳払いをして、強ごう引いんに話題を変えた。

「ミルク、温めようか」

「そうね。なんか眠いのに眠れなくて。私、正義くんと一緒に寝たいなー」

　正義はゴホゴホッと咳払いをした。顔から火が出そうだ。

　――意味、わかって言ってるのかなー？

　軽くかわしておく。

「俺おれはダルフィーじゃねーよっ」

「あっ。そうだ。一緒に寝ちゃダメなのよ。さっき、篤子さんと出し抜ぬかない協定を結んだのよね」

　正義はゴホゴホゴホと咳払いをした。

　正義の部屋で、ありすと篤子は、どんなガールズトークを繰くり広ひろげていたのだろう。

「ミルク、どうする？」

「飲むっ。甘くしてねっ」

「わかった」

　リビングに移動しようとしたら、ありすが手を握ってきた。通学の手つなぎと違って、パジャマの女の子と手を握っているのだ。夜闇やみが立ちこめる家に、女の子の甘い匂いが漂ってきてどきどきする。

　同じボディシャンプーを使ったはずなのに、ありすが使うと、どうしてこんなにいい匂いになるのだろう。

　十一月の千葉の夜。寒いはずなのに身体がどんどん熱くなる。片かた腕うでにダルフィーを抱いたありすが妙にかわいく見える。心臓が高い鼓こ動どうを刻む。

　――なんかこれって、ヤバイかも。

　――自制心自制心自制心……。
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　念仏のように心の中で唱えながら、冷蔵庫から牛乳パックを取りだして、マグカップに注ぐ。砂糖を入れてレンジでチンし、湯気の立つカップを、ありすの前のテーブルに乗せる。

　正義は向かい合う席に座った。

　いつも自分が座ってご飯を食べている食卓に、パジャマ姿のありすが座っている様子は、どこか不思議な光景だ。

「頂きまーすっ。……はーっ。甘くておいしーっ。ねっ。ダルフィー、おいしいよねー」

　隣となりの椅い子すに座らせたぬいぐるみに話しかける。

　マグカップを飲んで、ほうっと息をつくありすは、くつろいだ表情を浮かべている。

　長いまつげが優やさしい顔だちに影かげを落とし、やわらかい陰いん影えいをつける。

　――うわぁ。ありす、すげぇかわいい。

「正義くんは飲まないの？」

　胸がいっぱいでミルクどころではない。

「ありすの顔を見ているほうがいい」

　口に出してしまってから後こう悔かいした。

　ありすがかーっと顔を赤くした。

「ごめん、へんなこと、言って……」

「い、いいけど、……恥ずかしいよ……」

　照れくさい空気が立ちこめて、二人して、テレテレしながら笑い合う。

「えっと、正義くん。聞いてもいい？」

　例のことだと気がついた。うなずくと、ありすは遠えん慮りよがちに聞いた。

「……先生のこと、ほんとうにいいの？」

「ああ」

「無理しないでよ。私、わかるよ。正義くん、すごく無理してる」

　そうだった。図書館で、正義が黙だまってくれと言ったとき、みんなは正義を誉ほめたのに、ありすだけは無言だった。眉まゆ根ねを寄せて正義の顔をじっと見ていた。どこか不安そうな表情は、正義を心配していてくれたからだ。

　正義が、わだかまる気持ちを一いつ生しよう懸けん命めいに押おし殺ころしていることを、ありすだけは気付いていた。

「はは。そうだな。俺、ほんとうはさ、ありすに好かれるような人間じゃないんだ。ほんとうは先生が許せないんだ。十年経ってるのにさ。……ちっさいよなぁ」

「……」

　ありすはマグカップを両手で覆おおい、小首を傾かしげてじっと聞いてくれている。

「いじめが許せない、っていうより、先生が忘れていたことがショックだったんだ。俺は忘れられなくて、十年間ずーっと引きずっていたのに、先生は綺麗さっぱり忘れて楽しい毎日を過ごしてたんだ。リア充でさ。それが、なんか悔くやしくてさ」

「うん」

「ほんとうは、俺、先生が嫌きらいなんだ。あんなことをした先生なんて、不幸になってしまえって思ってる」

　――俺、なんでこんなことまで話しているんだろう。

　ミルクの湯気が魔ま法ほうをかけたとしか思えない。

　ずっとずっと不安だった。

　ありすは正義を立派な人だと思っている。本当の自分はつまらない人間なのに、ありすは正義に理想を見ている。

　彼かの女じよはいつか正義のほんとうの姿を知って、正義のもとから去っていく。ありすが自分にまとわりつくのは、彼女が幻げん滅めつするまでの少しのあいだ。

　だから正義は、ありすと仲良くなるのが怖かった。仲良くなりすぎると、彼女が去っていったあとがつらいから。

　いっそ嫌きらわれるようにしむけて彼女を退けようかと思ったりもしていたので、自分が立派な人間じゃないと口にするのは、快感にも似たさっぱり感がある。

「みんな同じだよ」

　ありすは自分になぞらえているのか、泣きそうに笑った。

　そんな笑いかたをすると、ハムスターを思わせる小動物的容姿が強調されて、かわいいのにつついていじめてやりたいというような、相反する感情が誘ゆう発はつされる。

「がんばらなくてもいいんだよ。悔しくて当然だし、憎にくらしくていいんだと思うの。普ふ通つうの感情だと思うよ。私も同じだったしね」

　ありすの言葉が、じゅんじゅんと胸に染しみていく。

　ありすの中学受験は大変だったと聞いた。小学四年生から週に三回塾じゆくに通い、六年の一年間は勉強漬づけで、中学受験に成功し国立の友ゆ梨り女子大学の附ふ属ぞく中学に入学した。

　なのに、クラスメイトのお嬢じよう様さまたちにぶりっこだといじめられ、内部進学せずにわざわざ元千葉高校を受験した。

　周囲とズレるリズムから、不思議ちゃん扱あつかいされて。

　かわいい容姿のせいで、学園の隠れアイドルとしてごく一部で有名で。

　親友には、対等な友達というよりは、ペットを可愛かわいがるように応対されて。

　だけどありすは、しっかりした女の子で、正義をまっすぐに見つめてくれる。

「俺、寺の息子むすこなんだよ。いずれは住職になる人間なのに、悔しいとか憎いとかって、未熟っていうか、女め々めしいと思うんだ」

「まだお坊さんになる前なんだし、今は未熟でも、修しゆ行ぎようして、いいお坊さんになればいいじゃない？」

「そうだな」

　仏教系の大学に進学し、卒業後本山で研修を受けて修行し、お坊さんになるのはそのあとだ。

　僧侶になったら修行は終わりではなく、一生修行が続くのだから、今はまだ未熟でも、いつか立派な僧侶になればいい。

「先生が嫌いでも、先生の陰かげ口ぐちを言ったり、いじわるしたりしないの、正義くんのいいところだと思うの」

「陰口言うのが怖いんだよ。言われたほうが嫌な気分になるのを知っているから」

「私。それって、正義くんの、強さだと思うよ」

「強いかな？　俺」

　正義は髪をいじった。

　自分のことを強いなんて思えないが、少しはましに見えるとしたら、それはきっと髪のせい。

　他人の悪意から自分を守り、感情を覆い隠す長ちよう髪はつのせい。

　髪を切ってさっぱりしても、自分は強くいられるだろうか。

　髪かみ越ごしに世界を見るのではなく、まっすぐに正面を見ても、自分は傷つかずにいられるだろうか。

「うん。正義くんは強いよっ！　カッコイイし、最高の男の子だよ！　だって、私が好きになった人だもんっ！」

　きっぱりと言い切られ、照れくささのあまり下を向く。

「まっずっいーっ。私、篤子さんと出し抜かない協定、結んだのにっ。正義くんっ。このこと、篤子さんには黙っててねっ!!」

　ありすはずずっとミルクを飲み干すと、キッチンに立ち、マグカップを洗って洗あらい桶おけに伏ふせた。

「ありす、その、たとえばの話だけど、俺、髪を切ったらどうだろう？」

　ありすには、この長髪は、霊れい感かんが欲しくて伸のばしているのだと言っていた。自分が傷つかないための防護膜まくだとか壁かべだとか言いたくなかったからだ。

「いいんじゃない？　きっと似合うよ」

　ありすはふわぁんっと笑いかけた。

　なごむ笑え顔がおだった。

「じゃあね。おやすみ。寝に行くねーっ」

　ありすはあっさりと出ていった。

　甘い香かおりだけを残して。

　正義は、かすかに立ちこめる残のこり香がを、胸いっぱいに吸いこんだ。







五時間目　真相







　本堂にリンの音が、涼すずやかに響ひびく。

　ご本尊に手を合わせて、勤ごん行ぎようが終わった。

　ほんとうは所作があるのだが、寺の息子でしかない正まさ義よしには、経きよう本ほんの通りにお経を詠むのがせいぜいだ。

「はーっ。足が痺しびれたよーっ」

　ありすが正座を崩して腰こしをひねり、ふくらはぎをさすっている。

　私服のありすはかわいかった。モコモコしたニットにティアードタイプのミニスカート、レギンスという軽装だ。

　篤あつ子こは、きちんとした印象のワンピースにカーディガンを羽織り、大人っぽくストッキングを履はいている。

「この本、おもしろいわね。こんな形の本、本屋さんに売ってないよね」

　篤子が経本をべろんと広げて、しげしげと眺めている。

　経本は、細長い和紙を蛇じや腹ばらに折って作ったお経の本で、表紙と裏表紙だけに厚紙が張ってある。

「それ、昨日も聞いた」

「でもやっぱり珍しいものは珍しいよね。篤子さん」

「朝ご飯食べようよー。カレーはね、二日めのほうがおいしいんだよー。ふふっ。楽しみー」

「私は朝からカレーはちょっと」

「篤子さんはパンとミルクにしようか？」

「うん。そうね。ありがとう。朝はあんまり食欲がないのよね」

「お腹なか減ったなぁ。私は朝から食欲ありまくりよ。朝ご飯が楽しみだわ」

　腰をあげたとき、リビングの電話が鳴った。ありすがびくっとして身体をすくませた。早朝の電話の音は不ふ吉きつな響きがある。

　イタリアの両親が、海外旅行に浮かれるあまり、時差を忘れて電話してきたのだろうか。

「はい。縁えん廉れん寺じです」

「帝てい東とう大学病院市原医い療りようセンターです」

　事務的な女性の声が聞こえてきた。

「は？」

　帝東病院は、姉あねケが屋やにある総合病院だ。ドクターヘリもある先せん端たん医い療りようの大学病院だが、病院から電話がかかる覚えがない。

　不安が増した。緊きん張ちようし、受話器を持つ手に力が入る。なにか大変な連れん絡らくが来たという予感があった。

「さきほど入院されました橋はし本もと祐ゆう造ぞうさんが、そちら様へ連絡を取って欲しいとおっしゃいましたので電話を致いたしました」

　橋本祐造さん。橋本のおじさんのことだ。

　縁廉寺の兄弟寺院、福ふく鳳おう寺じの住職。

「えっ？　どういうことですか？　おじさんが入院ってどうしたんですか？」

　わけがわからず問い返すと、ていねいな説明が返ってきた。

　福鳳寺の住職、橋本のおじさんは、胸の痛みを訴うつたえて救急車を呼び、緊きん急きゆう入院した。おそらくは虚きよ血けつ性せい心しん疾しつ患かんと思われる。おじさんはひとり暮らしのため、入院に伴ともなう保証人が必要で、縁廉寺に連絡を取って欲しいと言われて電話をかけた。

　救急車、緊急入院、保証人、虚血性心疾患……。

「僕ぼくは未成年ですが、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　保証人になれますか？」

「ご両親はいらっしゃいませんか？」

「旅行中です」

「お帰りは何日の予定ですか？」

「五日後に帰国の予定です」

　おじさんも、鈴すず木き家が正義だけになっていることはわかっていたはずだ。

　だが、おじさんに家族はいない。縁廉寺に連絡するしかなかったのだろう。

　――なんでこんなタイミングで……。

　前におじさんが様子を見に来たとき、顔色が悪かった。老ふけこんでいるようにも見えて、覇は気きがなかった。

　両親は留守なのだから、正義がしっかりするしかない。

　だが、動どう揺ようははげしくて、不吉な予感に胸が高い鼓動を刻む。

「未成年では保証人は無理ですね。では別の方に連絡を致します。どうも失礼いたしました」

　電話が切れた。

「正義くん、どうかした？　入院とか保証人とか言っていたけど」

　ありすが遠慮がちに聞いた。

「橋本のおじさん、ほら、前に来た福鳳寺の住職だけど、救急車で運ばれて、帝東病院に入院したそうだ」

「ああそれで保証人……」

「保証人って何なの？」

「入院費ってけっこうお金がかかるから、病院が保証人を要求するの。もしも入院患かん者じやが踏ふみ倒たおしたら、保証人に治ち療りよう費ひを請せい求きゆうするの」

　篤子が言った。篤子は父が開業医で、入退院を繰り返かえす病気の妹がいるため、病院事情にくわしい。

「ふうん。そんなのあるんだ。でも、三割負担だし、そんな大金にならないんじゃ？」

「保険のない人もたまにいるの。実費負担だと、ちょっと入院するだけで何十万とかかるのよ」

「入院って大変なんだね……って、お見み舞まいに行かなきゃっ。入院するぐらいだから、大変な病気なのかな？　キョケツセイシンシッカンって何だろ。検けん索さくしてみるね」

「そうだな」

　海外にいる両親に連絡したほうがいいのかと思ったが、父の性格だと旅行を切りあげて帰国しかねない。まず見舞いにいって、どんな状じよう況きようか確かく認にんしてからのほうがいいだろう。

　駅前のロータリーから病院行きのバスが出ている。今日は平日だから、バスの本数は多いはず。

「私も行っていい？」

「私も行くっ」

「わかった。一緒に来てくれ」

　病院に詳くわしい篤子と、いざというときは度胸が据すわりてきぱきと行動するありす。正義は動揺しているので、一緒に来てもらえるのはありがたい。

　お金が必要だろうと考えて、両親から預かっているキャッシュカードを財さい布ふに入れる。

「緊急入院したんだよね。タオルとか新品の寝ね間ま着きとか、ティッシュとか、新品の歯ブラシとか、下着とか、マグカップとか用意したほうがいいわ。入院するとき、あると便利なの」

「わかった。篤子さん」

　あわててタンスの引き出しを探す。

　歯ブラシは客用の買い置きがあるし、タオルも下着も新品がある。だが、パジャマとか新品のカップとかはさすがにない。

「全部は見つからないや」

「あるものだけでいいの」

「見舞い品ひん、どうしようか」

「そんなの買わなくていいの!!」

「虚血性心疾患ってこの漢字でいいのかな。……心臓の血管が虚きよ血けつ、すなわち、失われる疾しつ患かん。心臓に血が行いき渡わたらず、ひどい苦痛を伴う。心筋梗こう塞そくや狭きよう心しん症しようのこと。命にかかわる病気」

「大変だわっ！　早く行かないと」

「うん」

　正義は紙かみ袋ぶくろの中に、買い置きの新品のトランクスや客用の歯ブラシなどをつめていく。

「バスの時間、検索するね。小こ湊みなとバスでいいのかな？　あ、出たわ。姉ケ屋駅七時二十三分発がいちばん早いみたいだよ」

　ケータイを見ているありすが言った。

「そろそろ出たほうがいいわ」

　火のもとを確認し、戸と締じまりをして、本堂へとつながる玄げん関かんのドアも鍵かぎをかける。いつもは玄関は閉ざさないのだが、緊急事態だから念のためだ。

「行こう」

「うん」

　入院グッズが入った大きな紙袋を提さげて、参道を歩き、駅前のバスロータリーへと急ぐ。

　大きな紙袋の中でティッシュの箱が前後に動いてカサカサと鳴る。不吉なリズムを刻みながら。




　　　　　☆




　受付で聞いたところ、おじさんの病室は、集中治ち療りよう室しつではなく、一いつ般ぱん病びよう棟とうだった。

　正義は、病びよう棟とうの廊下を、部屋番号を確認しながら歩いていた。

　朝の病棟は、朝食のワゴンを押した看護婦と、体温計とファイルを持った看護婦が廊下を行き交い、忙いそがしそうだ。

「検温です」

「朝食です」

「お茶持ってきました」

　そんな声があちこちから聞こえてくる。

「私、一階のロビーで待ってるね」

「そうね。私もそうする」

　ありすと篤子が気を利きかせ、元来た道を戻もどっていく。

　面会時間前に来て、迷めい惑わくだったかもしれないと思いながら廊下を歩く。正義は関係者ではあるものの、親しん戚せきでもなければ身内でもないのだ。追い返されるかもしれない。

　三〇三号室、この部屋だ。名札におじさんの名前が入っている。

「おはようございます」

　ちょうど部屋から出てきた看護婦の女性に挨あい拶さつする。

「面会時間前ですが、お見舞い、いいですか？」

　遠慮してくださいと言われることを覚かく悟ごして言ったのだが、ピンクのナース服を着た看護婦は、優しい笑顔を向けてくれた。

「いいですよ」

　恐きよう縮しゆくしながら部屋に入る。

　ベッドで上半身を起こしてテレビを見ていたおじさんが、正義をみつけて笑いかけた。

「おお、正義くんか。来てくれたのか」

　入院用の浴衣ゆかたを着てくつろいでいるおじさんは、いつも通りのおだやかな笑みを浮かべている。顔色も悪くなく、病気のようには思えない。

　一般病棟なので、緊急手術とかはないだろうと思っていたのだが、元気な姿を見てほっとした。

「おじさん……よかった。元気そうだ」

「ははは。すまん。鈴木くんたちは旅行中だってこと知っていたはずなのに、どわすれしてしまってね。正義くんを呼びつけることになってしまって申し訳ない。学校に行かなくていいのか？」

「創立記念日で休みなんです」

「そうか。それは偶ぐう然ぜんだな」

「ティッシュとか、下着とか持ってきたんです。父の買い置きで、新品です。おじさんと父は同じぐらいの背せ丈たけなので、着られるかなと思って」

「助かるよ。ありがとう」

「具合はどうですか？　救急車で緊急入院したって聞いたから、俺、心配してしまって。でも、顔色も悪くないし、大丈夫そうですよね」

「狭心症の発ほつ作さだったそうだ。発作そのものはすぐに納まったんだが、不整脈があるらしいんだ。このまま入院して、心電図の検査とか、運動して心臓の動きを調べたりするらしい。二日で退院できるそうだ」

「異状があったら手術ですか？」

「緊急じゃない手術は、予約が必要らしいから、いったん退院してからになるだろうな」

「お寺、大丈夫でしょうか」

「昔、うちに修行に来てくれた僧侶に連絡して、留守を頼たのもうと思っていたんだが、正直言って迷ってるんだ。二日程度なら、寺を空けていてもいいかもしれないし。正義くんのご両親が旅行中じゃなかったら、鈴木くんに代理を頼むんだが」

「俺、学校の帰りにでも福鳳寺をのぞきましょうか。お手伝いさせてください」

「ありがとう。とりあえず、それで乗り切ることにするよ。入院が長引くようなら、また考えよう」

「紙袋、ここに置いておきます」

　そろそろ失礼しようかと思っていたときのことだった。

「おーいっ。親おや父じーっ」

　聞き覚えのある声が響き、はみがき粉のＣＭタレントのような青年が顔を出した。

　芝しば辻つじ先生だった。

　スーツではなく、ジーンズにエアティックジャンパーの軽装だ。

「先生？」

「鈴木くん」

　意外な人物の出現に目を見張る。

　――まさか先生はおじさんの……？　でも、名字が違ちがうし。あ、もしかして母方の姓せいを名乗っている、とか？

　いや、いくらなんでも、それはない。

　寺の息子だから霊れいがついている、キモイといじめた先生が、寺の息子なんてありえない。

　正義は驚きよう愕がくのあまり声もでないが、先生もあわてている様子だ。

　アイドルタレントのような顔に、うしろめたそうな表情が浮かんでいる。

「透とおるか。来てくれたのか？　久しぶりだなぁ。三年ぶりかな。大学入学のときに留る美みさんと一緒に食事して以い来らいだから、もう四年近いんだな。大きくなったな」

　おじさんは懐なつかしそうに目を細めた。

　留美さんというのは、離り婚こんした奥おくさんのことだろうか。

「はは。父さん。もう背は伸びないよ」

「母さんは元気か？」

「うん。今は僕、大学の寮りようでひとり暮らしだけど、こないだ電話したら、母さんスーパーのパート、フロアチーフになったんだって。仕事が楽しいって言ってた」

「鈴木くんはもう透と逢あっているのかな？　長男の透だよ。芝辻というのは、離婚した嫁よめの名字なんだ」

　やっぱりだ。芝辻先生はおじさんの息子だ。

　寺の息子だからと正義をいじめた先生は、寺の息子だったのだ。

「あ……、知ってます。し、芝辻先生は、いま、う、うちの高校で、数学の先生をされてるんです。俺のクラスの担当で……」

　顔がひきつる。声が棒読みになる。嫌けん悪お感がにじみ出だす。

　笑え、笑顔を浮かべろ、おじさんが心配する。意外なところで先生に出で逢あって、喜んでいる生徒のフリをしろ。

　自分で自分に言い聞かせるが、衝しよう撃げきは大きくて、表情が繕つくろえない。学校だとあらかじめ覚悟しているからまだ普通の応対ができるのだが、今回は不意打ちだ。

　髪かみが長くてよかった。表情を隠してくれる。仮面のような長髪が、正義の本音を隠してくれる。

　先生はさわやかな笑顔を浮かべた。

「ああ、そうなんだ。俺の教え子だ。こんなところで逢うなんて思わなかった」

「教え子なんて偉えらそうに。教育実習生のくせに。なあ、正義くん、透が迷惑をかけているんじゃないのか？」

　そう言いながらも、おじさんは満足そうに目を細めている。三年ぶりに逢った息子が、がんばっていることが、うれしくてならないのだ。

　――おじさんを喜ばせなくては。おじさんは病気なんだから。俺が嫌いやな気持ちになってること、知られちゃいけないんだ。

「芝辻先生、いい先生ですよ。熱心だし。教え方も、どんどん上手になってるし」

「はは。透の授業は、はじめはそうとう下手だったんだな」

「う、ま、まあ、そうかも。で、でも、一回ごとにわかりやすくなっていくんです」

「あはは。フォローしてくれてありがとうっ。いい生徒だなぁっ」

　芝辻先生が、鈴木の背中をぽんと叩たたいた。

　なんともいえない気持ち悪さがふくらんで、触られたところを剥はがして捨てたくなった。逃にげたい。いますぐ。同じ空気を吸うのもイヤだ。

　芝辻先生の正体を知ったことで、嫌悪感がさらに増した。もう一秒だって、先生と同じ部屋にいたくない。

「はじめは下手で当然だ。いきなり読ど経きようや声明を上手にできる僧そう侶りよはいない。練習して上手になっていくんだ。練習台になった君たちはたまったものじゃないだろうが」

「いや、そんなことは……。俺は、先生、好きですよ」

　正義は冷ひや汗あせにまみれながら、必死で演技をした。

　だが、これ以上はボロが出る。芝辻先生と一緒にいたくない。先生と同じ部屋にいるだけで、息が苦しい。胸がふさがる。吐はき気けさえもこみあげる。叫さけびだしてしまいそうだ。

「じゃ、お、俺、そろそろ……」

「鈴木くん。すまないが、ロビーで待っててくれないか。話したいことがあるんだ」

　芝辻先生がさわやかな笑みを浮かべながら言った。

「あはは。数学の補習ですか？」

「まあ、そんな感じだ」

「そ、それはちょっといやかも……失礼します」

　正義はあいまいに返事をして、病室を辞した。




　　　　　☆




　ありすは、ロビーにやってきた正義の様子が、はっきりとおかしいことに気付いていた。

「待たせてごめん。帰ろうか」

　――あれ？　正義くん、なんか機き嫌げんが悪いみたいな……。おじさんとケンカしたのか
な？

　陰いん気きオーラが濃こく漂ただよっている。髪の陰で、彼かれが渋じゆう面めんを作っているのが目に見えるようだ。

　ベンチに座すわって待っていたありすは立ちあがり、正義の横に移動して、彼の顔を見ようとした。

　横から見れば、正義の表情がわかるからだ。正義はやはり眉根を寄せ、イヤそうに顔を歪ゆがめていた。

　――やっぱりさっきの人は……。

　つい五分ほど前、ロビーのベンチで座っているありすと篤子の前を通り過ぎていったさっきの人。正義はあの青年と出会ったのだろうか。

「どうしたのよ。鈴木くん。顔色悪いわ。おじさんの病気、悪いの？」

　篤子が聞いた。篤子も正義の異状に気がついたようだった。

「おじさんは、不整脈があるから二日間ほど検査入院するんだって。今わかってるのはそれだけ。もう帰ろう」

「さっきね、芝辻先生が私の前を通ってった。なんかすごいひきつった顔で、すごく急いでて、私達に気がつかなかったの。……もしかして正義くん、芝辻先生に会ったの？」

「えーっ。なにそれっ。なんで病院に芝辻先生が来るのよ？　どうして言ってくれなかったの」

「だって、篤子さん、一生懸命純文学を読んでたし。一いつ瞬しゆんで通り過ぎたから、見み間ま違ちがえたのかなって思ってたの」

「ほんとうに芝辻先生？　何をしに来たの？　お見舞い？」

「うん。芝辻先生、橋本のおじさんの見舞いに来たんだ。先生は、福鳳寺の息子だってさ」

「えぇーっ。それはあんまりじゃないの？」

「名字、違うじゃない」

「離婚して、お母さんの姓を名乗ってるらしい」

「だったらなんで、寺の息子が気持ち悪いなんて言うの」

「私、なんかわかるよ。芝辻先生のお母さん、お寺がいやになって出ていったんでしょ？　お寺のイヤなところ、子供に言いながら育てたんだよ。そしたら子供は、寺が嫌いになるよ」

　ありすが言った。

「そうなのかな。そうだったらいいな」

　正義の気持ちはわかる。

　理由もなくいじめられたと思うよりは、理由があるほうがいい。いじめられたという事実は変わらないにしろ、慰なぐさめられる気分になる。

「芝辻先生から、話があるから、ロビーで待っててくれって言われた」

「じゃあ、待ってなきゃ。帰っちゃダメだよ」

　ありすは正義の両手を引いて、ベンチに座らせた。

「俺のほうには、話なんてないんだけど」

「先生の話、聞こうよ。正義くん。ケリつけよう」

　――私ってばえらそうに。友ゆ梨り女から逃げてきたくせに。

　小学校四年から塾に行き、中学受験をして、お嬢様大学の附属中学に合格した。

　なのに、ぶりっこだとか、誰だれにでもシッポを振ふるとか言われていじめられ、内部進学せず、元もと千ち葉ば高校を受験した。

　――私は逃げたんだ。友梨女から。

　でも、正義と出逢って、変わろうと努力して。

　――私は変われた？　少しは変われた？

「話したいことって、どうせ、口止めだろ。正直、芝辻先生とは、学校の外で逢いたくないんだ」

「口止めでもいいじゃない。こんなつまんないやつのせいで悩なやんでたのか、って、さっぱりするかも」

「……かもな」

「私たち、席外すね」

　篤子さんが気を利かせた。

「いや、篤子さんもありすもいてほしい」

「いいの？」

「うん。見てて欲ほしいんだ」

「わかった。私たち、こっちで座って待ってるね」

　ありすは、正義のベンチの横側、観葉植物の陰かげのベンチに座った。ここなら正義の横顔が見えるし声も聞こえる。好都合だ。

　横から見た正義は、リングにあがる寸前のボクサーのような、険しい表情を浮かべていた。
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　先生がロビーにやってきたのは三十分後だった。

　正義は深呼吸して、キュッと唇くちびるを噛かんだ。

「ごめん。待たせた。入院手続きに時間がかかってしまって」

「いいですけど」

　篤子とありすは、観葉植物の陰で話を聞いている。先生の座る位置からは死角になる場所だし、外来で診しん察さつを受ける患者たちで混雑して、二人の姿は目立たない。先生には知られずにすむはずだ。

「帰ってしまったかと思ってた。待っててくれたんだな」

「はい」

　本当は帰ってしまいたかったのだが、ありすにケリをつけよう、と説得された。

　今までは腰が引けていたが、十年間引きずったいやな体験に向き合い、ケリをつける。

　ありすも篤子も正義を見ている。みっともないマネはできない。

「ジュースでも飲もうか」

「あ、そうですね」

　朝ご飯抜きで、水一いつ杯ぱい飲んでない。朝の勤行でお経きようを詠よんで、喉のどが渇かわいていた。

「ポカリでいいか」

　うなずくと、先生が自動販はん売ばい機きでアイソトニックドリンクのペットボトルを買い、正義に向かって投げてくれた。

「頂きます」

　おごってもらうつもりはなかったが、口止め料だと考えて、遠慮なく飲むことにする。

　隣のベンチに座った先生が、ウーロン茶のペットボトルを傾かたむける。

　長い長い沈ちん黙もくのあと、先生がぽつりと言った。

「十年前のこと、すまなかった」

「例のこと、覚えていたんですか？」

「ああ、覚えていた」

「なんであんなこと言ったんですか？　先生も寺の子供なのに」

「寺の子供だから、だろうな。僕が小学校一年のとき、両親が離婚したんだ。母が寺になじめなくて、ノイローゼになった。寺は幽ゆう霊れいがいっぱいいて怖いそうだ」

「霊感のある人には、寺に住むのはキツイかもしれないですね」

　正義には霊感がない。父は霊が見えるそうだが、父が寺にいて平気なのは、僧侶になるための厳しい修しゆ行ぎようを積んだからだ。

　寺と縁えんのない一いつ般ぱんの女性が、僧侶と結婚して寺に住む。しかもその女性は霊感があり、霊が見える。想像するだけでも大変そうだ。

「他にもいろいろあったんだろうと思うんだ。お裏さんっていうのは、大変な仕事だから」

　お裏さんとは、住職の奥さんのこと。

　表に出ない裏方の存在、という意味だ。

「ですよね。うちの母も忙しがっています」

「霊が見えるっていうのは、言い訳だったのかもしれないな」

「俺も霊は見えません」

「ああ。僕も見えない。母さんは、寺の悪口を言いながら僕を育て……いや、これは言う必要がないな。とにかく当時の僕は、寺イコール霊で、気持ちの悪い場所だったんだ」

「うーん」

「西千葉教育大に入って児童心理学を勉強して、やっとわかったんだが、小学六年生って、反はん抗こう期きのはじまりで、親の言うことが無条件に正しいとは思えなくなってくる頃ころなんだ。子供の頃は寺がすばらしいと教えられ、小学生になってからは寺が気持ち悪いと教えられ、混乱していたから、ああいう極きよく端たんな言動に走ってしまったんだな」

　先生は他人ごとのような口調で言う。

「俺が縁廉寺の子供だって知ってたんですか？」
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「知らなかった。でも、そうだろうと思ってた。きりん公園の近くの寺って、福鳳寺と縁廉寺しかないし」

　正義は沈黙を返した。

「鈴木くんがうらやましかったのかもな。僕は迷ってばかりなのに、死んだ小鳥を埋うめる君には迷いがなかった。あの頃の僕は愚おろかだった。あれはいじめだ。許してくれ」

　先生は覚えていた。

　許してくれと言った。

　もう、それでいいような気がする。

　悩んで苦しんだ辛つらい記き憶おくのはずなのに、なんだかもう、どうでもいい。

　過ぎた時間は戻らないが、怒おこる気持ちも削そがれてしまった。

　先生が保身に走り、みっともなく口止めしたら笑ってやろうと思っていたが、笑う気分にもなれない。

　だが、ほんのちょっとだけ、心の重荷が減ったような気がした。

　正義はふーっと息を吐いた。

「先生が教育大に行ったのは、いじめをなくす先生になりたいと思ったからですか？」

「先生にしかなれなかったからだよ。先生でもなろうか。先生しかなれないの、でもしか先生だ」

　先生はそう言うが、西千葉教育大学は偏へん差さ値ちの高い国立大学だ。先生になりたくて進学した、というのが本当のところだろう。

「先生は、なんで先生になりたいと思ったんですか？」

「中学のときにいい先生に出逢って、あんな先生になりたいと思ったからだが、……僕はもう先生になれないな」

「寺、継つぐんですか」

「ああ、ずっと考えていた。父の具合がよくないっていうのは、見習い僧侶から聞いて知ってたし、いつかは僕が寺を継ぐことになるんだろうって。でも、決心がつかず、教育大に入ってしまった。記念受験じゃなくて、記念教育実習だ。はは」

「一般の大学だと、お山での修行、大変になりますね」

　仏教大で仏教の勉強をして僧そう階を取得すると、二ヶ月間本山で修行するだけで得度できる。僧階がない場合、修行期間は一年にも及およぶ。だから、住職の息子は仏教大に進学する。

「ああ、大変だなぁ。本山の修行は厳しいっていうからな。でも、猶ゆう予よはそんなにないんだ。父さんを安心させてやらないと。いつまた発作が起こるかわからないし。大学は休みだな。卒業して、先生になりたかったなぁっ。ちくしょうっ」

　先生は頭をかかえると、バリバリと髪を掻かきむしった。

　さわやかな先生らしくもない仕草だった。

　住職の息子は、住職になることが運命付けられる。

　僧侶になるように育てられるから、正義は僧侶になる未来をいやだと思ったことは一度もない。

　だが、先生は幼い頃に寺を出て、寺の悪口を言う母親に育てられた。まして他になりたい職があり、その職に就つける大学に通っている。葛かつ藤とうがあるのは当然だ。

　いや、迷いなく坊ぼう主ずになりたいと思う自分のほうが珍めずらしいのかもしれない。

　みんな苦しんで悩み、運命付けられている進路と、自分がつきたい職業の狭はざ間まで悩むのだろう。

「俺さ、彼女、いるんだ。大学で知り合って、結婚を約束している。気だてのやさしい、いい先生になりそうな女性だ」

　先生は絞しぼり出すように言った。姉ケ屋の駅前のカフェで、深刻そうに話をしていた女性のことらしい。

　リア充ぶりを自じ慢まんしている内容なのに、沈ちん鬱うつに響くのはどうしてだろう。

「よかったですね」

「彼女は霊は見えない。寺に住んでもかまわない。嫁になってもいいって言ってくれている。先生の仕事をしながらになるだろうし、彼女には、あまりお裏さんの仕事をさせないつもりだ。母さんのときは祖母がいて、ばあちゃんが母さんをいじめたんだが、今の福鳳寺には女手はない。母さんみたいにはならないと思うんだ」

「よかったですね」

　同じ相づちばかり打っていると思ったが、他に言葉が見つからない。

　先生はいったい何を言いたいのだろう。リア充自じ慢まんなのだろうか。

「お願いがひとつあるんだが、かまわないだろうか？　鈴木くんに頼むのは、筋すじ違ちがいな気もするんだが……」

「なんでしょうか？」

　正義は内心で身構えた。

　どんな面めん倒どうなことを頼まれるのだろう。

「縁廉寺で、仏前結けつ婚こん式しきをあげてもらえないだろうか？」

「え？」

　正義は絶句した。

「あつかましいお願いだとは思っている。だが、心のけじめをつけたいんだ」

　――心のけじめ……。

「そ、そうですね。両親が帰ってきたら、父がやってくれると思います」

「お山に行くのは五日後だ。教育実習終しゆう了りようの翌々日だ」

「それじゃ、間に合わない」

　両親の帰国は五日後だ。それも午後。結婚式をしてすぐさまお山なんて不可能だ。

「四日後、次の日曜、鈴木くんが司し婚こん者をやってくれないか？」

「俺おれには無理ですよ。俺は僧侶じゃありません。司婚者はいちばん位が高い僧侶がするべきです。俺は般はん若にや心しん経ぎようと一いち枚まい起き請しよう文もんしか暗唱できないし。まともな式にならないです」

「他に頼める人がいないんだ。式に両親を呼んで、明日、お山に行きます、と報告したい」

「もしかして、結婚することも、山に籠こもることも、言ってないんですか？」

「ああ。本山には、父を通さず、直接連絡を取ったんだ」

「言えばいいのに……」

「だから、式で言うんだよ」

　離婚した両親。寺を嫌きらって離婚した母。教員になることを応おう援えんする一方で、本音のところでは息子に寺を継いでほしいと思っている父。

　式をあげるのは両親に言うため。

　正義は沈黙した。

　――できるのか。俺に？

　正義は、両親の結婚式のビデオを見たことがあるだけ、仏前結婚式は珍しく、縁廉寺では一度も挙げたことがない。一度も式に出席したことさえないのに。

　先生は、心のけじめと言った。

　一年にも及ぶ厳しい修しゆ行ぎように向かうための儀ぎ式しき。

　ありすは言った。ケリつけよう、と。

　仏前式は、ケリをつける儀式としては、最高のものではないのか。

　十年間引きずった気持ちを清算しよう。

「わかりました。つとめさせて頂きます」

「ありがとう。鈴木くん。世話をかけるな。……おい、そこの、女子生徒。校あぜ倉くらさんと柚ゆず木きさんだろ。聞いてないで、出てくればどうだ？」

「ひゃうっ」

　ありすがしゃっくりのような声をあげて立ちあがり、おどおどと振り返った。

「あのあのこれはそのせせ先生」

「きゃあすごい偶然だわ。私は病気で診察に来ただけなのに。先生もお加減が悪いんですか」

　ありすがうろたえ、篤子が苦しい言い訳をする。

「こんな朝早くから三人一緒か。仲いいな。君たち」

「ちょっと風か邪ぜ引いちゃってーっ。ゴホゴホ。たまたま校倉さんがいてびっくりしてたんですよー」

「そ、そうよねー。篤子さん。偶然よねー。私も風邪なの。あー喉が痛いよ。ゲホンゲホン」

「あはは、もう演技はいいから」

　先生が言った。

「ありす。篤子さん。手伝ってくれないか？」

「手伝うって、お式を？」

　ありすは語るに落ちたことに気付いてない。

　先生がはははっと笑った。

「三三九度の杯さかずきとか？」篤子が首をひねりながら聞く。

「うん。仏前にも三三九度の杯みたいな儀式があるんだよ。誓杯の儀ぎっていうんだけど」

「せんぱい？」

「誓ちかいの杯の儀式って書くんだ。そのとき、お酒の入った提ひさ子げを持って注いで回る女の人が二人いるんだ」

「頼む」先生が頭を下げた。

「私、先生が嫌きらいですが、鈴木くんの頼みなら手伝ってあげます」

　篤子が言った。

「ツンデレだーっ。ツンデレだーっ」ありすが茶々を入れる。

「デレてないっ。私がデレるのは鈴木くんだけよっ」

　篤子は、自分で言っておきながら、かっと顔を赤くして背中を向けた。

「ありすはどうする？　手伝ってくれるか？」

「もちろん手伝うよ。仏前式の結婚式……。ロマンチックよね……」

「妄もう想そうしないでくれよな」

「大だい丈じよう夫ぶよ。私、イザとなればちゃんとできるの、正義くんだって知ってるでしょ」

「先生、日にちと時間、決めてしまいましょう」

「えっと、日曜は先負だから」

　先生がケータイのカレンダーを見ながら言った。

　あとを引き取って正義が話す。

「午後からのほうがいいですね。午後一時集合、一時半からスタートってことで」

「じゃ、僕、先に失礼するよ。彼女に逢って、結婚式のこと、相談しなくてはならないからね」

「先生、招待状を作って、今日中に送ってしまってください。本堂に入れるのは、三十人が上限です」

「ああ、そうする」

「招待状に、お山に行くこと、休学のことも書いておいてください。式の最中に揉もめるのは困ります」

「わかった」

「出席者の人数がわかったら、ケータイに電話してください。俺のは〇九〇の……」

「わかった。僕のは……じゃあ、これで」

　先生がロビーを抜ぬけて、玄関から出ていった。

「正義くん、ほんとうにいいの？」

「いいんだ。ケリつける」

「そうだね」

　そのとき、ぐーっと音が鳴った。

「や、やだっ。どうしてこんなタイミングでお腹が鳴るの」

　ありすが顔を赤くしてあわてている。

「帰って、朝ご飯にしよう」

「うん」

「お式のとき、何をすればいいのか、私たちに教えて」

「そうだな。朝飯のあと、仏前結婚式のＤＶＤ見て、打ち合わせしよう。俺も実は、ほとんど知らないから、勉強しないと。……ごめん。なんか、デートのはずだったのに。メチャクチャになってしまった」

「えーっ。これってデートだったんだーっ!!」ありすが嬌きよう声せいをあげた。

「私は犯罪における宗教のかかわりについて、知りたかっただけよ」

　篤子がメガネのブリッジをクッと押おさえた。

「ふーんっ？　鈴木くんのベッドだぁっ。鈴木くんの匂においがするぅって大おお騒さわぎして、満足そうな顔して寝ねちゃったのは誰かなー？」

「校倉さんっ。ちょっと、誤解されるようなこと言わないでっ」

「やーんっ。暴力反対っ。正義くん助けてぇっ」

「あはは」

　外来で混こみ合あう病院のロビーに、なごやかな空気が満ちていた。




　　　　　☆




　バスを降り、姉ケ屋駅のロータリーを、三人で歩いていたときのことだった。

「あっ」

　ありすが驚おどろきの声をあげ、回れ右をした。そして電話ボックスの裏側へと回りこむ。

　ありすと手をつないでいた正義は、彼女に手をひっぱられて振り回まわされ、とまどうばかりだ。

「なんだ。どうしたんだ？　隠かくれんぼか？」

「あ、あ……」

　ありすは隠れ鬼おにをするみたいに、電話ボックスに片手とおでこをつけて顔を隠しながら、駅に向かって歩いてきた三人の女子高生を指差している。その手が小刻みに震ふるえていた。

「どうしたのよ？　校倉さん」

　篤子の声がため息のように響ひびいた。篤子には不思議ちゃん特有の奇き行こうのように思えるのだろう。

　だが、正義は知っている。ありすの奇行にも、不思議会話にも彼女なりの意味があることを。

「あの三人が、何かあるのか？」

「友梨女の制服……、附ふ中の……お、同じクラスの、……私を、い、い……」

　ありすは、泣きそうに唇を震わせている。

　附中とは、附ふ属ぞく中学という意味だ。

　友梨女子大学附属中学は、ありすが通っていた中学だ。

　ありすは小学校四年から塾じゆくに通って中学受験し、偏差値の高い国立のお嬢じよう様さま女子校に入学したのに、いじめに遭い、内部進学せず、わざわざ元千葉高校を受験した。

「いじめっ子か？」

　なるほど彼女らは、オシャレなデザインの制服を着ている。友梨女の制服なのだろう。

「そ、そう、そうなの……」

　妄もう想そう癖へきがあり、おっとりしてリズムが合わない彼女を仲間はずれにし、誰にでもシッポを振るぶりっこといじめた女の子たち。

「どうして、こ、こんなところで、逢っちゃうの……っ!?　平日なのに……っ」

　姉ケ屋駅は、内うち房ぼう線の中では比ひ較かく的てき大きい駅だ。駅で偶然に出逢うこともあるだろう。

　ありすは逢いたくなかったのだ。

　気持ちはわかる。いじめられたときの苦しさが思い出されて身体が震え、息が止まりそうになる。冷や汗が吹ふき出す。吐き気さえもこみあげる。正義も同じだったから。

「鈴木くん。これ使って、髪を縛しばって」

　篤子が気を利きかせ、髪からヘアゴムを取って正義に渡した。

「わかった」

　髪を首の後ろでひとつにたばね、前まえ髪がみを掻きあげる。電話ボックスの強化アクリル板に顔を映してチェックする。掻き上あげても掻き上げても、前髪がおちてきてうまくいかない。

「校倉さんよね？」

　友梨女附中の女がありすに気付いてやってきた。

「久しぶりね」

「引ひっ越こしたって聞いたけど、このあたりなの？」

「私たち、校外学習でしょうゆ工場の見学に来たんだけどさ。偶然よね。校倉さんは私服なの？　まさか高校行ってないとかじゃないでしょうね？」

「姉ケ屋って田舎いなかよねぇ。まっ。校倉さんにはぴったりだと思うけど」

「あははっ。校倉さんが田舎くさいなんて言っちゃいけないわ」

「校倉さんって、トロかったものね」

　ありすがひくっと喉を鳴らして硬こう直ちよくした。

　偏差値の高いお嬢様学校のご令れい嬢じようたちのくせに、顔を歪めて笑う様子は、安全地帯から弱い物をつつき回すいじめっ子に特有の、醜みにくい歓かん喜きに満ちている。

「校倉さんの友達なの？　失礼な人たちね」

　篤子がメガネを光らせながら言った。

「誰？　この子？」

「校倉さんの友達で、元千葉高校の生徒会長です。姉ケ屋は田舎じゃないわ。訂てい正せいしてください。今日は元千葉高校は創立記念日でお休みなんです。校倉さんは、元千葉高校の生徒です」

　千葉県民で姉ケ屋生まれ姉ケ屋育ちの篤子には、田舎ではないということが重要らしかった。元千葉高校はこれでも偏差値高めの公立だ。

　ようやく髪を掻きあげて顔を出すことに成功した正義は、くるっと振り返かえった。

　一いつ生しよう懸けん命めいに笑え顔がおを浮うかべて言う。

「ありすはトロくないですよ。しっかりした女の子です」

　自分はいま、さわやかな笑顔を浮かべることに成功しているだろうか。

　正義の見た目はいいのだろうか。

　ありすは今、楽しくやっているのだと、みためがまともな恋こい人びとがいて、友達もいて、いじめなんかとうに乗のり越えているのだと、いじめなんかとるにたらないことだったのだと、証明できているだろうか。

　三人の女の子たちが、不ふ審しんそうに眉まゆ根ねを寄せて顔を見合わせた。

「イケメンだわ」と呟つぶやいた声が聞こえてきた。

「校倉さん。この人、誰？　親しん戚せきの人か何か？」

　――言え。ありす。言ってしまえ！

「と……」

　友達なの、と言いかけたありすを遮さえぎって、篤子が言った。

「恋人よ！」

「恋人？」

「鈴木くんと校倉さんって、元千葉高校で有名な、公こう認にんの恋人同士なのよ」

　いじめっ子たちの顔に、敗北の色が走った。

　但たじ馬まを見ていてわかったのだが、女の子たちは、彼かれ氏しができること、イコール、ステージがあがったと考える。

　自分の価値は自分であげるもの。誰かにあげて貰もらうものではないと思う正義だが、それは男の理り屈くつであり、女の子はそう考えるらしいのだ。

　但馬結ゆ花かに至っては、ありすをペット扱あつかいしていたのだが、ありすと正義が仲良くなったことで、普ふ通つうの友人っぽく接している。

　篤子もさすがに女の子なので、あのあたりの理屈をわかっていたらしかった。

「そ、そうよねッ！　校倉さんって、誰にでもシッポを振るもんねッ」

「媚こび媚びのぶりっこだもんねぇー」

「早く行こうよ！　ぶりっこと話すと、ぶりっこが移って汚きたなくなるよ」

「あーっ。やだやだっ。汚いんだからっ」

　いじめっ子は、捨てぜりふを吐いて歩き去っていく。

　意外なことが起こった。

　ありすがいじめっ子たちに向かって叫んだのだ。

「わわわ私は、いいい今、楽しいよっ。友達がいっぱいいて、正義くんがいるもんっ!!　いい先生がいて、いい学校なのよ！　姉ケ屋も、元千葉高校も、素す敵てきなところなんだからっ」

　身体の横で握にぎり拳こぶしを作り、はーはーと息を荒あらげている。

　彼かの女じよは顔を真っ赤にさせて、目をうるませていたが、泣いてはいなかった。

　いじめっ子たちはありすを振り返った。敗者の顔になっていた。

　ありすはスクールカーストの最下位ではない。自分のステージより上の人間になってしまったのだと、ようやく理解したのだろう。

「いこいこっ！」

「そうね。早くしなきゃ、電車に乗り遅おくれちゃうっ」

　いじめっ子たちは、駅の階段を駆かけあがっていった。

　ありすは、ふーっとため息をついた。

　――ありす。えらい。泣かなかったな。

「篤子さん。あ、ありがと……」

「ふん。別に校倉さんを助けたわけじゃないわ。私は姉ケ屋が田舎だって言われたのが許せなかっただけよ。……田舎だけど」

　篤子はそっぽを向きながら言った。

「わぁああーんっ。篤子さーんっ」

　ありすが身体を翻ひるがえすと、篤子にひしっと抱だきついた。こらえていたぶん、涙なみだが多く出ているみたいで、号ごう泣きゆうしている。

　抱きつかれる予想をして、腕うでを広げて待っていた正義は苦く笑しようするばかりだ。

　いつもならありすに手を触さわられただけでもイヤソウに飛びすさる篤子だが、困ったような笑顔を浮かべると、よしよしと頭を撫なでている。

「ごめんね。篤子さん、出し抜かない協定結んだのに」

「いいよ。今回だけね。負けないからね」

「私も、えぐっ、負けないよぉっ」

　ありすの言う負けないは、恋こいのさやあてに負けないことなのだが、いじめに負けないという風にも聞こえるし、正義に負けるなと応援しているようにも聞こえる。

　――そうだ。その通りだ。俺は負けない。

　駅前で抱ほう擁ようする美少女二人を、道行く人が物もの珍めずらしそうに眺ながめながら歩いていく。
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六時間目　結婚式は突然に!?







　セーラー服の襟えりに略袈げ裟さをかけたありすが、キッチンの鏡に向かってイーをしている。

　この鏡は、母が、お裏さんの用事をするとき、表情チェックをするためにかけた鏡だ。お寺で行われる法要は葬そう儀ぎが多い。にやつかず、おだやかな表情で応対に出ることは、けっこう難しいのだと言っていた。

「なんでそんなヘンな顔してるんだよ」

　正まさ義よしが聞いた。

　正義も詰つめ襟に略袈裟、左手に数珠じゆずという格好だ。ありすは数珠をつけていない。介かい添ぞえ人にんは用事が多く、手がふさがる数珠は都合が悪い。

「綺き麗れいな笑顔を浮かべるための顔面マッサージよ」

「ふうん」

「正義くんは緊きん張ちようしないの？」

「してるけど、あせってもどうしようもないと思うんだ」

　緊張でいてもたってもいられないのは正義も同じ気持ちだが、いまさらあわてても仕方ない。あと数分もすれば、式がはじまる。

　もう本堂には、参列者が着席して、式のはじまりを待っている。

　ただひとり、芝しば辻つじ先生の母親だけはまだ来ていないと、参列者のお世話係の篤あつ子こが言っていた。

「ほんとうに制服でいいのかな？」

「いいんじゃないか。『制服は高校生の正装だ。詰め襟さえ着れば、どんな正式な場にも出席できる』って、ネットに書いてあったしな」

「うーん。せっかくの結婚式だから、オシャレして、化け粧しようもして、綺麗にしたかったんだけどなぁ」

「ありすはセーラー服似合うし、綺麗だよ」

　本音のセリフだったのに、ありすはうれしそうに顔をほころばせた。

「ありがとう！　主役は美み香かさんで、介かい添ぞえ役やくは黒子だもんね。オシャレよりも正式で目立たないことのほうが大事よね」

　美香さんとは花はな嫁よめのこと。食しよく卓たくの椅い子すに腰こし掛かけて、式のはじまりを待っている彼女は、優やさしげな笑顔が印象的な、大人っぽい感じの女性だ。

「ふふっ。あなたたちってほんとうに仲がいいのね」

「美香さん。あと二分ですよ。うぅっ。き、緊張する」

　美香が花を零こぼすように笑った。シンプルな白いワンピースが似合っている。ウェディングドレスでも白しろ無む垢くでもないが、薄うす化げ粧しようした顔には花嫁らしい華はなやぎがあった。

　美香の持っている白いトルコキキョウの花束は、花嫁がブーケを持っていないことに気がついて、ありすが駅前の花屋に走り、急きゆう遽きよ作ってもらったものだ。

「いくら略式のお式とはいえ、お花まで略しちゃダメだと思うの」とは、ありすの弁だ。

「せっかくの日曜に、無理を言ってごめんなさいね」

　美香が恐きよう縮しゆくし、ねぎらってくれた。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。芝辻先生、いい先生でしたし、教え子としては、がんばりたいです。ね、正義くん」

「ああ……」

　過去に何があったとしても、教育実習生の二週間、芝辻先生は、一生懸命ないい先生だった。

「それより、美香さん。どうしてお坊ぼうさんと結けつ婚こんしようと思ったんですか？」

「あら、お坊さんと結婚するんじゃないわ。私は透とおるくんと結婚するの。透くんはたまたまお寺のあととり息子むすこだったというだけ」

「ステキですね」

「うちの母も、同じようなこと言ってました」

「ふふ、そうなの？」

　正義はさっきありすがイーしていた鏡の前に立ち、髪をいじった。短たん髪ぱつの自分は、よそゆきの顔を浮かべていて、自分じゃないようだ。

「正義くん。心配しなくても大丈夫だよ、髪かみ型がた、似合ってるよ」

「そうかな？　なんか首筋がスースーして落ち着かないんだ」

　朝、理容室で髪を切ってきたばかりで、短髪の自分にまだ慣れない。

「正義くんはイケメンだしねっ。サニーズの明石あかしくんみたいにかっこいいよ。明日、学校に行くの、楽しみだなぁ。きっとみんなびっくりするよ」

「俺、普通の顔だと思うんだけど、惚ほれた欲目でアバタもエクボに見えるだけだと思うけど」

「そんな……。私が正義くんを好きなんて……ほんとうのことだけど……ああ、どうしよよう。これって私と正義くんの結婚式の予行練習みたいだわ……」

　ありすは両手で頬ほおを覆おおってイヤイヤをした。

　美香はくすくすと笑っている。

「ふふ、青春ね。かわいい」

「一分前よ」

　テーブルの上に置いてあったトランシーバーの送受信機が、ふいに篤子の声を流した。

「きゃあっ」

　まるで見ていたようなタイミングに、ありすが悲鳴をあげて飛とび退のいた。

　妄想から強制的に帰ってきたために、心臓が飛び跳はねたのだろう。胸を押さえて息を弾はずませている。

「鈴木くん。お母様、まだ来られません。先生のケータイには欠席の連れん絡らくはなかったそうだけど。どうしよう。少し待ったほうがいいのかな？」

　結婚式の招待状は、日曜の朝、病院のロビーで別れたあと、先生がパソコンで作って参列者に送ったという。

　もちろん、先生の母にも招待状を送っているはずだ。

　離はなれて住む息子からいきなり手紙が来て、「結婚式を挙げます。しかも次の日曜です。大学は休学します。お山に行きます。坊主になって寺を継ぎます」なんて報告をされても、悪い冗じよう談だんのように思えるのかもしれない。普通、結婚というものは、長い時間をかけて準備するものらしいから。

　あるいは、寺には来たくないのだろうか。

「時間通りにはじめよう。篤子さん」

　おばさん以外は全員そろっている。先生は式の終了時間にあわせて披ひ露ろう宴えんがわりの会食会としてファミレスを予約したという。

　式のはじまりを遅らせることはできない。

「わかったわ。新しん郎ろうの入場の介添役、まかせて」

「ＣＤ、かけるね」

　ありすがマイクの前にセットしたＣＤを操作した。雅が楽がく「越え天てん楽らく」の笛の音が優ゆう雅がに流れる。

　このマイクは、本堂につながっていて、参列者に式のはじまりを告げる。

「行きましょう」

　ありすが言うと、美香がうなずき、腰こしをあげた。

　雅楽「越え天てん楽らく」の笛の音を合図に、本堂の右と左から入場した新郎新婦は、真ん中で出で逢あい、左右に座すわる。

　本来は仲人なこうどが手を引いて入場するのだが、ありすが新婦を、篤子が新郎を先導して案内する。ありすと篤子は、そのまま新郎新婦の横で待機する。

　司し婚こん者しやである正義は、ＣＤが流す「越え天てん楽らく」の雅楽が終わったと同時に本堂に入り、中央の通路を通ってご本尊に向かい合う。

　深呼吸してから、まずは新郎新婦と参列者に向かい合う。

　新郎側は、橋はし本もとのおじさんと、親戚のおじさんおばさん、先生の友達たちらしい青年が二人だけ。

　花嫁側は、新婦の友達が三人と、モーニングと黒くろ留とめ袖そでのご両親。それにお年寄り。

　おもに花嫁側の参列者のあいだから、つぶやく声が聞こえてきた。

　――あら、生徒さんなのね。

　正義が詰め襟の高校生であることに、驚いたらしかった。

「ただいまから、芝辻透さん、山やま藍あい美香さんの結婚式を執とり行おこないます。本来は縁えん廉れん寺じの住職である父が司婚者をするところですが、旅行中なので、長男の僕ぼくが代理をします」

　――代理なの？　学芸会みたい。

「父が帰るまで待つべきかもしれませんが、芝辻先生は明日から本山に上り、僧そう侶りよの修行をします。僕たちは、三人とも芝辻先生の教え子です。未熟ですが、先生の結婚をお祝いし、一生懸命つとめさせていただきます」

　正義がおじぎをすると、ありすと篤子がタイミングをあわせてていねいなおじぎをした。打ち合わせ通りだ。

　教え子たちが一いつ致ち団結して、一生懸命に先生の結婚式の司会をする、というシチュエーションは、大人たちを喜ばせる何かがあるらしい。

　参列者の顔に浮かんでいたとまどいの表情が、応援の温かい色に染まっていく。

　芝辻先生は、じっと正義を見つめている。はみがき粉のＣＭタレントのような顔には、達観した色が浮かんでいた。




　　　　　☆




　教育実習が終わった日。

　帰りのホームルームで、芝辻先生はこう言った。

「短い間だけど、楽しかったです。ありがとう。いい経験をさせてもらった。君たちはしっかり勉強して、自分の未来をつかんでください」

「先生もがんばっていい先生になれよーっ」

　生徒たちから激げき励れいの声がかかった。大学を休学し、明後日にはお山に向かう先生は、瞳ひとみをうるっと潤うるませた。

「そうだな」

　泣きだす寸前の表情で笑う。

「先生、そんな、寂さびしそうな顔しないでよー」

「あはは。みんな、ありがとう。君たちひとりひとりに手紙を書いたんだ。先生のはじめての教え子だからな。今から配るから、貰ってくれ」

　最初で最後の教え子になるかもしれないから、とは、先生は言わなかった。

「手紙だってー」

「三十人全員に書いたの？　先生ヒマだねー」

「わぁ。手書きだよー」

　終業式の成績表の配付にも似た、どきどきの空気が漂ただよう。

　市し販はんの小さな封ふう筒とうに入った、名めい刺しほどの大きさのメッセージカードだった。

　隠すようにしてカードを開いた生徒たちは、それぞれに照れくさそうな笑えみを浮かべる。頬を赤くしている生徒もいる。

　感動的な言葉が書かれていたのか、瞳をうるませている生徒もいる。

　書かれている言葉はそれぞれ違うらしく、へえ、とか、ふうん、とか、感心のような声が漏もれる。

「ねぇ、見せて。何て書いてあるの？　見せっこしようよ」

「しようがないな。見せてあげる」

　ひそひそ話が教室に満ちる。




『数学が得意で理性的な奥おく野の光みつ輝てるくん、数学は楽しいよ。数学の勉強、がんばってください』




『大人っぽくってクールな佐さ々さ木き香か織おりさん。世の中は君が思う以上に温かい。はすに構えずぶつかっていこう』




『運動が得意でお姉さんっぽい但たじ馬ま結ゆ花かさん。世話好きで優しいのは、君のいいところですね。相手をよく見て世話をやこう』




『どっしりとして頼たよりがいのある松まつ田だ健けん一いちくん。少林寺拳けん法ぽうがんばってください。武道で培つちかった強さで未来をつかもう』




　生徒ひとりひとりをちゃんと見て、それぞれに激励の言葉が書いてある。

　たったの二週間、されど二週間。短いようでもあり、長いようでもあった。教育実習生の芝辻先生は、二週間のあいだ、確かにみんなの先生だった。

　教室は、ほのぼのした空気に包まれた。

「みんな廊ろう下かに出て窓まど際ぎわに並べーっ」

　担任の須す藤どう先生が叫さけんだ。

「なんでだよー」生徒が叫び返す。

「教室を出ていく芝辻先生にハイタッチだ」

　須藤先生も、部下のように思っていた教育実習生が親の病気で大学を休学し、僧侶になるための修行に行くことを知っていたのだろう。

「いいね」

「そうだね」

　生徒たちは素す直なおに廊下に出て窓際に並んだ。

「先生ありがと」

「さよなら」

「宝ほう珠じゆ院いんさんも元気でなー」

「またなー」

「じゃあねぇっ」

「先生、泣かないでよー」

「泣いてないぞー」

　だが、芝辻先生は泣いていた。

　先生の白はく墨ぼくで汚よごれた手に、手のひらをうち合わせると、パンと湿しめった音がした。




　　　　　☆




　正義は回れ右をして、ご本尊に向かい合った。

「合がつ掌しよう礼拝を行います。みなさん。お立ちください」

　正義の両りよう脇わきに立つありすと篤子も、本尊に向かって手を合わせ、頭を垂れる。

　皆みな、神しん妙みように手を合わせているのが気配でわかる。

「お座りください」

　いったん腰掛けたあと、正義は再び立ちあがり、経きよう本ほんを開いて敬白文の朗読をはじめる。敬白とはご先祖と仏様に、法事の趣しゆ旨しを報告すること。

「新郎、芝辻透、新婦、山藍美香が夫ふう婦ふの約を結び、婚こん礼れいの契ちぎりを誓う。願わくば剛ごう柔じゆう相あい助たすけ、敬愛の誠まことをつくし、四し恩おんに報むくい奉たてまつるべし」

　これは両親の結婚式で、橋本のおじさんが朗読した文章そのままだ。

　何度もビデオを見て書取り、経本に挟はさんでおいた。

　合掌してから、回れ右をして参列者に向かいあう。

　この回れ右の動きも、右足を半歩引き、つま先を浮かして踵かかとで回ると綺麗な仕草になることを、ビデオを見ているうちに発見し、ふらつかないように練習した。

「念ねん珠じゆ授じゆ与よを行います。新郎、芝辻透さん。ご本尊の前へお進みください」

　スーツ姿の先生が立ちあがり、正義と向かい合った。




　　　　　☆




『裏方の用事をもくもくとこなしているクラス委員の鈴すず木き正義くん。先生の言うことではないのかもしれないが、自信を持ってぶつかってください』




　芝辻先生から正義がもらった手紙だ。

　正義から自信を奪うばい、陰いん気きにさせたのは、小学校六年の先生だった。

　だが、全すべて過去のこと。

　いやな思い出は、髪かみと一いつ緒しよに切り落としてしまおう。自信を持ってぶつかるために、髪を切ってさっぱりしよう。

　朝一番で理容室に行き、髪を切ってもらった。

　いきつけの理容室のおじさんは『ほんとうに切っていいのか？　どういう心境の変化なんだい？』とびっくりしていた。

　ドキドキしたが、切ってもらったときの気持ち良さと言ったらなかった。

『うーん。長い髪を切るのは気持ちいいな。理容師冥みよう利りにつきるよ』

　シャキシャキと鋏はさみが動くたびに、髪がバサバサ切り落とされていき、視界がクリアになっていく。

　憂ゆう鬱うつを切り捨て、心まで軽くなった気分だった。

　周囲の景色までも輝かがやいて見える。

　こんなにさっぱりするのなら、もっと早く髪を切ったらよかったと思ったほどだ。

　理容室の鏡に映る自分は、かっこよく、大人っぽく見えた。




　　　　　☆




　篤子が数珠を載のせた三宝を、正義に差し出した。

　正義は三宝から白房の数珠を取り、芝辻先生に手て渡わたす。

「左手にかけてください」

　正義が言うまでもなく、左手の四指にかけて、親指で白房を押さえている。先生が寺で過ごしたのは小学生になるまでの七年間だが、それでも数珠のかけ方は覚えていた。やっぱり芝辻先生は寺の息子だ。

　橋本のおじさんは、目を細めて自分の息子を見つめている。




　　　　　☆




「何で急に？」

　縁廉寺の待合室でおじさんは芝辻先生に聞いていた。

　法ほう衣えではなく、スーツ姿でやってきたおじさんは、信じられないという表情を浮かべていた。

　おじさんがスーツでやってきた理由はわかる。正義よりもおじさんのほうが押し出だしがいいので、司し婚こん者をつとめる正義に花を持たせようとしたのだろう。

　おじさんは法衣を脱ぬいで洋服を着ていても、僧侶にしか見えない。スキンヘッドだからというのではなく、にじみ出る雰ふん囲い気きが、僧侶以外の何ものでもなくなっている。

「急じゃないよ。ずっと考えていた。父さんが入院したって聞いて、決心がついたんだ。こんなに早くお山に行くとは思ってなかったけど」

「先生になるんじゃなかったのか？」

　おじさんの表情には、複雑な表情が浮かんでいた。

「坊ぼう主ずしながらでも先生はできるよ。昔の寺子屋みたいに、福ふく鳳おう寺じで算数の塾を開こうかなって思ってる。塾の費用は格安にして」

「教員免めん許きよはどうする気だ。せっかく国立の教育大に入ったのに」

「休学だ。退学じゃない。得度したら、もういちど大学に行って、教員免許もとる。父さんが元気なあいだは、高校で先生するよ。だからさ、父さんには、元気でいてもらわなくては困るんだ」

　おじさんは、二日入院しただけで退院した。

　いますぐ手術というような深刻な病状ではないが、健康体とは言えず、食生活の改善が求められているという。

「まさかおまえがそんなことを言うとは思わなかった」

　離れて暮らす息子が、いずれはあとを継ついでくれる安あん堵どと、寮りようを出て大学を休学することの困こん惑わくに、おじさんは複雑な表情を浮かべていた。

「寺に縁えんがあって、寺に生まれてきたんだから、縁に従うのが当然だと思うんだ」

　縁は仏教の考え方。結婚も縁によるもの。運命の赤い糸は生まれる前から決められている。

　仏前結けつ婚こん式しきは、縁があって出逢った二人の結婚を、ご先祖様と仏様に報告し、加護を祈いのる儀ぎ式しきである。




　　　　　☆




　篤子は空の三宝を持って本堂を出て、廊下を歩き、キッチンに向かう。誓ちかいの杯の用意がある。すでにお酒は提子に入れて用意してある。

　昔のことはまだしも、今の芝辻先生は、悪い人ではない。

　正義の人の良さには驚くばかりだが、この結婚式をつつがなく終わらせたい。




『勉強家で優ゆう秀しゆうな生徒会長、柚ゆず木き篤子さん。石橋を叩たたいて壊こわさないように。思い切りも大事だよ』




　先生がくれたメッセージ。

　自分のことをきちんと見てくれていたことに気付き、篤子は苦笑してしまった。

　篤子が廊下を歩いていたときのことだった。

　長い参道の奥おく、門のところで、人ひと影かげが見えた。

　コート姿の年ねん輩ぱいの女性だ。入ろうかどうしようかというように、伸のびあがるようにしながらためらっている。

　――先生のお母さんかもっ!?

　篤子は三宝を廊下に置き、勝手口から飛び出して、参道を走った。

　ほんとうは、杯の用意をしなくてはいけないのだが、迷っている時間はない。思い切りが大事。石橋を叩いて壊してしまってはいけない。

「芝辻留る美みさんですか!?」

　逃にげようとした中年女性を呼び止める。

　女性が振り返ったが足を止めず逃げていく。

「待ってくださいっ！」

　篤子は運動神経があまり良くない。砂じや利りを敷しき詰めた長い参道は走りにくい。急いだあげく、ローファーをきちんと履はかなかったせいもあり、盛大に転んでしまった。

「きゃっ」

　砂じや利り道みちで転んだのでかなり痛い。

「痛ったぁいっ!!　やだもうっ。どうして転ぶのっ」

「あ、あの……大丈夫ですか？」

　女性がおそるおそると言った感じで戻もどってきて、話しかけてきた。

「芝辻ですが、うちの透が結婚式って、僧侶になるためにお山に行くって、ほんとうですか？」

　篤子はブリッジを押さえてズレたメガネを直し、瞬しゆん時じに起きあがると女性の手を握った。逃げないで、というように。

「ほんとうです。今、お式の最中です」

「あなたは何ですか？」

「私は芝辻先生の教え子なんです。先生は教育実習生で私達を教えてくれたんですが。本堂で、先生がお母さんを待ってます」

「大学を休学してお山に行くなんて……。寮も出てしまうなんて。結婚式だなんて、祐ゆう造ぞうさんが病気なんて……私、ぜ、ぜんぜん、知らなかった……。私には式に出席する資格がないわ……」

「離り婚こんしてもお母さんはお母さんだから、資格なんて言わないでくださいよ。芝辻留美さん」

　父は父というのは、篤子の母がいつも言う台詞せりふだった。

　離婚しても父は父。

　だらしなくても父は父。

　温泉芸者のママさんと大人の交際をしていようが、父は父。

　潔けつ癖ぺき性しようでかたくななところがある篤子が、父を嫌いにならずにすんだのは、母のおかげだったのかもしれない。

「離婚しても母は母ですか……。そうね。その通りかも」

「お式出席しましょう！　芝辻さん」

「そうですね」




　　　　　☆




　――何をしてるのよ？　篤子さん。

　ありすはじりじりしていた。新婦への念珠授与が終わり、今は司婚の辞へと移っている。今は杯さかずきを参列者に配って歩く時間のはず。

　仏前式では新郎新婦の誓杯の儀ぎのあと、親族一同の杯ごとがある。全員に杯を渡わたし、酒を注いで回るのは意外と時間がかかる。

　式が間延びしないよう、司婚の辞の間に杯を参列者に配る予定だった。なのに、篤子が来ない。これでは親族の杯の儀に間に合わない。

　ありすは杯を盆ぼんに並べ、お酒を注いでいく。あらかじめ杯を配っていく時間はない。お盆を持って通路を歩いてお酒の入った杯を参列者に取ってもらう。時間節約になるはずだ。

「芝辻透さん。終生変わらず円満な家庭を築くことを誓いますか」

　トランシーバーの送受信機が、本堂の正義の声を拾っている。

「誓います」

　――きゃーっ。もう、もうっ、時間がないわっ。次が誓杯の儀じゃないのっ。

　あせったあまり、酒が零れた。

　布ふ巾きんで拭ふいて、お盆に並べ直す。

　――落ち着け。落ち着け。あせるな。私っ。




『おっとり少女の校あぜ倉くらありすさん。ほんとうの君は、積極的で行動力がある女の子だと思います。落ち着いて、勇気を出して行動しましょう』




　先生がくれたメッセージ。

　落ち着いて、勇気を出して行動する。

「山藍美香さん。終生変わらず円満な家庭を築くことを誓いますか」

「誓います」

「芝辻透さんと、山藍美香さんの結婚は……」

　そのとき、本堂が騒そう然ぜんとなった。

　結婚は成立しましたと続くはずの、司婚者の声は聞こえない。

　――いったい何が起こったの!?

　だが、おかげで杯が注ぎ終わった。

　何が起こっていようと、ありすが今することは、新郎新婦の杯と提子を持ち本堂に行くこと。

　――落ち着け。零すな。冷静に。




　　　　　☆




　正義は、参道をこちらに向かう篤子を見て目を見張った。今は親族杯の儀の用意をしているはずなのに、なんで参道にいるのだろう。

　しかも篤子は、すりむいた膝ひざ小こ僧ぞうから血が出ているし、セーラー服は砂まみれだ。運動神経の鈍にぶい彼女のことだ。転んだのだろうか。

　篤子は中年女性の手を引いて小走りに急いでいる。

　――あの人、芝辻先生のお母さんかも。

　寺を嫌きらって離婚したという、福鳳寺のお裏さん。

　気付いているのは、親族に向き合う形で立っている正義だけ。参列者は参道に背を向けているため、気付かない。

　二人の姿が玄げん関かんに消えたことを確かく認にんしてから、正義は、わざとゆっくり声をかけた。

「山藍美香さん。終生変わらず円満な家庭を築くことを誓いますか」

「誓います」

　篤子に背中を押されるようにして、中年女性が本堂に入ってきた。

　仏前結婚式のおごそかな雰囲気に圧あつ倒とうされたのか、周囲をこわごわと見み渡わたしてから、新郎側のいちばん後ろの席に座る。

「芝辻透さんと、山藍美香さんの結婚は……」

　橋本のおじさんがはっと腰を浮かし、振り返った。

　新郎も驚きと喜びの表情で自分の母親を見つめている。

　新婦側の親族が、不思議そうな表情で突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者しやを眺めている。

「結婚は成立しました」

　母親が、ふぅーっとため息をついたのが見て取れた。

　再び、笛の音が響き、雅楽「越え天てん楽らく」が流れる。ありすが片手に提子、片手に杯を載せた三宝を持って本堂に入ってきた。

「新郎新婦、誓いの杯でございます」

　ありすが三宝と提子を正面の卓たくに置き、杯を新婦に手渡す。

　本来なら、親族にも杯が渡っている頃なのだが大丈夫だろうか。

　どきどきしながら、提子を傾かたむけ、新婦の持っている白い杯に清酒を注ぐありすを見ている。

　イザというとき度胸が据わるありすは、涼すずしげな表情でお酒を注いでいる。

　篤子が本堂に入ってきた。大きなお盆を持っている。お盆には杯がいくつも並んでいた。

　あらかじめ酒が注いであるらしい。ありすが気を利きかせてくれたのだろう。

　篤子は盆を持って通路の間を歩き、参列者に杯を取ってもらっている。

　せっかく、いい雰囲気で進行しているのに、親族の杯の儀でもたついて、緊張感が間延びするのが怖こわかった。

　新婦がお酒を飲み干した。

　その杯を新郎に渡し、ありすが再びお酒を注ぐ。

　芝辻先生が杯を傾け、再び新婦に渡す。

　仏前式の三三九度の杯は、新婦新郎新婦の順で杯を交かわす。

　ちょうど篤子が、杯を配り終えた。

　篤子が正義を見て、目で合図をした。本堂の隅すみにお盆を持ったままで待機する。

　ありすが返してもらった杯と、提子を持って本堂の隅に立つ。

「続けて、ご親族のみなさんの杯の儀を行います。お酒の入った杯は、行いき渡っておりますでしょうか？」

　皆が視線を手元の杯へと落とす。

「僕が音おん頭どをとりますが、僕は未成年なので、フリだけです。大人のみなさんは飲み干してください」

　雰囲気がなごみ、参列者が笑顔を浮かべた。

「新郎、芝辻透さんと、新婦、山藍美香さんのご結婚を祝して。乾かん杯ぱい」

「乾杯。おめでとう」

「おめでとう！」

　皆がいっせいに杯を干した。

　おごそかな雰囲気に緊張していた参列者の表情がなごむ。

　お盆を持った篤子が通路を進み、杯を回収していく。

　誰だれからともなく拍はく手しゆがおこった。

　拍手が納まるタイミングを見計らって、正義は法話をはじめた。

「本来、式の最後には、僧侶からのお経きようと法話があります。ですが、僕は、高校生で、僧侶でもなく、先生にお経と法話をすることができません。そこで、橋本のおじさん……。新郎のお父上、福鳳寺の住職、橋本祐造さんが、うちの両親の結婚式のときにくださったお祝いの言葉を、司婚者からのお祝いの言葉に代えたいと思います」

　おじさんとおばさんが正義をじっと見た。

　両親の結婚式のビデオには、黒留袖のおばさんが映っていた。

　若いお裏さんは、おだやかに笑っていた。

「芝辻透さん。山藍美香さん。ご結婚おめでとうございます。人生はおだやかな春の日ばかりではありません。雨の降り続く梅雨つゆの季節もあれば、吹雪ふぶきの冬もあります。焼けつく夏もあるでしょう。嵐あらしの時期をやりすごすために必要なのは、お互たがいの信しん頼らいです。たくさん話し合い、信頼を作ってください。……以上です」

　拍手が響いた。

　十八年前に自分が言った言葉を、そっくり返されたおじさんは苦笑している。せつなそうな笑顔だった。

　嵐の時期をやりすごすことのできなかったおばさんは、ハンカチで目め頭がしらを押さえている。

　こみあげるものがあるのだろう。

　笛の音が響いた。ありすがＣＤを操作したのだ。打ち合わせ通りだ。雅楽の調べが響いている。

「みなさん。お立ちください。ご本尊に合掌礼拝します」

　本尊に向かい合い、手を合わせて頭を垂れる。

「芝辻透さんと山藍美香さんの結婚式は、つつがなく終しゆう了りよういたしました。みなさま、足あし下もとに気をつけてお帰りください」

　正義は、今度は参列者におじぎをしてから、中央の通路を通って本堂を出ていく。

　拍手が響く。雅楽の荘そう厳ごんな調べに拍手が重なりあい、結婚式らしい晴れやかな雰囲気になっている。

　新郎の前を通り過ぎるとき、先生がささやいた声が聞こえてきた。

「ありがとう」




　　　　　☆




「終わった……」

　正義は、リビングの椅子に座り、ぐったりしていた。

　式は終わった。

　参列者と新郎新婦はレストランに移動し、披露宴の代わりの食事会をしているはずだ。

　新婦と新婦の友達は、本堂で写真を撮とったりしてはしゃぎあい、ブーケトスで盛りあがったりしていたが、もうお寺には誰もいない。

　静せい寂じやくに満ちたお寺は、本来の姿かもしれないが、華やいだ雰囲気に満ちていただけに、どことなく寂しい気分になる。

　椅子を片づけ、杯を食器洗い乾かん燥そう機きに伏ふせ、掃そう除じ機きをかけたら、三人とも気力が尽つきてしまった。

　緊張の反動で弛し緩かんしてしまい、もう、なにもしたくない。

「終わったね。正義くん」

　机に突つっ伏ぷして、腕に顎あごを載せているありすが言う。

「はー、転んだところが痛いわー。なんか疲つかれちゃった」

　篤子が、膝小僧のケガにカットバンを貼はりながら言った。

「そうだね。気き疲づかれしちゃったね」

「篤子さんもありすもありがとう。日曜、潰つぶさせてごめんな」

「ううん。なんだか、幸福のお裾すそ分わけをもらった気分なの。幸せそうな美香さんを見ていると、私までハッピーな気分になっちゃった」

　ありすが小首を傾かしげて笑み崩くずれた。

「ねぇねぇ。私の運命の赤い糸ってやっぱり鈴木くんにつながってるのよね？」

　ありすが、左手を開いて立て、瞳をヨリ目にさせながら言った。

　視線の先は小指の赤い糸を見ているのだろうか。

「わかんねぇ。赤い糸って、見えねぇし」

「きっと私よ！」

「違ちがうわ。私のほうよっ」

「校倉さんにつながってるなら、私、その糸ほどいて、私の小指に結び直してやるわよっ」

「わーっ。篤子さんらしくもない非科学的なセリフ！」

「恋れん愛あいっていうのはねぇ。非科学的なものなのよっ!!」

　二人がいさかいをはじめた。

　正義は気疲れで、しゃべることさえおっくうなほどぐったりしているのに、女の子たちは元気いっぱいだ。

「あはは、仲いいよなぁ。二人とも」

「仲良くないっ！」

　二人の声が綺麗にそろった。







ＨＲ　三人は無関係ですか？







　朝のひととき、駅から高校までつながるこの道は、元もと千ち葉ば高校の生徒達で埋うまる。

　正まさ義よしとありすは手をつないで通学路を歩いていた。

　晩秋の太陽はキラキラと降り注ぎ、千葉特有の強い風が、落ち葉を舞まいあがらせている。

「昨日は大変だったな」

「うん。でも、楽しかったなー。ああいう幸せなのっていいよね。またやりたいっ!!」

「うーん。でも、そんなにはないと思うよ。やっぱりアレって、一いつ般ぱん的てきじゃないしな。ウチでアレをやったのは、俺おれの知っている中でははじめてだ」

「一般的になればいいね。だってアレってステキだもん。正義くんもかっこよくてステキだったよ」

　人に聞かれてもいいよう、結婚式だの仏前式だの言わずに会話する。

　つきあいはじめたときは、マイペースな不思議ちゃんで、会話のリズムも合わなかったのだが、今はリズムもうまく合う。

「え？」と、誰かの声が聞こえた。

「えーとその、ありすちん、だよね？　コレ、誰？　まさか、鈴すず木き……？」

　但たじ馬ま結ゆ花かが、正義の顔をしげしげと見ている。

「おはよう。ゆっか。正義くんだよー。髪切ったんだってー」

「えええーっ」

　結花が嬌声をあげたので、周囲の視線が集中する。

　注目が集まって恥はずかしい。

「うっそーっ。鈴木って、こんな顔してたのっ!?　やっだ。なにこれーっ。なにこれぇーっ。サニーズみたいじゃんっ!!」

「どこがだよ。落差が激しいからそう思うだけだろ」

「声が鈴木だーっ!!」

　但馬が仰のけ反ぞった。

「大げさだっての」

「えーっ。鈴木？　マジで？」

　ルービックキューブ奥おく野のが言った。

「ほんとだーっ。鈴木だーっ」

　少林寺拳法松まつ田だが言った。

　この三人とは、よく通学路で一緒になる。

「いったいどういう心境の変化だよ？」奥野が聞いた。

「別に。特に理由はない。うっとうしかったから切っただけだ」

「おまえ、そんな顔してたんだなー。なんか印象が変わったワ」奥野が言う。

「別人みてぇだ。俺も髪を切れば、格好良くなるんだろうか？」松田が言う。

「うーん。松田がそれ以上髪を切ったら、スキンヘッドになっちまって、よけいいかつくなるだけだと思うんだが」

「だよなぁ」

「髪型を変えただけで、こんなに雰囲気が変わるんだな。なんかおまえ、リア充っぽくね？」

「っぽいんじゃなくて、リア充だろ。恋こい人びともいるしな」

「女子がすげえ見てるしよ」

　奥野に言われてはじめて気がついたが、女子生徒が正義をちらちら見ながら通り過ぎていく。

　ヤクザの息子だとウワサされていたときの、見てはいけないものを見る視線ではない。

　アイドルやステキな人を見るときの、憧どう憬けいの視線だ。

「陰気男が髪切ったらサニーズかよ。なんか詐さ欺ぎに遭った気分だ」

「会話がループしてるぞー」

　正義はやんわりと注意した。

　通学路でこれなら、教室だと、どれほど騒さわがれることだろう。

　うれしくて照れくさくてくすぐったい。

「正義くんは私のよっ。誰にもあげないからねっ!!」

　ありすが正義の腕を取り、腕をきゅっと抱いてきた。胸のふわふわが密着してどきどきが納まらない。

「あれ、篤あつ子こさんが怒おこらないな？」

「ほんとだ。いつもなら篤子さんが、『ここは通学路よっ。ふしだらだわっ！』って怒ど鳴なるところなんだけどな」

　松田が声こわ音ねを使って言った。

「あはは。篤子さんそっくりーっ」但馬が声をあげて笑った。

「何を騒いでるの？」

　佐さ々さ木き香か織おりが声をかけた。

「かおりん。おはよー。今日は早いねー」
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「おはよ。ありすのほうが遅おそいんだよ。……これ、鈴木？」

「うん。正義くんだよ。髪切ったの」

「へえ、似合うじゃない。ありす、いいのを見つけたんだね」

「えへへーっ。正義くんはほんとはカッコイイのよ。最高の男の子よ。かおりんにはあげないもんっ」

　肩かたのところに側頭部をスリスリしてなついてくる。甘あまい匂においが密着し、どきどきが止まらない。

　ありすはいつも無防備にボディタッチしてくる。

　はじめは困惑して逃げていたのだが、ありすがなついてくるのは正義だけだということに気がついてからは、逃げないようになった。

　ありすに甘えられるのは、照れくさくて晴れがましくてムズムズする。

「はいはい。わかったわかった」

　佐々木がありすの頭をぽんぽんした。

「ありすちん、しっかりしたよねぇ。前はあんなに頼りなかったのに」

「但馬、おまえってば、近所のオバサンモードに入ってるぞーっ」

「おばさん言うなーっ。奥野のバカヤロー」

　口の重い正義は穏おだやかに笑うばかりだ。

　将来は僧侶という、コミュニケーション能力の問われる職業につくのに、友達がいず、口べたな自分は大丈夫だろうかと思っていた。

　きっと大丈夫だ。

　司婚者だってできたのだから。

　略式の、ままごとのような結婚式とはいえ、無事に式を挙げられたことは、正義に自信をくれた気がする。

　芝しば辻つじ先生は、今は髪をそり落とし、法衣に身を包つつみ、お山で修しゆ行ぎようをしているのだろう。

「ところでよ。篤子さんはどこだ？」




　　　　　☆




　それより少し前。

　篤子は、幼児の手を引いた若い母親に話しかけられていた。元千葉駅の改札を出たばかりのところだ。

「あのう、半月ほど前に、子供を気にかけてくださった方ですよね」

「え？」

　足を止める。

　少し前を行く正義とありすは、手をつなぎながら歩き去っていく。二人の背中が人影に隠れてしまった。

　同じ電車に乗り、三人で待ち合わせて通学しているのだが、生徒会長たるもの、特定の生徒とだけ仲良くするわけにはいかない。少し離れて歩いているため、こういうことが起こってしまう。

「私が子供を待たせていたとき、駅員さんのところに行こうって、子供の手を引いてくださいました」

「ああっ！」

　迷子だと勘かん違ちがいして、保護しようとして、若いお母さんに怒鳴られたのだ。

「あのときはすみませんでした。子供が泣いていたので、誤解してしまって。怒鳴ってしまってごめんなさい。お姉さんに、一緒にごめんなさいしようね」

「お姉さん。ありがとう」

　お母さんと子供に、ふかぶかとお辞じ儀ぎをされる。

「いえ、どういたしまして」

　篤子は会え釈しやくをして別れ、小走りに正義とありすを追いかける。

　篤子は、あの件をきっかけに、変わろうと努力した。素直な女の子になりたいと思った。

　――私、変われた？　少しは変われた？

　あまり変われていないような気がするが、正義が好きだと気付いたのは収しゆう穫かくだった。

　髪を切った彼かれは、憑つき物ものが落ちたようにさっぱりした顔をしている。

　ありすが好きになるのもわかると思うほど、素す敵てきな男の子になっていた。

　ゆっくりと歩く生徒たちの間を早足で追おい抜ぬいていくと、佐々木と但馬、松田と奥野が、立ち止まって話しているのが見てとれた。

　話し声はざわめきにかき消されて聞こえないが、真ん中に正義とありすがいて、ありすが正義の腕うでに抱だきついて、側頭部をすりつけてなついてる様子が見えた。

「校あぜ倉くらさんっ。ふしだらだわっ!!　なんてことをしているの!?」

　篤子が叫んだ。




　　　　　☆




「ひゃうっ」

　ありすがすっとんきょうな声をあげて、ぱっと飛び退のいた。

　ぬくぬくフワフワの感かん触しよくとフローラルシャンプーの甘い匂いが剥はがれてしまい、腕が寂しい。

　ありすは叱しかられたハムスターのような表情で目をうるうるさせている。

「手をつなぐだけなら、いい？」

「いいわよっ。ここは往来よっ！　節度を持ちなさいねっ」

　ありすがおずおずと腕を伸ばし、手をつないできた。

「篤子さん。おはよう」

　但馬が言った。

「篤子さんのその声がないと、やっぱ平常モードって感じじゃないよな」

「あはは。だよな。早く行こうぜーっ。今日は遅いしな。なにしろ佐々木が合流してくるほどだしな」

　佐々木はいつも朝が遅く、遅ち刻こくすることも珍めずらしくない。

　佐々木はひょうひょうとした様子で風に乱れる髪を手のひらで押おさえている。

「篤子さん今日は遅いんだね。珍しい」

「ふんっ。ちょっとね」

　篤子はつんっと顎をあげた。

　小動物のようなかわいさがあって、いかにも頼りなさそうに見えるくせに、いざとなるとシャキっとするありす。

　利発で賢かしこくシャープな美び貌ぼうの持ち主なのに、不器用で自分のことは後回しにしてしまう篤子。

　二人ともが魅み力りよく的てきだ。

　どちらかなんて選べないが、このまま三人で楽しい時間を重ねていこう。




　千葉の冬特有の強い風が、正義の背中を押すかのように吹ふきすぎていく。







あとがき







　こんにちわ。わかつきひかるです。

　一巻目はありすさんが主人公でしたが、二巻目は篤あつ子こさんがヒロイン、そして三巻目のこの本は、正まさ義よしくんが主役のお話になっています。

　クラスの皆とうちとけて、楽しい高校生活を送っている正義くんの前に、小学生の頃に正義くんをいじめた上級生が、教育実習生としてやってきます。

　一方、篤子さんとありすさんは、正義くんの取り合いをして、恋のさやあてをにぎやかに繰くり広ひろげています。

　さてさて正義くんは、篤子さんとありすさん、どちらを選ぶのでしょうか。

　このお話は、正義くんが×を×るところで終わろうと決めていました（あとがきから読む人のために伏ふせ字じ）。思い描いていたラストに着地することができました。

　ライトノベルは、売れ行きという名の大人の事情で、なかなか予定通りにいかないものですが、このシリーズは予定通りに進んだ、幸せなシリーズになりました。もうちょっとだけ書きたかったなという思いもありますが、これでいいんだと思います。

　ライトノベルの王道を目指すつもりで書き始めたのに、書けば書くほど王道から外れていき、結果的にかなりの変化球になってしまったような気がします。

　仏前××式なんて、たぶんみんな知らないでしょうね（私も調べるまで知らなかった）。ライトノベルで仏前式を出したの、私だけかもしれない。

　もう気付いている人はいるかもしれませんが、この小説の舞台は千葉の姉あねヶが崎さきです（ラブプラスのネネさんとは関係ないです）。高校のあるところは、本千葉のあたりをイメージしています。私は姉ヶ崎の隣となりの町に住んでいました。石油コンビナートの爆発で避ひ難なんしたあのあたりです（ローカルな話題だ……）。

　シリーズ２巻目を書き終わったあと、千葉から奈良に引っ越しをしたのですが、奈良はお寺が多いところで、郵便局でふと横を見ると作さ務む衣え姿のお坊さんが郵便物を出していたり、袈け裟さ懸がけの僧そう侶りよがスクーターで走っていたりします。

　この本を書くまで知らなかったのですが、いろんな寺院がさまざまな取り組みをして、門を開いています。写経の会と座禅会と朝の勤行に行きました。そういう会だとお坊さんと世間話ができるので、いい取材になりました。

　ものしずかな印象があるお坊さんたち、意外と多た弁べんで、話し上手です。悩なやみのある人は、そういう会に行って、お坊さんとおしゃべりしてみませんか。からまっていたものがほどけて、心がスッと軽くなりますよ。

　キャリア十年、六十冊ばかり書き下ろしをしている私ですが、こんなにいっぱい取材して小説書いたの、はじめてです。まるで神様が私の運命を操作して、この小説を書くために引っ越しさせたのではないかと思うほどです。

　あ、中身はちゃんとラブコメしてるので、ご安心を。ありすさんも篤子さんも、ラブラブですからね。ライトノベルですもん。宗教色はないですよ。

　引っ越し先の奈良は、食べ物もおいしくて住みやすく楽しいですが、オタク色のない街で、それだけが不満かな。まあ、同人誌は通販という手もあるし、大阪まで行けばいいだけのことなのですが。

　最後に謝しや辞じを。

　すばらしいイラストで私のつたない小説を飾かざって頂けました侑先生、ほんとうにありがとうございました。私のイメージとは違っていたのですが、私のイメージを上回るすばらしいイラストでした。

　本の装丁を手がけてくださった木村デザイン・ラボのみなさん、垢あか抜ぬけたかっこいい装丁にしてくださってありがとうございます。

　編集部のみなさん、校正さん、印刷のみなさん、取次（流通会社）のみなさん、書店員のみなさん、それから奈良のお寺のお坊さんたち。

　この小説にかかわったすべての方にお礼申し上げます。

　それではまた、どこかでお逢いしましょう。




　二〇一二年二月二九日


わかつきひかる　拝


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


わかつきひかる先生／侑先生
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